
1

（Ａ）

令
和
六
年
度
入
学
試
験
問
題

受
験
上
の
注
意

一
、
監
督
の
指
示
に
よ
り
、
受
験
す
る
科
目
の
解
答
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
（
算
用
数
字
）、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
を
記
入
し
、
受
験
番
号
お
よ
び
該
当
す
る
試
験
日

を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
に
つ
い
て
は
解
答
用
紙
の
注
意
事
項
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
、
問
題
冊
子
の
解
答
番
号
と
解
答
用
紙
の
番
号
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
国
語
の
問
題
は
、
選
択
問
題
が
あ
る
の
で
、
下
記
の
【
表
】
の
指
示
に
従
い
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
国
語
の
問
題
は
、
二
〜
四
十
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ペ
ー
ジ
数
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
試
験
時
間
中
は
、
受
験
票
を
机
上
の
受
験
番
号
の
下
に
呈
示
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

七
、
質
問
、
そ
の
他
用
件
が
あ
る
と
き
は
、
手
を
挙
げ
て
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
試
験
時
間
中
の
退
場
は
認
め
ま
せ
ん
。

九
、
試
験
時
間
は
六
十
分
で
す
。

十
、
こ
の
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い

国

　
語

【表】下記の印に従って解答してください。

○印・・・必答
△印・・・いずれか一つ

を解答してく
ださい

共
通
問
題

一 二

選
択
問
題

三

（
現
代
文
）

（
現
代
文
）

ア
（
現
代
文
）

イ
（
古

　
文
）

ウ
（
漢

　
文
）
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一

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

人
は
子
供
の
と
き
か
ら
「
自
分
」
を
常
に
確
か
め
、
自
分
が
有
利
に
な
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
本
能
的
な
欲
求
を
満
た
す
行
為
以
外
に
、
も
っ
と
戦
略

的
と
も
い
え
る
知
恵
を
巡
ら
せ
る
の
も
、
幼
い
と
き
か
ら
の
普
通
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
い
え
る
。
そ
れ
も
、「
自
分
」
を
中
心
に
認
識
し
て
い
る
証
拠
で

あ
る
。Ａ

、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
次
第
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
相
手
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
や
が
て
考

え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
他
者
か
ら
自
分
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
や
態
度
か
ら
想
像
す
る
も
の
だ
。「
彼
は
僕
を
こ
ん
な
ふ
う
に
見
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
個
人
を
基
準
と
し
た
想
像
か
ら
発
展
し
て
、「
み
ん
な
か
ら
僕
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
集
団
の
中
の
自
分
の
位
置
を

Ｂ

的
に
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
位
置
づ
け
で
は
な
く
、「
こ
う
す
れ
ば
、
僕
は
彼
に
認
め
ら
れ
る
は
ず
だ
」「
み
ん
な
か
ら
、
こ

ん
な
ふ
う
に
見
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
自
分
の
将
来
像
を
、
他
者
の
認
識
と
し
て
思
い
描
く
よ
う
に
も
な
る
。
こ
れ
は
、
自
分
が
な
り

た
い
「
自
分
」
と
い
う
よ
り
は
、
他
者
に
認
識
さ
れ
た
い
「
自
分
」
で
あ
る
。

Ｃ

、
と
い
う
行
為
も
、
他
者
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
想
像
が
原
因
と
な
る
場
合
が
多
い
。「
と
り
あ
え
ず
こ
う
言
っ
て

お
け
ば
、
彼
は
自
分
を
こ
う
思
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
想
像
の
上
に
生
ま
れ
る
。
他
者
か
ら
見
た
「
自
分
」
を
創
作
（
捏ね

つ

造
）
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。【
Ⅰ
】

な
に
か
の
利
益
を
得
る
た
め
に
、
他
者
に
従
っ
た
り
、
甘
え
た
り
、
媚こ

び

を
売
っ
た
り
す
る
よ
う
な
行
動
は
、
人
間
だ
け
で
な
く
動
物
も
普
通
に
す
る
こ

と
で
あ
る
が
、
動
物
の
場
合
は
、
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
、「
今
、
相
手
を
怒
ら
せ
る
の
は
ま
ず
い
」
と
い
う
危
機
感
に
根
ざ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

に
対
し
、
人
間
の
場
合
に
は
、
少
な
か
ら
ず
将
来
的
な
展
望
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「

Ｄ

」
と
い
う
予
測
能
力
が
あ
る
た
め
で
、
動
物
よ

り
は
高
等
な
想
像
力
に
基
づ
い
て
い
る
。

成
長
し
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
ほ
ど
、「
自
分
」
は
、
想
像
上
の
他
者
の
認
識
に
よ
る
位
置
づ
け
に
重
点
を
置
く
割
合
が
高
く
な
る
。
田
舎
で

家
族
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
て
、
他
人
と
会
う
こ
と
が
滅
多
に
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
キ
ョ
ク
タ
ン
に
社
会
と
没
交
渉
な
生
活
を
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
感

覚
は
や
や
遅
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
に
は
、
十
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
間
が
同
じ
よ
う
な
「
他
者
に
よ
る
自
分
」
感
覚
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。

ア
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3

Ｅ

、
子
供
か
ら
大
人
に
な
る
途
中
で
、「
自
分
」
は
、
自
分
が
意
識
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
他
者
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
る
（
と
想
像

す
る
）
イ
メ
ー
ジ
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
と
き
「
他
者
」
が
、
大
勢
で
あ
る
か
、
生
活
圏
内
の
数
人
で
あ
る
か
、
も
し
か
し
た
ら
、
家
族
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
特
別
に
意
識
す
る
（
大

好
き
か
、
大
嫌
い
か
の
）
特
定
の
個
人
だ
っ
た
り
、
そ
れ
と
も
実
在
し
な
い
ま
っ
た
く
の
想
像
上
の
人
物
だ
っ
た
り
、
範
囲
も
程
度
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
は

思
う
け
れ
ど
、
他
者
の
意
識
を
通
し
て
想
像
し
た
自
分
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。【
Ⅱ
】

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
他
者
経
由
の
「
自
分
」
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
自
分
か
ら
見
た
本
来
の
「
自
分
」
が
消
え
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
ど
ん
な
生
活

を
し
て
い
て
も
、
周
囲
に
他
者
が
い
な
い
空
間
で
自
分
一
人
だ
け
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
と
き
に
、「
誰
も
見
て
い
な
い
」
状
態

を
経
験
で
き
る
。
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
「
自
分
」
を
確
認
で
き
る
。

こ
れ
と
同
様
に
、
自
分
の
思
考
も
、
他
者
に
は
知
ら
れ
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
何
を
考
え
て
も
、
そ
れ
を
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ご
く
幼
い
と
き
に
、
人
は
そ
れ
を
理
解
す
る
。
大
人
は
、「
噓う
そ

を
つ
い
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
う
。
ま
る
で
頭
の
中
が
見
え
る
よ
う
な
口
振
り

だ
が
、
本
当
は
全
然
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
子
供
は
知
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
分
し
か
知
ら
な
い
本
来
の
「
自
分
」
は
、
わ
り
と
簡
単
に
「
隠
せ
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
他
者
か
ら
見
た

「
自
分
」
と
そ
れ
が
違
っ
て
い
て
も
、
特
に
問
題
は
生
じ
な
い
。
人
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
他
者
向
け
の
「
自
分
」
を
演
じ
て
い
れ
ば
良
い
。
他
者
か
ら

こ
う
見
ら
れ
た
い
、
と
い
う
「
自
分
像
」
を
そ
の
場
で
は
装
っ
て
い
れ
ば
良
い
。
本
当
の
自
分
は
そ
の
と
お
り
で
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
は
誤ご

魔ま

化か

す
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
子
供
の
う
ち
に
学
ぶ
。【
Ⅲ
】

当
然
な
が
ら
、
こ
の
両
方
の
「
自
分
」
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
装
う
こ
と
に
物
理
的
な
無
理
（
矛
盾
）

が
生
じ
る
場
合
が
多
い
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、「
噓
」
の
一
般
化
が
認
識
さ
れ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
他
者
が
言
葉
だ
け
で
は
信
じ
て
く
れ
な
く
な
る
た
め
で

あ
る
。
相
手
が
噓
を
知
ら
な
い
年
齢
な
ら
ば
、
言
葉
だ
け
で
自
分
を
装
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
あ
る
程
度
の
知
的
レ
ベ
ル
に
達
す
れ
ば
、
な
に
か
証
拠
を

見
せ
な
い
か
ぎ
り
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
他
者
に
自
分
は
こ
う
思
わ
れ
た
い
、
と
い
う
自
分
を
装
う
に
し
て
も
、
そ
れ
が
能
力
的
に
不
可
能
で
あ
れ
ば
実

行
で
き
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
装
い
た
く
て
も
、
実
際
に
秀
で
た
運
動
神
経
が
な
け
れ
ば
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
勉
強
が
で
き
る
人
を
簡
単
に
装
う
こ

⑴
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1

（Ａ）

令
和
六
年
度
入
学
試
験
問
題

受
験
上
の
注
意

一
、
監
督
の
指
示
に
よ
り
、
受
験
す
る
科
目
の
解
答
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
解
答
用
紙
に
受
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番
号
（
算
用
数
字
）、
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、
フ
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ガ
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を
記
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し
、
受
験
番
号
お
よ
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す
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試
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日
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マ
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だ
さ
い
。
記
入
に
つ
い
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は
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答
用
紙
の
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項
に
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い
。

三
、
問
題
冊
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解
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番
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用
紙
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を
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よ
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、
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は
、
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一

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

人
は
子
供
の
と
き
か
ら
「
自
分
」
を
常
に
確
か
め
、
自
分
が
有
利
に
な
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よ
う
に
行
動
す
る
。
本
能
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欲
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幼
い
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、
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。
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葉
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想
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る
も
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か
」
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を
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想
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思
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の
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う
」
と
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Ｂ
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に
捉
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う
に
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に
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と
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よ
り
は
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他
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に
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い
「
自
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Ｃ

、
と
い
う
行
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も
、
他
者
が
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を
ど
う
認
識
し
て
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る
の
か
、
と
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う
想
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が
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と
な
る
場
合
が
多
い
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と
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、
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と
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れ
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。
他
者
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自
分
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造
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し
て
い
る
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で
あ
る
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Ⅰ
】

な
に
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に
、
他
者
に
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た
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、
甘
え
た
り
、
媚こ

び

を
売
っ
た
り
す
る
よ
う
な
行
動
は
、
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間
だ
け
で
な
く
動
物
も
普
通
に
す
る
こ

と
で
あ
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が
、
動
物
の
場
合
は
、
そ
の
場
限
り
の
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で
、「
今
、
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怒
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せ
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の
は
ま
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い
」
と
い
う
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機
感
に
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。
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に
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は
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を
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ほ
ど
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は
、
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上
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他
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認
識
に
よ
る
位
置
づ
け
に
重
点
を
置
く
割
合
が
高
く
な
る
。
田
舎
で

家
族
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
て
、
他
人
と
会
う
こ
と
が
滅
多
に
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
キ
ョ
ク
タ
ン
に
社
会
と
没
交
渉
な
生
活
を
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
感

覚
は
や
や
遅
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
に
は
、
十
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
間
が
同
じ
よ
う
な
「
他
者
に
よ
る
自
分
」
感
覚
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。
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3

Ｅ

、
子
供
か
ら
大
人
に
な
る
途
中
で
、「
自
分
」
は
、
自
分
が
意
識
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
他
者
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
る
（
と
想
像

す
る
）
イ
メ
ー
ジ
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
と
き
「
他
者
」
が
、
大
勢
で
あ
る
か
、
生
活
圏
内
の
数
人
で
あ
る
か
、
も
し
か
し
た
ら
、
家
族
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
特
別
に
意
識
す
る
（
大

好
き
か
、
大
嫌
い
か
の
）
特
定
の
個
人
だ
っ
た
り
、
そ
れ
と
も
実
在
し
な
い
ま
っ
た
く
の
想
像
上
の
人
物
だ
っ
た
り
、
範
囲
も
程
度
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
は

思
う
け
れ
ど
、
他
者
の
意
識
を
通
し
て
想
像
し
た
自
分
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。【
Ⅱ
】

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
他
者
経
由
の
「
自
分
」
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
自
分
か
ら
見
た
本
来
の
「
自
分
」
が
消
え
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
ど
ん
な
生
活

を
し
て
い
て
も
、
周
囲
に
他
者
が
い
な
い
空
間
で
自
分
一
人
だ
け
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
と
き
に
、「
誰
も
見
て
い
な
い
」
状
態

を
経
験
で
き
る
。
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
「
自
分
」
を
確
認
で
き
る
。

こ
れ
と
同
様
に
、
自
分
の
思
考
も
、
他
者
に
は
知
ら
れ
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
何
を
考
え
て
も
、
そ
れ
を
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ご
く
幼
い
と
き
に
、
人
は
そ
れ
を
理
解
す
る
。
大
人
は
、「
噓う

そ

を
つ
い
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
う
。
ま
る
で
頭
の
中
が
見
え
る
よ
う
な
口
振
り

だ
が
、
本
当
は
全
然
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
子
供
は
知
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
分
し
か
知
ら
な
い
本
来
の
「
自
分
」
は
、
わ
り
と
簡
単
に
「
隠
せ
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
他
者
か
ら
見
た

「
自
分
」
と
そ
れ
が
違
っ
て
い
て
も
、
特
に
問
題
は
生
じ
な
い
。
人
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
他
者
向
け
の
「
自
分
」
を
演
じ
て
い
れ
ば
良
い
。
他
者
か
ら

こ
う
見
ら
れ
た
い
、
と
い
う
「
自
分
像
」
を
そ
の
場
で
は
装
っ
て
い
れ
ば
良
い
。
本
当
の
自
分
は
そ
の
と
お
り
で
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
は
誤ご

魔ま

化か

す
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
子
供
の
う
ち
に
学
ぶ
。【
Ⅲ
】

当
然
な
が
ら
、
こ
の
両
方
の
「
自
分
」
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
装
う
こ
と
に
物
理
的
な
無
理
（
矛
盾
）

が
生
じ
る
場
合
が
多
い
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、「
噓
」
の
一
般
化
が
認
識
さ
れ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
他
者
が
言
葉
だ
け
で
は
信
じ
て
く
れ
な
く
な
る
た
め
で

あ
る
。
相
手
が
噓
を
知
ら
な
い
年
齢
な
ら
ば
、
言
葉
だ
け
で
自
分
を
装
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
あ
る
程
度
の
知
的
レ
ベ
ル
に
達
す
れ
ば
、
な
に
か
証
拠
を

見
せ
な
い
か
ぎ
り
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
他
者
に
自
分
は
こ
う
思
わ
れ
た
い
、
と
い
う
自
分
を
装
う
に
し
て
も
、
そ
れ
が
能
力
的
に
不
可
能
で
あ
れ
ば
実

行
で
き
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
装
い
た
く
て
も
、
実
際
に
秀
で
た
運
動
神
経
が
な
け
れ
ば
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
勉
強
が
で
き
る
人
を
簡
単
に
装
う
こ

⑴
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1

（Ａ）

令
和
六
年
度
入
学
試
験
問
題

受
験
上
の
注
意

一
、
監
督
の
指
示
に
よ
り
、
受
験
す
る
科
目
の
解
答
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
（
算
用
数
字
）、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
を
記
入
し
、
受
験
番
号
お
よ
び
該
当
す
る
試
験
日

を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
に
つ
い
て
は
解
答
用
紙
の
注
意
事
項
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
、
問
題
冊
子
の
解
答
番
号
と
解
答
用
紙
の
番
号
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
国
語
の
問
題
は
、
選
択
問
題
が
あ
る
の
で
、
下
記
の
【
表
】
の
指
示
に
従
い
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
国
語
の
問
題
は
、
二
〜
四
十
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ペ
ー
ジ
数
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
試
験
時
間
中
は
、
受
験
票
を
机
上
の
受
験
番
号
の
下
に
呈
示
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

七
、
質
問
、
そ
の
他
用
件
が
あ
る
と
き
は
、
手
を
挙
げ
て
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
試
験
時
間
中
の
退
場
は
認
め
ま
せ
ん
。

九
、
試
験
時
間
は
六
十
分
で
す
。

十
、
こ
の
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い

国

　
語

【表】下記の印に従って解答してください。

○印・・・必答
△印・・・いずれか一つ

を解答してく
ださい

共
通
問
題

一 二

選
択
問
題

三

（
現
代
文
）

（
現
代
文
）

ア
（
現
代
文
）

イ
（
古

　
文
）

ウ
（
漢

　
文
）

全学部 ○ ○ △ △ △

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・
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一

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

人
は
子
供
の
と
き
か
ら
「
自
分
」
を
常
に
確
か
め
、
自
分
が
有
利
に
な
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
本
能
的
な
欲
求
を
満
た
す
行
為
以
外
に
、
も
っ
と
戦
略

的
と
も
い
え
る
知
恵
を
巡
ら
せ
る
の
も
、
幼
い
と
き
か
ら
の
普
通
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
い
え
る
。
そ
れ
も
、「
自
分
」
を
中
心
に
認
識
し
て
い
る
証
拠
で

あ
る
。Ａ

、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
次
第
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
相
手
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
や
が
て
考

え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
他
者
か
ら
自
分
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
や
態
度
か
ら
想
像
す
る
も
の
だ
。「
彼
は
僕
を
こ
ん
な
ふ
う
に
見
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
個
人
を
基
準
と
し
た
想
像
か
ら
発
展
し
て
、「
み
ん
な
か
ら
僕
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
集
団
の
中
の
自
分
の
位
置
を

Ｂ

的
に
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
位
置
づ
け
で
は
な
く
、「
こ
う
す
れ
ば
、
僕
は
彼
に
認
め
ら
れ
る
は
ず
だ
」「
み
ん
な
か
ら
、
こ

ん
な
ふ
う
に
見
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
自
分
の
将
来
像
を
、
他
者
の
認
識
と
し
て
思
い
描
く
よ
う
に
も
な
る
。
こ
れ
は
、
自
分
が
な
り

た
い
「
自
分
」
と
い
う
よ
り
は
、
他
者
に
認
識
さ
れ
た
い
「
自
分
」
で
あ
る
。

Ｃ

、
と
い
う
行
為
も
、
他
者
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
想
像
が
原
因
と
な
る
場
合
が
多
い
。「
と
り
あ
え
ず
こ
う
言
っ
て

お
け
ば
、
彼
は
自
分
を
こ
う
思
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
想
像
の
上
に
生
ま
れ
る
。
他
者
か
ら
見
た
「
自
分
」
を
創
作
（
捏ね

つ

造
）
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。【
Ⅰ
】

な
に
か
の
利
益
を
得
る
た
め
に
、
他
者
に
従
っ
た
り
、
甘
え
た
り
、
媚こ

び

を
売
っ
た
り
す
る
よ
う
な
行
動
は
、
人
間
だ
け
で
な
く
動
物
も
普
通
に
す
る
こ

と
で
あ
る
が
、
動
物
の
場
合
は
、
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
、「
今
、
相
手
を
怒
ら
せ
る
の
は
ま
ず
い
」
と
い
う
危
機
感
に
根
ざ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

に
対
し
、
人
間
の
場
合
に
は
、
少
な
か
ら
ず
将
来
的
な
展
望
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「

Ｄ

」
と
い
う
予
測
能
力
が
あ
る
た
め
で
、
動
物
よ

り
は
高
等
な
想
像
力
に
基
づ
い
て
い
る
。

成
長
し
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
ほ
ど
、「
自
分
」
は
、
想
像
上
の
他
者
の
認
識
に
よ
る
位
置
づ
け
に
重
点
を
置
く
割
合
が
高
く
な
る
。
田
舎
で

家
族
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
て
、
他
人
と
会
う
こ
と
が
滅
多
に
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
キ
ョ
ク
タ
ン
に
社
会
と
没
交
渉
な
生
活
を
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
感

覚
は
や
や
遅
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
に
は
、
十
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
間
が
同
じ
よ
う
な
「
他
者
に
よ
る
自
分
」
感
覚
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。
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3

Ｅ

、
子
供
か
ら
大
人
に
な
る
途
中
で
、「
自
分
」
は
、
自
分
が
意
識
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
他
者
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
る
（
と
想
像

す
る
）
イ
メ
ー
ジ
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
と
き
「
他
者
」
が
、
大
勢
で
あ
る
か
、
生
活
圏
内
の
数
人
で
あ
る
か
、
も
し
か
し
た
ら
、
家
族
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
特
別
に
意
識
す
る
（
大

好
き
か
、
大
嫌
い
か
の
）
特
定
の
個
人
だ
っ
た
り
、
そ
れ
と
も
実
在
し
な
い
ま
っ
た
く
の
想
像
上
の
人
物
だ
っ
た
り
、
範
囲
も
程
度
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
は

思
う
け
れ
ど
、
他
者
の
意
識
を
通
し
て
想
像
し
た
自
分
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。【
Ⅱ
】

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
他
者
経
由
の
「
自
分
」
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
自
分
か
ら
見
た
本
来
の
「
自
分
」
が
消
え
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
ど
ん
な
生
活

を
し
て
い
て
も
、
周
囲
に
他
者
が
い
な
い
空
間
で
自
分
一
人
だ
け
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
と
き
に
、「
誰
も
見
て
い
な
い
」
状
態

を
経
験
で
き
る
。
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
「
自
分
」
を
確
認
で
き
る
。

こ
れ
と
同
様
に
、
自
分
の
思
考
も
、
他
者
に
は
知
ら
れ
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
何
を
考
え
て
も
、
そ
れ
を
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ご
く
幼
い
と
き
に
、
人
は
そ
れ
を
理
解
す
る
。
大
人
は
、「
噓う

そ

を
つ
い
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
う
。
ま
る
で
頭
の
中
が
見
え
る
よ
う
な
口
振
り

だ
が
、
本
当
は
全
然
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
子
供
は
知
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
分
し
か
知
ら
な
い
本
来
の
「
自
分
」
は
、
わ
り
と
簡
単
に
「
隠
せ
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
他
者
か
ら
見
た

「
自
分
」
と
そ
れ
が
違
っ
て
い
て
も
、
特
に
問
題
は
生
じ
な
い
。
人
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
他
者
向
け
の
「
自
分
」
を
演
じ
て
い
れ
ば
良
い
。
他
者
か
ら

こ
う
見
ら
れ
た
い
、
と
い
う
「
自
分
像
」
を
そ
の
場
で
は
装
っ
て
い
れ
ば
良
い
。
本
当
の
自
分
は
そ
の
と
お
り
で
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
は
誤ご

魔ま

化か

す
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
子
供
の
う
ち
に
学
ぶ
。【
Ⅲ
】

当
然
な
が
ら
、
こ
の
両
方
の
「
自
分
」
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
装
う
こ
と
に
物
理
的
な
無
理
（
矛
盾
）

が
生
じ
る
場
合
が
多
い
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、「
噓
」
の
一
般
化
が
認
識
さ
れ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
他
者
が
言
葉
だ
け
で
は
信
じ
て
く
れ
な
く
な
る
た
め
で

あ
る
。
相
手
が
噓
を
知
ら
な
い
年
齢
な
ら
ば
、
言
葉
だ
け
で
自
分
を
装
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
あ
る
程
度
の
知
的
レ
ベ
ル
に
達
す
れ
ば
、
な
に
か
証
拠
を

見
せ
な
い
か
ぎ
り
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
他
者
に
自
分
は
こ
う
思
わ
れ
た
い
、
と
い
う
自
分
を
装
う
に
し
て
も
、
そ
れ
が
能
力
的
に
不
可
能
で
あ
れ
ば
実

行
で
き
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
装
い
た
く
て
も
、
実
際
に
秀
で
た
運
動
神
経
が
な
け
れ
ば
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
勉
強
が
で
き
る
人
を
簡
単
に
装
う
こ
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1

（Ａ）

令
和
六
年
度
入
学
試
験
問
題

受
験
上
の
注
意

一
、
監
督
の
指
示
に
よ
り
、
受
験
す
る
科
目
の
解
答
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
（
算
用
数
字
）、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
を
記
入
し
、
受
験
番
号
お
よ
び
該
当
す
る
試
験
日

を
マ
ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
に
つ
い
て
は
解
答
用
紙
の
注
意
事
項
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
、
問
題
冊
子
の
解
答
番
号
と
解
答
用
紙
の
番
号
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
国
語
の
問
題
は
、
選
択
問
題
が
あ
る
の
で
、
下
記
の
【
表
】
の
指
示
に
従
い
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
国
語
の
問
題
は
、
二
〜
四
十
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ペ
ー
ジ
数
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
試
験
時
間
中
は
、
受
験
票
を
机
上
の
受
験
番
号
の
下
に
呈
示
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

七
、
質
問
、
そ
の
他
用
件
が
あ
る
と
き
は
、
手
を
挙
げ
て
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
試
験
時
間
中
の
退
場
は
認
め
ま
せ
ん
。

九
、
試
験
時
間
は
六
十
分
で
す
。

十
、
こ
の
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い

国

　
語

【表】下記の印に従って解答してください。

○印・・・必答
△印・・・いずれか一つ

を解答してく
ださい

共
通
問
題

一 二

選
択
問
題

三

（
現
代
文
）

（
現
代
文
）

ア
（
現
代
文
）

イ
（
古

　
文
）

ウ
（
漢

　
文
）
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一

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

人
は
子
供
の
と
き
か
ら
「
自
分
」
を
常
に
確
か
め
、
自
分
が
有
利
に
な
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
本
能
的
な
欲
求
を
満
た
す
行
為
以
外
に
、
も
っ
と
戦
略

的
と
も
い
え
る
知
恵
を
巡
ら
せ
る
の
も
、
幼
い
と
き
か
ら
の
普
通
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と
い
え
る
。
そ
れ
も
、「
自
分
」
を
中
心
に
認
識
し
て
い
る
証
拠
で

あ
る
。Ａ

、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
次
第
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
相
手
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
や
が
て
考

え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
他
者
か
ら
自
分
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
や
態
度
か
ら
想
像
す
る
も
の
だ
。「
彼
は
僕
を
こ
ん
な
ふ
う
に
見
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
個
人
を
基
準
と
し
た
想
像
か
ら
発
展
し
て
、「
み
ん
な
か
ら
僕
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
集
団
の
中
の
自
分
の
位
置
を

Ｂ

的
に
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
位
置
づ
け
で
は
な
く
、「
こ
う
す
れ
ば
、
僕
は
彼
に
認
め
ら
れ
る
は
ず
だ
」「
み
ん
な
か
ら
、
こ

ん
な
ふ
う
に
見
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
自
分
の
将
来
像
を
、
他
者
の
認
識
と
し
て
思
い
描
く
よ
う
に
も
な
る
。
こ
れ
は
、
自
分
が
な
り

た
い
「
自
分
」
と
い
う
よ
り
は
、
他
者
に
認
識
さ
れ
た
い
「
自
分
」
で
あ
る
。

Ｃ

、
と
い
う
行
為
も
、
他
者
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
想
像
が
原
因
と
な
る
場
合
が
多
い
。「
と
り
あ
え
ず
こ
う
言
っ
て

お
け
ば
、
彼
は
自
分
を
こ
う
思
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
想
像
の
上
に
生
ま
れ
る
。
他
者
か
ら
見
た
「
自
分
」
を
創
作
（
捏ね

つ

造
）
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。【
Ⅰ
】

な
に
か
の
利
益
を
得
る
た
め
に
、
他
者
に
従
っ
た
り
、
甘
え
た
り
、
媚こ

び

を
売
っ
た
り
す
る
よ
う
な
行
動
は
、
人
間
だ
け
で
な
く
動
物
も
普
通
に
す
る
こ

と
で
あ
る
が
、
動
物
の
場
合
は
、
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
、「
今
、
相
手
を
怒
ら
せ
る
の
は
ま
ず
い
」
と
い
う
危
機
感
に
根
ざ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

に
対
し
、
人
間
の
場
合
に
は
、
少
な
か
ら
ず
将
来
的
な
展
望
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「

Ｄ

」
と
い
う
予
測
能
力
が
あ
る
た
め
で
、
動
物
よ

り
は
高
等
な
想
像
力
に
基
づ
い
て
い
る
。

成
長
し
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
ほ
ど
、「
自
分
」
は
、
想
像
上
の
他
者
の
認
識
に
よ
る
位
置
づ
け
に
重
点
を
置
く
割
合
が
高
く
な
る
。
田
舎
で

家
族
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
て
、
他
人
と
会
う
こ
と
が
滅
多
に
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
キ
ョ
ク
タ
ン
に
社
会
と
没
交
渉
な
生
活
を
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
感

覚
は
や
や
遅
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
般
に
は
、
十
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
間
が
同
じ
よ
う
な
「
他
者
に
よ
る
自
分
」
感
覚
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。

ア
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Ｅ

、
子
供
か
ら
大
人
に
な
る
途
中
で
、「
自
分
」
は
、
自
分
が
意
識
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
他
者
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
る
（
と
想
像

す
る
）
イ
メ
ー
ジ
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
と
き
「
他
者
」
が
、
大
勢
で
あ
る
か
、
生
活
圏
内
の
数
人
で
あ
る
か
、
も
し
か
し
た
ら
、
家
族
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
特
別
に
意
識
す
る
（
大

好
き
か
、
大
嫌
い
か
の
）
特
定
の
個
人
だ
っ
た
り
、
そ
れ
と
も
実
在
し
な
い
ま
っ
た
く
の
想
像
上
の
人
物
だ
っ
た
り
、
範
囲
も
程
度
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
は

思
う
け
れ
ど
、
他
者
の
意
識
を
通
し
て
想
像
し
た
自
分
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。【
Ⅱ
】

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
他
者
経
由
の
「
自
分
」
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
自
分
か
ら
見
た
本
来
の
「
自
分
」
が
消
え
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。
ど
ん
な
生
活

を
し
て
い
て
も
、
周
囲
に
他
者
が
い
な
い
空
間
で
自
分
一
人
だ
け
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
と
き
に
、「
誰
も
見
て
い
な
い
」
状
態

を
経
験
で
き
る
。
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
「
自
分
」
を
確
認
で
き
る
。

こ
れ
と
同
様
に
、
自
分
の
思
考
も
、
他
者
に
は
知
ら
れ
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
何
を
考
え
て
も
、
そ
れ
を
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
ご
く
幼
い
と
き
に
、
人
は
そ
れ
を
理
解
す
る
。
大
人
は
、「
噓う

そ

を
つ
い
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
う
。
ま
る
で
頭
の
中
が
見
え
る
よ
う
な
口
振
り

だ
が
、
本
当
は
全
然
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
子
供
は
知
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
自
分
し
か
知
ら
な
い
本
来
の
「
自
分
」
は
、
わ
り
と
簡
単
に
「
隠
せ
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
他
者
か
ら
見
た

「
自
分
」
と
そ
れ
が
違
っ
て
い
て
も
、
特
に
問
題
は
生
じ
な
い
。
人
が
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
他
者
向
け
の
「
自
分
」
を
演
じ
て
い
れ
ば
良
い
。
他
者
か
ら

こ
う
見
ら
れ
た
い
、
と
い
う
「
自
分
像
」
を
そ
の
場
で
は
装
っ
て
い
れ
ば
良
い
。
本
当
の
自
分
は
そ
の
と
お
り
で
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
は
誤ご

魔ま

化か

す
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
子
供
の
う
ち
に
学
ぶ
。【
Ⅲ
】

当
然
な
が
ら
、
こ
の
両
方
の
「
自
分
」
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
装
う
こ
と
に
物
理
的
な
無
理
（
矛
盾
）

が
生
じ
る
場
合
が
多
い
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、「
噓
」
の
一
般
化
が
認
識
さ
れ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
他
者
が
言
葉
だ
け
で
は
信
じ
て
く
れ
な
く
な
る
た
め
で

あ
る
。
相
手
が
噓
を
知
ら
な
い
年
齢
な
ら
ば
、
言
葉
だ
け
で
自
分
を
装
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
あ
る
程
度
の
知
的
レ
ベ
ル
に
達
す
れ
ば
、
な
に
か
証
拠
を

見
せ
な
い
か
ぎ
り
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
他
者
に
自
分
は
こ
う
思
わ
れ
た
い
、
と
い
う
自
分
を
装
う
に
し
て
も
、
そ
れ
が
能
力
的
に
不
可
能
で
あ
れ
ば
実

行
で
き
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
装
い
た
く
て
も
、
実
際
に
秀
で
た
運
動
神
経
が
な
け
れ
ば
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
勉
強
が
で
き
る
人
を
簡
単
に
装
う
こ

⑴

国

語
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問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

1

、

イ

2

。

ア

　キ
ョ
ク
タ
ン

イ

　ド
ウ
キ

①

　自
分
の
タ
ン
シ
ョ
を
自
覚
す
べ
き
だ

②

　事
の
ホ
ッ
タ
ン
は
一
本
の
電
話
だ
っ
た

③

　土
地
を
タ
ン
ポ
に
融
資
を
受
け
る

④

　タ
ン
ピ
ン
で
売
り
物
に
し
て
い
る

⑤

　タ
ン
ス
イ
魚
に
つ
い
て
調
査
し
た

①

　こ
の
子
は
い
つ
も
ゲ
ン
キ
一
杯
だ

②

　約
束
の
キ
ジ
ツ
を
守
る
べ
き
だ

③

　キ
ミ
ツ
事
項
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

④

　ボ
キ
の
資
格
を
取
る
た
め
に
勉
強
す
る

⑤

　会
社
に
は
厳
し
い
キ
リ
ツ
が
存
在
し
た

問
二

　
空
欄
Ａ
、
Ｅ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

3

。

①

　Ａ

　た
と
え
ば

　
　Ｅ

　も
ち
ろ
ん

②

　Ａ

　そ
の
た
め

　
　Ｅ

　し
か
し

③

　Ａ

　と
こ
ろ
が

　
　Ｅ

　つ
ま
り

④

　Ａ

　そ
の
う
え

　
　Ｅ

　た
だ
し

⑤

　Ａ

　と
こ
ろ
で

　
　Ｅ

　い
わ
ば

6

問
三

　
空
欄
Ｂ
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

4

。

①

　主
観

　
　②

　絶
対

　
　③

　排
他

　
　④

　恣
意

　
　⑤

　抽
象

問
四

　
空
欄
Ｃ
に
入
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

5

。

①

　本
心
を
い
う

　
　②

　噓
を
つ
く

　
　③

　悪
口
を
い
う

　
　④

　我わ
が

儘ま
ま

を
い
う

　
　⑤

　噂う
わ
さ

を
す
る

問
五

　
空
欄
Ｄ
に
入
る
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6

。

①

　相
手
が
怒
っ
て
い
る
の
は
、
相
手
の
認
識
し
て
い
る
自
分
像
に
合
わ
せ
て
行
動
し
な
か
っ
た
せ
い
だ

②

　相
手
を
裏
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
自
分
が
有
利
な
立
場
に
な
れ
る
に
違
い
な
い

③

　ど
う
に
か
し
て
相
手
の
怒
り
を
回
避
し
て
、
こ
の
場
を
乗
り
切
る
こ
と
が
望
ま
し
い

④

　こ
こ
で
相
手
を
良
い
気
分
に
さ
せ
て
お
け
ば
、
き
っ
と
い
つ
か
自
分
に
有
利
な
こ
と
が
あ
る

⑤

　相
手
の
認
識
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
意
識
す
る
「
自
分
」
を
貫
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

問
六

　
傍
線
部
分
⑴
「
自
分
し
か
知
ら
な
い
本
来
の
「
自
分
」
は
、
わ
り
と
簡
単
に
「
隠
せ
る
」」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

7

。

①

　他
者
向
け
の
自
分
像
を
演
じ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
は
自
分
を
偽
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

②

　思
考
を
他
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
理
想
の
自
分
を
自
由
に
想
像
で
き
る
と
い
う
こ
と

③

　周
囲
に
他
者
が
い
な
い
自
分
一
人
だ
け
の
空
間
で
は
、
本
来
の
自
分
を
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と

④

　大
人
は
「
噓
を
つ
い
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
う
が
、
そ
れ
は
真
実
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

⑤

　本
来
の
「
自
分
」
と
は
全
く
異
な
る
自
分
像
を
装
っ
て
も
、
他
者
に
信
じ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

7

問
七

　
傍
線
部
分
⑵
「
反
語
」
と
あ
る
が
、
反
語
表
現
の
一
般
的
な
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

8

。

①

　相
反
す
る
事
物
を
対
照
さ
せ
て
、
両
者
の
状
態
を
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
さ
せ
る
技
法

②

　文
な
ど
に
お
い
て
、
成
分
を
な
す
語
や
文
節
を
あ
え
て
普
通
の
順
序
と
は
逆
に
す
る
技
法

③

　最
後
の
句
を
体
言
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
余
韻
や
余
情
を
生
じ
さ
せ
る
技
法

④

　断
定
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
、
言
い
た
い
こ
と
と
反
対
の
内
容
を
疑
問
の
形
で
述
べ
る
技
法

⑤

　あ
る
物
事
を
、
類
似
し
た
り
関
係
し
た
り
す
る
他
の
物
事
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
す
る
技
法

問
八

　
空
欄
Ｆ
、
Ｇ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9

。

①

　Ｆ

　虚
像

　
　Ｇ

　実
像

②

　Ｆ

　全
体

　
　Ｇ

　個
人

③

　Ｆ

　客
観

　
　Ｇ

　主
観

④

　Ｆ

　楽
観

　
　Ｇ

　悲
観

⑤

　Ｆ

　帰
納

　
　Ｇ

　演
繹

問
九

　
こ
の
本
文
に
は
次
の
一
文
が
欠
落
し
て
い
る
。
本
文
中
の
【
Ⅰ
】
〜
【
Ⅴ
】
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

こ
の
よ
う
に
、
他
者
か
ら
見
た
自
分
像
は
、
自
分
の
能
力
か
ら
大
き
く
離
れ
な
い
位
置
に
し
か
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

①

　【
Ⅰ
】

　
　②

　【
Ⅱ
】

　
　③

　【
Ⅲ
】

　
　④

　【
Ⅳ
】

　
　⑤

　【
Ⅴ
】

8

問
十

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
二
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

（
解
答
欄
一
行
に
二
つ
マ
ー
ク
す
る
こ
と
）。

①

　
他
者
か
ら
の
言
葉
や
態
度
に
よ
っ
て
、
他
者
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
を
想
像
で
き
る

②

　
人
間
は
、
常
に
他
者
か
ら
見
た
「
自
分
」
に
近
づ
く
た
め
に
鍛
錬
し
精
進
す
べ
き
で
あ
る

③

　
他
者
の
認
識
を
重
視
す
る
な
か
で
、
十
代
に
は
本
来
の
自
分
像
が
消
え
て
し
ま
う
人
が
多
い

④

　
他
者
に
対
し
、
自
分
本
来
の
価
値
を
な
る
べ
く
低
く
認
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
例
は
全
く
な
い

⑤

　
他
者
に
見
ら
れ
た
い
自
分
像
と
本
来
の
自
分
像
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
人
は
、
非
常
に
多
い
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5

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

1

、

イ

2

。

ア

　キ
ョ
ク
タ
ン

イ

　ド
ウ
キ

①

　自
分
の
タ
ン
シ
ョ
を
自
覚
す
べ
き
だ

②

　事
の
ホ
ッ
タ
ン
は
一
本
の
電
話
だ
っ
た

③

　土
地
を
タ
ン
ポ
に
融
資
を
受
け
る

④

　タ
ン
ピ
ン
で
売
り
物
に
し
て
い
る

⑤

　タ
ン
ス
イ
魚
に
つ
い
て
調
査
し
た

①

　こ
の
子
は
い
つ
も
ゲ
ン
キ
一
杯
だ

②

　約
束
の
キ
ジ
ツ
を
守
る
べ
き
だ

③

　キ
ミ
ツ
事
項
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

④

　ボ
キ
の
資
格
を
取
る
た
め
に
勉
強
す
る

⑤

　会
社
に
は
厳
し
い
キ
リ
ツ
が
存
在
し
た

問
二

　
空
欄
Ａ
、
Ｅ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

3

。

①

　Ａ

　た
と
え
ば

　
　Ｅ

　も
ち
ろ
ん

②

　Ａ

　そ
の
た
め

　
　Ｅ

　し
か
し

③

　Ａ

　と
こ
ろ
が

　
　Ｅ

　つ
ま
り

④

　Ａ

　そ
の
う
え

　
　Ｅ

　た
だ
し

⑤

　Ａ

　と
こ
ろ
で

　
　Ｅ

　い
わ
ば

6

問
三

　
空
欄
Ｂ
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

4

。

①

　主
観

　
　②

　絶
対

　
　③

　排
他

　
　④

　恣
意

　
　⑤

　抽
象

問
四

　
空
欄
Ｃ
に
入
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

5

。

①

　本
心
を
い
う

　
　②

　噓
を
つ
く

　
　③

　悪
口
を
い
う

　
　④

　我わ
が

儘ま
ま

を
い
う

　
　⑤

　噂う
わ
さ

を
す
る

問
五

　
空
欄
Ｄ
に
入
る
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6

。

①

　相
手
が
怒
っ
て
い
る
の
は
、
相
手
の
認
識
し
て
い
る
自
分
像
に
合
わ
せ
て
行
動
し
な
か
っ
た
せ
い
だ

②

　相
手
を
裏
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
自
分
が
有
利
な
立
場
に
な
れ
る
に
違
い
な
い

③

　ど
う
に
か
し
て
相
手
の
怒
り
を
回
避
し
て
、
こ
の
場
を
乗
り
切
る
こ
と
が
望
ま
し
い

④

　こ
こ
で
相
手
を
良
い
気
分
に
さ
せ
て
お
け
ば
、
き
っ
と
い
つ
か
自
分
に
有
利
な
こ
と
が
あ
る

⑤

　相
手
の
認
識
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
意
識
す
る
「
自
分
」
を
貫
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

問
六

　
傍
線
部
分
⑴
「
自
分
し
か
知
ら
な
い
本
来
の
「
自
分
」
は
、
わ
り
と
簡
単
に
「
隠
せ
る
」」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

7

。

①

　他
者
向
け
の
自
分
像
を
演
じ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
は
自
分
を
偽
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

②

　思
考
を
他
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
理
想
の
自
分
を
自
由
に
想
像
で
き
る
と
い
う
こ
と

③

　周
囲
に
他
者
が
い
な
い
自
分
一
人
だ
け
の
空
間
で
は
、
本
来
の
自
分
を
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と

④

　大
人
は
「
噓
を
つ
い
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
う
が
、
そ
れ
は
真
実
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

⑤

　本
来
の
「
自
分
」
と
は
全
く
異
な
る
自
分
像
を
装
っ
て
も
、
他
者
に
信
じ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

7

問
七

　
傍
線
部
分
⑵
「
反
語
」
と
あ
る
が
、
反
語
表
現
の
一
般
的
な
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

8

。

①

　相
反
す
る
事
物
を
対
照
さ
せ
て
、
両
者
の
状
態
を
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
さ
せ
る
技
法

②

　文
な
ど
に
お
い
て
、
成
分
を
な
す
語
や
文
節
を
あ
え
て
普
通
の
順
序
と
は
逆
に
す
る
技
法

③

　最
後
の
句
を
体
言
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
余
韻
や
余
情
を
生
じ
さ
せ
る
技
法

④

　断
定
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
、
言
い
た
い
こ
と
と
反
対
の
内
容
を
疑
問
の
形
で
述
べ
る
技
法

⑤

　あ
る
物
事
を
、
類
似
し
た
り
関
係
し
た
り
す
る
他
の
物
事
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
す
る
技
法

問
八

　
空
欄
Ｆ
、
Ｇ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9

。

①

　Ｆ

　虚
像

　
　Ｇ

　実
像

②

　Ｆ

　全
体

　
　Ｇ

　個
人

③

　Ｆ

　客
観

　
　Ｇ

　主
観

④

　Ｆ

　楽
観

　
　Ｇ

　悲
観

⑤

　Ｆ

　帰
納

　
　Ｇ

　演
繹

問
九

　
こ
の
本
文
に
は
次
の
一
文
が
欠
落
し
て
い
る
。
本
文
中
の
【
Ⅰ
】
〜
【
Ⅴ
】
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

こ
の
よ
う
に
、
他
者
か
ら
見
た
自
分
像
は
、
自
分
の
能
力
か
ら
大
き
く
離
れ
な
い
位
置
に
し
か
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

①

　【
Ⅰ
】

　
　②

　【
Ⅱ
】

　
　③

　【
Ⅲ
】

　
　④

　【
Ⅳ
】

　
　⑤

　【
Ⅴ
】

8

問
十

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
二
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

（
解
答
欄
一
行
に
二
つ
マ
ー
ク
す
る
こ
と
）。

①

　
他
者
か
ら
の
言
葉
や
態
度
に
よ
っ
て
、
他
者
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
を
想
像
で
き
る

②

　
人
間
は
、
常
に
他
者
か
ら
見
た
「
自
分
」
に
近
づ
く
た
め
に
鍛
錬
し
精
進
す
べ
き
で
あ
る

③

　
他
者
の
認
識
を
重
視
す
る
な
か
で
、
十
代
に
は
本
来
の
自
分
像
が
消
え
て
し
ま
う
人
が
多
い

④

　
他
者
に
対
し
、
自
分
本
来
の
価
値
を
な
る
べ
く
低
く
認
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
例
は
全
く
な
い

⑤

　
他
者
に
見
ら
れ
た
い
自
分
像
と
本
来
の
自
分
像
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
人
は
、
非
常
に
多
い
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5

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

1

、

イ

2

。

ア

　キ
ョ
ク
タ
ン

イ

　ド
ウ
キ

①

　自
分
の
タ
ン
シ
ョ
を
自
覚
す
べ
き
だ

②

　事
の
ホ
ッ
タ
ン
は
一
本
の
電
話
だ
っ
た

③

　土
地
を
タ
ン
ポ
に
融
資
を
受
け
る

④

　タ
ン
ピ
ン
で
売
り
物
に
し
て
い
る

⑤

　タ
ン
ス
イ
魚
に
つ
い
て
調
査
し
た

①

　こ
の
子
は
い
つ
も
ゲ
ン
キ
一
杯
だ

②

　約
束
の
キ
ジ
ツ
を
守
る
べ
き
だ

③

　キ
ミ
ツ
事
項
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

④

　ボ
キ
の
資
格
を
取
る
た
め
に
勉
強
す
る

⑤

　会
社
に
は
厳
し
い
キ
リ
ツ
が
存
在
し
た

問
二

　
空
欄
Ａ
、
Ｅ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

3

。

①

　Ａ

　た
と
え
ば

　
　Ｅ

　も
ち
ろ
ん

②

　Ａ

　そ
の
た
め

　
　Ｅ

　し
か
し

③

　Ａ

　と
こ
ろ
が

　
　Ｅ

　つ
ま
り

④

　Ａ

　そ
の
う
え

　
　Ｅ

　た
だ
し

⑤

　Ａ

　と
こ
ろ
で

　
　Ｅ

　い
わ
ば

6

問
三

　
空
欄
Ｂ
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

4

。

①

　主
観

　
　②

　絶
対

　
　③

　排
他

　
　④

　恣
意

　
　⑤

　抽
象

問
四

　
空
欄
Ｃ
に
入
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

5

。

①

　本
心
を
い
う

　
　②

　噓
を
つ
く

　
　③

　悪
口
を
い
う

　
　④

　我わ
が

儘ま
ま

を
い
う

　
　⑤

　噂う
わ
さ

を
す
る

問
五

　
空
欄
Ｄ
に
入
る
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6

。

①

　相
手
が
怒
っ
て
い
る
の
は
、
相
手
の
認
識
し
て
い
る
自
分
像
に
合
わ
せ
て
行
動
し
な
か
っ
た
せ
い
だ

②

　相
手
を
裏
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
自
分
が
有
利
な
立
場
に
な
れ
る
に
違
い
な
い

③

　ど
う
に
か
し
て
相
手
の
怒
り
を
回
避
し
て
、
こ
の
場
を
乗
り
切
る
こ
と
が
望
ま
し
い

④

　こ
こ
で
相
手
を
良
い
気
分
に
さ
せ
て
お
け
ば
、
き
っ
と
い
つ
か
自
分
に
有
利
な
こ
と
が
あ
る

⑤

　相
手
の
認
識
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
意
識
す
る
「
自
分
」
を
貫
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

問
六

　
傍
線
部
分
⑴
「
自
分
し
か
知
ら
な
い
本
来
の
「
自
分
」
は
、
わ
り
と
簡
単
に
「
隠
せ
る
」」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

7

。

①

　他
者
向
け
の
自
分
像
を
演
じ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
は
自
分
を
偽
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

②

　思
考
を
他
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
理
想
の
自
分
を
自
由
に
想
像
で
き
る
と
い
う
こ
と

③

　周
囲
に
他
者
が
い
な
い
自
分
一
人
だ
け
の
空
間
で
は
、
本
来
の
自
分
を
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と

④

　大
人
は
「
噓
を
つ
い
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
う
が
、
そ
れ
は
真
実
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

⑤

　本
来
の
「
自
分
」
と
は
全
く
異
な
る
自
分
像
を
装
っ
て
も
、
他
者
に
信
じ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

7

問
七

　
傍
線
部
分
⑵
「
反
語
」
と
あ
る
が
、
反
語
表
現
の
一
般
的
な
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

8

。

①

　相
反
す
る
事
物
を
対
照
さ
せ
て
、
両
者
の
状
態
を
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
さ
せ
る
技
法

②

　文
な
ど
に
お
い
て
、
成
分
を
な
す
語
や
文
節
を
あ
え
て
普
通
の
順
序
と
は
逆
に
す
る
技
法

③

　最
後
の
句
を
体
言
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
余
韻
や
余
情
を
生
じ
さ
せ
る
技
法

④

　断
定
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
、
言
い
た
い
こ
と
と
反
対
の
内
容
を
疑
問
の
形
で
述
べ
る
技
法

⑤

　あ
る
物
事
を
、
類
似
し
た
り
関
係
し
た
り
す
る
他
の
物
事
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
す
る
技
法

問
八

　
空
欄
Ｆ
、
Ｇ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9

。

①

　Ｆ

　虚
像

　
　Ｇ

　実
像

②

　Ｆ

　全
体

　
　Ｇ

　個
人

③

　Ｆ

　客
観

　
　Ｇ

　主
観

④

　Ｆ

　楽
観

　
　Ｇ

　悲
観

⑤

　Ｆ

　帰
納

　
　Ｇ

　演
繹

問
九

　
こ
の
本
文
に
は
次
の
一
文
が
欠
落
し
て
い
る
。
本
文
中
の
【
Ⅰ
】
〜
【
Ⅴ
】
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

こ
の
よ
う
に
、
他
者
か
ら
見
た
自
分
像
は
、
自
分
の
能
力
か
ら
大
き
く
離
れ
な
い
位
置
に
し
か
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

①

　【
Ⅰ
】

　
　②

　【
Ⅱ
】

　
　③

　【
Ⅲ
】

　
　④

　【
Ⅳ
】

　
　⑤

　【
Ⅴ
】

8

問
十

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
二
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

（
解
答
欄
一
行
に
二
つ
マ
ー
ク
す
る
こ
と
）。

①

　
他
者
か
ら
の
言
葉
や
態
度
に
よ
っ
て
、
他
者
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
を
想
像
で
き
る

②

　
人
間
は
、
常
に
他
者
か
ら
見
た
「
自
分
」
に
近
づ
く
た
め
に
鍛
錬
し
精
進
す
べ
き
で
あ
る

③

　
他
者
の
認
識
を
重
視
す
る
な
か
で
、
十
代
に
は
本
来
の
自
分
像
が
消
え
て
し
ま
う
人
が
多
い

④

　
他
者
に
対
し
、
自
分
本
来
の
価
値
を
な
る
べ
く
低
く
認
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
例
は
全
く
な
い

⑤

　
他
者
に
見
ら
れ
た
い
自
分
像
と
本
来
の
自
分
像
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
人
は
、
非
常
に
多
い
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5

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

1

、

イ

2

。

ア

　キ
ョ
ク
タ
ン

イ

　ド
ウ
キ

①

　自
分
の
タ
ン
シ
ョ
を
自
覚
す
べ
き
だ

②

　事
の
ホ
ッ
タ
ン
は
一
本
の
電
話
だ
っ
た

③

　土
地
を
タ
ン
ポ
に
融
資
を
受
け
る

④

　タ
ン
ピ
ン
で
売
り
物
に
し
て
い
る

⑤

　タ
ン
ス
イ
魚
に
つ
い
て
調
査
し
た

①

　こ
の
子
は
い
つ
も
ゲ
ン
キ
一
杯
だ

②

　約
束
の
キ
ジ
ツ
を
守
る
べ
き
だ

③

　キ
ミ
ツ
事
項
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

④

　ボ
キ
の
資
格
を
取
る
た
め
に
勉
強
す
る

⑤

　会
社
に
は
厳
し
い
キ
リ
ツ
が
存
在
し
た

問
二

　
空
欄
Ａ
、
Ｅ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

3

。

①

　Ａ

　た
と
え
ば

　
　Ｅ

　も
ち
ろ
ん

②

　Ａ

　そ
の
た
め

　
　Ｅ

　し
か
し

③

　Ａ

　と
こ
ろ
が

　
　Ｅ

　つ
ま
り

④

　Ａ

　そ
の
う
え

　
　Ｅ

　た
だ
し

⑤

　Ａ

　と
こ
ろ
で

　
　Ｅ

　い
わ
ば

6

問
三

　
空
欄
Ｂ
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

4

。

①

　主
観

　
　②

　絶
対

　
　③

　排
他

　
　④

　恣
意

　
　⑤

　抽
象

問
四

　
空
欄
Ｃ
に
入
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

5

。

①

　本
心
を
い
う

　
　②

　噓
を
つ
く

　
　③

　悪
口
を
い
う

　
　④

　我わ
が

儘ま
ま

を
い
う

　
　⑤

　噂う
わ
さ

を
す
る

問
五

　
空
欄
Ｄ
に
入
る
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

6

。

①

　相
手
が
怒
っ
て
い
る
の
は
、
相
手
の
認
識
し
て
い
る
自
分
像
に
合
わ
せ
て
行
動
し
な
か
っ
た
せ
い
だ

②

　相
手
を
裏
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
自
分
が
有
利
な
立
場
に
な
れ
る
に
違
い
な
い

③

　ど
う
に
か
し
て
相
手
の
怒
り
を
回
避
し
て
、
こ
の
場
を
乗
り
切
る
こ
と
が
望
ま
し
い

④

　こ
こ
で
相
手
を
良
い
気
分
に
さ
せ
て
お
け
ば
、
き
っ
と
い
つ
か
自
分
に
有
利
な
こ
と
が
あ
る

⑤

　相
手
の
認
識
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
意
識
す
る
「
自
分
」
を
貫
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

問
六

　
傍
線
部
分
⑴
「
自
分
し
か
知
ら
な
い
本
来
の
「
自
分
」
は
、
わ
り
と
簡
単
に
「
隠
せ
る
」」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

7

。

①

　他
者
向
け
の
自
分
像
を
演
じ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
は
自
分
を
偽
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

②

　思
考
を
他
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
理
想
の
自
分
を
自
由
に
想
像
で
き
る
と
い
う
こ
と

③

　周
囲
に
他
者
が
い
な
い
自
分
一
人
だ
け
の
空
間
で
は
、
本
来
の
自
分
を
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と

④

　大
人
は
「
噓
を
つ
い
て
も
わ
か
り
ま
す
よ
」
と
言
う
が
、
そ
れ
は
真
実
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

⑤

　本
来
の
「
自
分
」
と
は
全
く
異
な
る
自
分
像
を
装
っ
て
も
、
他
者
に
信
じ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

7

問
七

　
傍
線
部
分
⑵
「
反
語
」
と
あ
る
が
、
反
語
表
現
の
一
般
的
な
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

8

。

①

　相
反
す
る
事
物
を
対
照
さ
せ
て
、
両
者
の
状
態
を
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
さ
せ
る
技
法

②

　文
な
ど
に
お
い
て
、
成
分
を
な
す
語
や
文
節
を
あ
え
て
普
通
の
順
序
と
は
逆
に
す
る
技
法

③

　最
後
の
句
を
体
言
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
余
韻
や
余
情
を
生
じ
さ
せ
る
技
法

④

　断
定
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
、
言
い
た
い
こ
と
と
反
対
の
内
容
を
疑
問
の
形
で
述
べ
る
技
法

⑤

　あ
る
物
事
を
、
類
似
し
た
り
関
係
し
た
り
す
る
他
の
物
事
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
す
る
技
法

問
八

　
空
欄
Ｆ
、
Ｇ
に
入
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

9

。

①

　Ｆ

　虚
像

　
　Ｇ

　実
像

②

　Ｆ

　全
体

　
　Ｇ

　個
人

③

　Ｆ

　客
観

　
　Ｇ

　主
観

④

　Ｆ

　楽
観

　
　Ｇ

　悲
観

⑤

　Ｆ

　帰
納

　
　Ｇ

　演
繹

問
九

　
こ
の
本
文
に
は
次
の
一
文
が
欠
落
し
て
い
る
。
本
文
中
の
【
Ⅰ
】
〜
【
Ⅴ
】
の
ど
の
箇
所
に
補
え
ば
よ
い
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

10

。

こ
の
よ
う
に
、
他
者
か
ら
見
た
自
分
像
は
、
自
分
の
能
力
か
ら
大
き
く
離
れ
な
い
位
置
に
し
か
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

①

　【
Ⅰ
】

　
　②

　【
Ⅱ
】

　
　③

　【
Ⅲ
】

　
　④

　【
Ⅳ
】

　
　⑤

　【
Ⅴ
】

8

問
十

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
二
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

11

（
解
答
欄
一
行
に
二
つ
マ
ー
ク
す
る
こ
と
）。

①

　
他
者
か
ら
の
言
葉
や
態
度
に
よ
っ
て
、
他
者
が
自
分
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
を
想
像
で
き
る

②

　
人
間
は
、
常
に
他
者
か
ら
見
た
「
自
分
」
に
近
づ
く
た
め
に
鍛
錬
し
精
進
す
べ
き
で
あ
る

③

　
他
者
の
認
識
を
重
視
す
る
な
か
で
、
十
代
に
は
本
来
の
自
分
像
が
消
え
て
し
ま
う
人
が
多
い

④

　
他
者
に
対
し
、
自
分
本
来
の
価
値
を
な
る
べ
く
低
く
認
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
例
は
全
く
な
い

⑤

　
他
者
に
見
ら
れ
た
い
自
分
像
と
本
来
の
自
分
像
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
人
は
、
非
常
に
多
い
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10

二

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

食
物
を
「
粗
と
密
」
と
い
う
眼め

で
と
ら
え
て
み
る
。
い
ま
ま
で
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
食
物
の
新
し
い
顔
が
見
え
て
き
そ
う
だ
か
ら
だ
。「
粗
」
と

は
粗
大
ゴ
ミ
の
粗
、「
密
」
と
は
緻
密
、
稠ち

ょ
う

密
の
密
で
あ
る
。

そ
の
前
に
都
市
風
景
と
自
然
風
景
、
人
工
物
と
自
然
物
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
考
え
る
。
た
し
か
に
こ
の
両
者
は
は
っ
き
り
ち
が
っ
た
印
象
を
あ

た
え
る
。
そ
の
ち
が
い
と
は
な
に
か
。
こ
れ
を
「
粗
密
の
対
比
」
で
と
ら
え
る
と
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
街
路

樹
、
ビ
ル
の
玄
関
先
に
置
か
れ
た
生
花
や
観
葉
植
物
は
人
工
的
風
景
の
中
に
作
ら
れ
た
自
然
風
景
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
粗
大
な
風
景

の
中
に
埋
め
こ
ま
れ
た
「
キ
メ
こ
ま
か
な
風
景
」
と
は
い
え
ま
い
か
。

山
野
の
自
然
の
中
に
ひ
た
っ
た
と
き
、
だ
れ
も
が
感
じ
る
包
み
こ
ま
れ
る
よ
う
な
体
験
は
、
そ
の
か
ぎ
り
な
く
濃
密
で
キ
メ
こ
ま
か
い
「
空
間
体
験
」

と
い
え
よ
う
。
存
在
の
根
源
に
立
ち
会
っ
て
い
る
よ
う
な
、
一
種
の
原
初
体
験
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
懐
か
し
さ
」
と
形
容
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
懐

か
し
さ
」
に
粗
大
は
不
似
合
い
で
あ
る
。

自
然
風
景
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
木
や
草
の
た
た
ず
ま
い
、
鳥
や
虫
や
魚
の
形
態
、
土
壌
や
岩
石
の
肌
で
さ
え
、
そ
こ
に
は
神
秘
的
な
ま
で

の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
が
つ
め
こ
ま
れ
て
い
る
。「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
は
た
ん
に
視
覚
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
耳
を
す
ま
せ
ば
木
々
の
葉
ず
れ
、
川
の

水
音
、
鳥
の
鳴
き
声
、
耳
も
と
の
風
声
な
ど
複
雑
微
妙
な
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
聴
覚
世
界
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
嗅
覚
や
、
触
覚
や
、
そ
し
て
味
覚
の

世
界
に
さ
え
、
自
然
の
際
限
も
な
い
「
こ
ま
や
か
さ
」
が
シ
ン
ジ
ュ
ン
し
て
い
る
。

飛
行
機
か
ら
見
下
ろ
す
海
岸
線
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
も
や
は
り
自
然
の
風
景
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。
は
る
か
下
に
際
限
も
な
く
微
細

な
凹
凸
が
う
ね
っ
て
い
る
の
が
み
え
る
。
い
か
に
巨
視
的
な
地
形
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
自
然
の
風
景
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
「
キ
メ
こ
ま

か
さ
」
は
覆
い
か
く
し
よ
う
も
な
い
。
凹
凸
は
無
限
に
こ
ま
か
い
ヒ
ダ
を
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
仮
に
こ
れ
を
完
全
に
ひ
き
の
ば
し
た
と
し
た
ら
、

無
限
に
長
い
直
線
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
自
然
風
景
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
あ
る
い
は
「
際
限
の
な
さ
」
と
は
た
ん
な
る
比
喩
や
感
傷
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。

⑴

（
注
1
）

（
注
2
）ア

11

都
市
を
出
て
、
人
が
も
し
こ
の
自
然
世
界
の
中
で
調
和
感
や
快
適
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
人
間
と
い
う
生
物
も
ま
た
自
然
の
「
キ
メ

こ
ま
か
さ
」
と
次
元
を
ひ
と
し
く
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
も
ま
た
自
然
物
、
と
い
う
い
た
っ
て
平
凡
な
結
論
を
得
る
。
少
な
く
と
も

「
原
初
の
カ
タ
チ
」
を
人
間
は
か
か
え
て
生
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
人
間
は
数
か
ぎ
り
な
い
人
工
物
を
環
境
中
に
つ
く
り
だ
し
て
き
た
。
都
市
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
都
市
風
景
は
な
ぜ
粗
大
な
の
だ
ろ
う
か
。

人
工
物
は
な
ぜ
自
然
物
に
く
ら
べ
て
キ
メ
が
粗
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
い
か
に
巧
緻
に
構
築
さ
れ
、
粋
を
き
わ
め
て
い
て
も
、
自
然
の
も
つ
あ
の
無

限
の
密
度
と
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
に
は
な
お
遠
く
お
よ
ば
な
い
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ど
ん
な
名
工
の
彫
像
も
実
物
の
人
体
に

く
ら
べ
れ
ば
は
る
か
に
粗
大
、
粗
剛
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
比
較
を
絶
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
工
物
も
い
つ

か
は
崩
壊
し
、
風
化
す
る
。
ガ
レ
キ
の
山
も
し
だ
い
に
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
増
し
て
、
自
然
の
も
つ
緻
密
の
中
へ
と
埋
没
・
溶
解
し
て
い
く
も
の
の
よ

う
だ
。
た
だ
、
放
置
す
る
の
み
で
人
知
の
遠
く
お
よ
ば
な
い
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
ア
ッ
サ
リ
と
取
り
戻
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
世
界
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
未
分
節
の
連
続
体
あ
る
い
は
錯
綜そ
う

体
と
し
て
投
げ
出
さ
れ
て
あ
る
、
と
い
う
「
か
ん
が
え
」
が
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
無
意
味
で
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
塊
、
つ
ま
り
マ
グ
マ
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
塊
に
言
葉
が
切
れ
目
を
い
れ
、
網
目
構
造
を
つ
く
り
だ
し
て
、

は
じ
め
て
世
界
に
意
味
が
あ
た
え
ら
れ
、
世
界
が
解
釈
さ
れ
る
と
考
え
る
の
だ
。
ひ
と
ま
ず
こ
の
「
か
ん
が
え
」
に
乗
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
初
め
に
言
葉
あ
り
き
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
）
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
る
「
世
界
の
分
節
」
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
言
葉
と
い
う
も
の
が
な
か
っ

た
ら
、
人
間
は
観
察
し
た
り
、
解
釈
し
た
り
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
き
た
て
の
モ
チ
を
切
り
分
け
る
よ
う
な
話
だ
。
言

葉
の
介
入
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
は
連
続
体
か
ら
不
連
続
体
へ
、
錯
綜
体
か
ら
構
造
体
へ
と
変
容
す
る
わ
け
だ
。
言
葉
と
い
う
い
わ
ば
不
連
続
の
意
味
単

位
か
ら
な
る
リ
サ
ン
構
造
へ
と
、
世
界
が
変
貌
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
間
は
、
世
界
を
分
節
す
る
言
葉
・
意
味
単
位
を
配
列
編
成
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
的
、
あ
る
い
は
人
工
的
所
産
を
編
み
上
げ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で

文
化
あ
る
い
は
人
工
物
と
は
「
積
み
木
細
工
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
間
の
つ
く
り
だ
す
す
べ
て
の
も
の
は
、
言
葉
を
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
言
葉
そ
の
も
の
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
大
が
か
り
に
視
覚
に
訴
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
都
市
風
景
と
し
て
現
出
す
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

⑵

（
注
3
）

⑶

イ
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そ
こ
で
論
理
必
然
的
に
、
こ
う
し
て
編
み
上
げ
た
人
工
物
の
キ
メ
は
い
く
ら
こ
ま
か
く
し
て
い
っ
て
も
、「
言
葉
の
網
」
の
メ
ッ
シ
ュ
以
上
で
は
あ
り

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
言
葉
の
意
味
単
位
よ
り
こ
ま
か
く
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
網
目
か
ら
は
当
然
に
、
未

知
の
何
も
の
か
が
つ
ね
に
漏
れ
出
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
逸
失
し
た
何
も
の
か
は
言
葉
に
よ
っ
て
は
回
収
不
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
が
失
わ
れ
た
の
か

人
間
に
は
知
り
え
な
い
の
だ
。

さ
て
、
よ
う
や
く
食
物
の
「
粗
と
密
」
に
つ
い
て
語
る
準
備
が
と
と
の
っ
た
、
と
い
っ
て
も
大
体
の
こ
と
は
語
り
終
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

食
物
を
口
に
入
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
ら
「
食
べ
る
」
と
は
「
ヘ
ビ
が
カ
エ
ル
を
呑の

み
こ
む
」
に
ひ
と
し
い
営
み
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

人
は
ヘ
ビ
で
は
な
い
。
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
（
言
語
動
物
）
た
る
人
間
は
、
自
然
物
と
し
て
た
ん
な
る

Ａ

に
す
ぎ
な
い
食
物
に
「
言
葉
の
網
」
を

か
け
て
意
味
単
位
に
分
節
し
、
こ
れ
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
衝
動
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
食
物
は
一
個
の
概
念
に
変
貌
す

る
。近

代
栄
養
学
は
栄
養
素
と
い
う
あ
た
ら
し
い
意
味
単
位
を
見
出
だ
し
た
。
食
物
に
つ
い
て
の
「
新
解
釈
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
飯
・
焼
魚
・
漬

物
・
味
噌そ

汁
と
い
う
昔
な
が
ら
の
「
食
物
の
分
節
」
に
、
横
断
的
に
新
し
い
意
味
単
位
が
侵
入
し
て
き
た
。
飯
も
オ
カ
ズ
も
汁
も
、
タ
ン
パ
ク
質
・
糖

質
・
脂
肪
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
う
意
味
単
位
に
分
節
さ
れ
、
昔
の
人
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
意
味
を
持
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
一
見
「
言
葉
の
網
」
が
緻
密
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
栄
養
素
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
の
メ
ッ
シ
ュ
は
そ
れ
ら
の
食
物
を
ま
る
ご
と
す
く
い
あ
げ
る
に
は
粗
大
で
単
純
で
あ
る
こ
と
も
み
と
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
経
管
輸
液
や
経
腸
輸
液
は
栄
養
素
と
い
う
意
味
単
位
だ
け
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
出
し
て
編
成
、
組
み
立
て
た
人
工
食
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

曖
昧
な
要
素
を
排
除
し
、
ウ
ラ
ま
で
透
け
て
見
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
人
工
食
物
の
応
急
的
な
い
し
は
緊
急
避
難
的
な
性
格
を
よ
く
し
め
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
工
食
物
の
透
明
度
を
さ
ら
に
極
限
に
ま
で
高
め
る
と
ビ
タ
ミ
ン
剤
に
な
る
。
自
然
物
と
し
て
の
食
物
と
比
べ
て
、
い
か
に
も
粗
大
で
あ
る
。

近
年
、
食
物
成
分
を
易
消
化
性
と
難
消
化
性
に
分
節
し
て
、
食
物
繊
維
と
い
う
あ
た
ら
し
い
意
味
単
位
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
栄
養
素
と
非
栄
養
素
の

分
節
で
あ
り
、
従
来
と
は
ま
っ
た
く
別
の
食
物
解
釈
系
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
非
栄
養
素
に
も
積
極
的
な
生
理
作
用
が
み
と
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
食
物
繊
維
の
内
部
で
水
溶
性
と
水
不
溶
性
に
分
節
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
理
機
能
が
こ
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
食
物
繊
維
あ
る
い

⑷

⑸

（
注
4
）

⑹

13

は
難
消
化
物
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
に
よ
っ
て
す
く
い
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
さ
き
の
栄
養
素
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
よ
り
も
い
っ
そ
う
粗
大
で
あ
る
の

は
仕
方
が
な
い
。
こ
の
網
で
食
物
を
す
く
い
あ
げ
る
と
、「
一
塊
の
レ
タ
ス
」
は
「
一
本
の
食
物
繊
維
入
り
清
涼
飲
料
」
と
等
価
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た

る
。

（
五
明
紀
春
『〈
食
〉
の
記
号
学
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
改
変
し
た
）

（
注
1
）

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　
山
や
大
地
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
空
の
輪
郭
。
地
平
線

（
注
2
）

　
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー

　
複
数
の
旋
律
が
同
時
に
対
等
の
関
係
で
か
ら
み
あ
う
音
楽

（
注
3
）

　
ヨ
ハ
ネ
伝

　
聖
書
の
一
部
を
成
す
文
章

（
注
4
）

　
経
管
輸
液
や
経
腸
輸
液

　
通
常
の
食
事
が
と
れ
な
い
人
が
液
状
の
栄
養
分
を
チ
ュ
ー
ブ
で
胃
や
腸
に
直
接
流
し
込
む
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
経
管
輸
液
、
経
腸
輸

液
と
は
、
こ
の
と
き
流
し
込
ま
れ
る
人
工
溶
液
を
指
す

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

12

、

イ

13

。

ア

　
シ
ン
ジ
ュ
ン

①

　
ジ
ュ
ン
ト
ウ
に
優
勝
候
補
が
勝
ち
進
む

②

　
事
業
で
一
億
円
の
ジ
ュ
ン
リ
エ
キ
を
出
す

③

　
警
備
員
が
店
内
を
ジ
ュ
ン
カ
イ
す
る

④

　
ジ
ュ
ン
タ
ク
な
予
算
を
確
保
す
る

⑤

　
血
液
が
体
内
を
ジ
ュ
ン
カ
ン
す
る

国

語

67国　語
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二

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

食
物
を
「
粗
と
密
」
と
い
う
眼め

で
と
ら
え
て
み
る
。
い
ま
ま
で
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
食
物
の
新
し
い
顔
が
見
え
て
き
そ
う
だ
か
ら
だ
。「
粗
」
と

は
粗
大
ゴ
ミ
の
粗
、「
密
」
と
は
緻
密
、
稠ち

ょ
う

密
の
密
で
あ
る
。

そ
の
前
に
都
市
風
景
と
自
然
風
景
、
人
工
物
と
自
然
物
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
考
え
る
。
た
し
か
に
こ
の
両
者
は
は
っ
き
り
ち
が
っ
た
印
象
を
あ

た
え
る
。
そ
の
ち
が
い
と
は
な
に
か
。
こ
れ
を
「
粗
密
の
対
比
」
で
と
ら
え
る
と
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
街
路

樹
、
ビ
ル
の
玄
関
先
に
置
か
れ
た
生
花
や
観
葉
植
物
は
人
工
的
風
景
の
中
に
作
ら
れ
た
自
然
風
景
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
粗
大
な
風
景

の
中
に
埋
め
こ
ま
れ
た
「
キ
メ
こ
ま
か
な
風
景
」
と
は
い
え
ま
い
か
。

山
野
の
自
然
の
中
に
ひ
た
っ
た
と
き
、
だ
れ
も
が
感
じ
る
包
み
こ
ま
れ
る
よ
う
な
体
験
は
、
そ
の
か
ぎ
り
な
く
濃
密
で
キ
メ
こ
ま
か
い
「
空
間
体
験
」

と
い
え
よ
う
。
存
在
の
根
源
に
立
ち
会
っ
て
い
る
よ
う
な
、
一
種
の
原
初
体
験
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
懐
か
し
さ
」
と
形
容
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
懐

か
し
さ
」
に
粗
大
は
不
似
合
い
で
あ
る
。

自
然
風
景
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
木
や
草
の
た
た
ず
ま
い
、
鳥
や
虫
や
魚
の
形
態
、
土
壌
や
岩
石
の
肌
で
さ
え
、
そ
こ
に
は
神
秘
的
な
ま
で

の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
が
つ
め
こ
ま
れ
て
い
る
。「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
は
た
ん
に
視
覚
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
耳
を
す
ま
せ
ば
木
々
の
葉
ず
れ
、
川
の

水
音
、
鳥
の
鳴
き
声
、
耳
も
と
の
風
声
な
ど
複
雑
微
妙
な
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
聴
覚
世
界
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
嗅
覚
や
、
触
覚
や
、
そ
し
て
味
覚
の

世
界
に
さ
え
、
自
然
の
際
限
も
な
い
「
こ
ま
や
か
さ
」
が
シ
ン
ジ
ュ
ン
し
て
い
る
。

飛
行
機
か
ら
見
下
ろ
す
海
岸
線
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
も
や
は
り
自
然
の
風
景
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。
は
る
か
下
に
際
限
も
な
く
微
細

な
凹
凸
が
う
ね
っ
て
い
る
の
が
み
え
る
。
い
か
に
巨
視
的
な
地
形
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
自
然
の
風
景
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
「
キ
メ
こ
ま

か
さ
」
は
覆
い
か
く
し
よ
う
も
な
い
。
凹
凸
は
無
限
に
こ
ま
か
い
ヒ
ダ
を
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
仮
に
こ
れ
を
完
全
に
ひ
き
の
ば
し
た
と
し
た
ら
、

無
限
に
長
い
直
線
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
自
然
風
景
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
あ
る
い
は
「
際
限
の
な
さ
」
と
は
た
ん
な
る
比
喩
や
感
傷
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。

⑴

（
注
1
）

（
注
2
）ア
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都
市
を
出
て
、
人
が
も
し
こ
の
自
然
世
界
の
中
で
調
和
感
や
快
適
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
人
間
と
い
う
生
物
も
ま
た
自
然
の
「
キ
メ

こ
ま
か
さ
」
と
次
元
を
ひ
と
し
く
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
も
ま
た
自
然
物
、
と
い
う
い
た
っ
て
平
凡
な
結
論
を
得
る
。
少
な
く
と
も

「
原
初
の
カ
タ
チ
」
を
人
間
は
か
か
え
て
生
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
人
間
は
数
か
ぎ
り
な
い
人
工
物
を
環
境
中
に
つ
く
り
だ
し
て
き
た
。
都
市
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
都
市
風
景
は
な
ぜ
粗
大
な
の
だ
ろ
う
か
。

人
工
物
は
な
ぜ
自
然
物
に
く
ら
べ
て
キ
メ
が
粗
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
い
か
に
巧
緻
に
構
築
さ
れ
、
粋
を
き
わ
め
て
い
て
も
、
自
然
の
も
つ
あ
の
無

限
の
密
度
と
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
に
は
な
お
遠
く
お
よ
ば
な
い
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ど
ん
な
名
工
の
彫
像
も
実
物
の
人
体
に

く
ら
べ
れ
ば
は
る
か
に
粗
大
、
粗
剛
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
比
較
を
絶
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
工
物
も
い
つ

か
は
崩
壊
し
、
風
化
す
る
。
ガ
レ
キ
の
山
も
し
だ
い
に
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
増
し
て
、
自
然
の
も
つ
緻
密
の
中
へ
と
埋
没
・
溶
解
し
て
い
く
も
の
の
よ

う
だ
。
た
だ
、
放
置
す
る
の
み
で
人
知
の
遠
く
お
よ
ば
な
い
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
ア
ッ
サ
リ
と
取
り
戻
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
世
界
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
未
分
節
の
連
続
体
あ
る
い
は
錯
綜そ

う

体
と
し
て
投
げ
出
さ
れ
て
あ
る
、
と
い
う
「
か
ん
が
え
」
が
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
無
意
味
で
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
塊
、
つ
ま
り
マ
グ
マ
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
塊
に
言
葉
が
切
れ
目
を
い
れ
、
網
目
構
造
を
つ
く
り
だ
し
て
、

は
じ
め
て
世
界
に
意
味
が
あ
た
え
ら
れ
、
世
界
が
解
釈
さ
れ
る
と
考
え
る
の
だ
。
ひ
と
ま
ず
こ
の
「
か
ん
が
え
」
に
乗
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
初
め
に
言
葉
あ
り
き
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
）
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
る
「
世
界
の
分
節
」
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
言
葉
と
い
う
も
の
が
な
か
っ

た
ら
、
人
間
は
観
察
し
た
り
、
解
釈
し
た
り
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
き
た
て
の
モ
チ
を
切
り
分
け
る
よ
う
な
話
だ
。
言

葉
の
介
入
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
は
連
続
体
か
ら
不
連
続
体
へ
、
錯
綜
体
か
ら
構
造
体
へ
と
変
容
す
る
わ
け
だ
。
言
葉
と
い
う
い
わ
ば
不
連
続
の
意
味
単

位
か
ら
な
る
リ
サ
ン
構
造
へ
と
、
世
界
が
変
貌
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
間
は
、
世
界
を
分
節
す
る
言
葉
・
意
味
単
位
を
配
列
編
成
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
的
、
あ
る
い
は
人
工
的
所
産
を
編
み
上
げ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で

文
化
あ
る
い
は
人
工
物
と
は
「
積
み
木
細
工
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
間
の
つ
く
り
だ
す
す
べ
て
の
も
の
は
、
言
葉
を
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
言
葉
そ
の
も
の
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
大
が
か
り
に
視
覚
に
訴
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
都
市
風
景
と
し
て
現
出
す
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

⑵

（
注
3
）

⑶

イ
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そ
こ
で
論
理
必
然
的
に
、
こ
う
し
て
編
み
上
げ
た
人
工
物
の
キ
メ
は
い
く
ら
こ
ま
か
く
し
て
い
っ
て
も
、「
言
葉
の
網
」
の
メ
ッ
シ
ュ
以
上
で
は
あ
り

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
言
葉
の
意
味
単
位
よ
り
こ
ま
か
く
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
網
目
か
ら
は
当
然
に
、
未

知
の
何
も
の
か
が
つ
ね
に
漏
れ
出
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
逸
失
し
た
何
も
の
か
は
言
葉
に
よ
っ
て
は
回
収
不
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
が
失
わ
れ
た
の
か

人
間
に
は
知
り
え
な
い
の
だ
。

さ
て
、
よ
う
や
く
食
物
の
「
粗
と
密
」
に
つ
い
て
語
る
準
備
が
と
と
の
っ
た
、
と
い
っ
て
も
大
体
の
こ
と
は
語
り
終
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

食
物
を
口
に
入
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
ら
「
食
べ
る
」
と
は
「
ヘ
ビ
が
カ
エ
ル
を
呑の

み
こ
む
」
に
ひ
と
し
い
営
み
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

人
は
ヘ
ビ
で
は
な
い
。
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
（
言
語
動
物
）
た
る
人
間
は
、
自
然
物
と
し
て
た
ん
な
る

Ａ

に
す
ぎ
な
い
食
物
に
「
言
葉
の
網
」
を

か
け
て
意
味
単
位
に
分
節
し
、
こ
れ
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
衝
動
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
食
物
は
一
個
の
概
念
に
変
貌
す

る
。近

代
栄
養
学
は
栄
養
素
と
い
う
あ
た
ら
し
い
意
味
単
位
を
見
出
だ
し
た
。
食
物
に
つ
い
て
の
「
新
解
釈
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
飯
・
焼
魚
・
漬

物
・
味
噌そ

汁
と
い
う
昔
な
が
ら
の
「
食
物
の
分
節
」
に
、
横
断
的
に
新
し
い
意
味
単
位
が
侵
入
し
て
き
た
。
飯
も
オ
カ
ズ
も
汁
も
、
タ
ン
パ
ク
質
・
糖

質
・
脂
肪
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
う
意
味
単
位
に
分
節
さ
れ
、
昔
の
人
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
意
味
を
持
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
一
見
「
言
葉
の
網
」
が
緻
密
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
栄
養
素
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
の
メ
ッ
シ
ュ
は
そ
れ
ら
の
食
物
を
ま
る
ご
と
す
く
い
あ
げ
る
に
は
粗
大
で
単
純
で
あ
る
こ
と
も
み
と
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
経
管
輸
液
や
経
腸
輸
液
は
栄
養
素
と
い
う
意
味
単
位
だ
け
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
出
し
て
編
成
、
組
み
立
て
た
人
工
食
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

曖
昧
な
要
素
を
排
除
し
、
ウ
ラ
ま
で
透
け
て
見
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
人
工
食
物
の
応
急
的
な
い
し
は
緊
急
避
難
的
な
性
格
を
よ
く
し
め
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
工
食
物
の
透
明
度
を
さ
ら
に
極
限
に
ま
で
高
め
る
と
ビ
タ
ミ
ン
剤
に
な
る
。
自
然
物
と
し
て
の
食
物
と
比
べ
て
、
い
か
に
も
粗
大
で
あ
る
。

近
年
、
食
物
成
分
を
易
消
化
性
と
難
消
化
性
に
分
節
し
て
、
食
物
繊
維
と
い
う
あ
た
ら
し
い
意
味
単
位
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
栄
養
素
と
非
栄
養
素
の

分
節
で
あ
り
、
従
来
と
は
ま
っ
た
く
別
の
食
物
解
釈
系
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
非
栄
養
素
に
も
積
極
的
な
生
理
作
用
が
み
と
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
食
物
繊
維
の
内
部
で
水
溶
性
と
水
不
溶
性
に
分
節
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
理
機
能
が
こ
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
食
物
繊
維
あ
る
い

⑷

⑸

（
注
4
）

⑹

13

は
難
消
化
物
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
に
よ
っ
て
す
く
い
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
さ
き
の
栄
養
素
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
よ
り
も
い
っ
そ
う
粗
大
で
あ
る
の

は
仕
方
が
な
い
。
こ
の
網
で
食
物
を
す
く
い
あ
げ
る
と
、「
一
塊
の
レ
タ
ス
」
は
「
一
本
の
食
物
繊
維
入
り
清
涼
飲
料
」
と
等
価
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た

る
。

（
五
明
紀
春
『〈
食
〉
の
記
号
学
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
改
変
し
た
）

（
注
1
）

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　
山
や
大
地
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
空
の
輪
郭
。
地
平
線

（
注
2
）

　
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー

　
複
数
の
旋
律
が
同
時
に
対
等
の
関
係
で
か
ら
み
あ
う
音
楽

（
注
3
）

　
ヨ
ハ
ネ
伝

　
聖
書
の
一
部
を
成
す
文
章

（
注
4
）

　
経
管
輸
液
や
経
腸
輸
液

　
通
常
の
食
事
が
と
れ
な
い
人
が
液
状
の
栄
養
分
を
チ
ュ
ー
ブ
で
胃
や
腸
に
直
接
流
し
込
む
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
経
管
輸
液
、
経
腸
輸

液
と
は
、
こ
の
と
き
流
し
込
ま
れ
る
人
工
溶
液
を
指
す

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

12

、

イ

13

。

ア

　
シ
ン
ジ
ュ
ン

①

　
ジ
ュ
ン
ト
ウ
に
優
勝
候
補
が
勝
ち
進
む

②

　
事
業
で
一
億
円
の
ジ
ュ
ン
リ
エ
キ
を
出
す

③

　
警
備
員
が
店
内
を
ジ
ュ
ン
カ
イ
す
る

④

　
ジ
ュ
ン
タ
ク
な
予
算
を
確
保
す
る

⑤

　
血
液
が
体
内
を
ジ
ュ
ン
カ
ン
す
る

国

語

67国　語
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二

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

食
物
を
「
粗
と
密
」
と
い
う
眼め

で
と
ら
え
て
み
る
。
い
ま
ま
で
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
食
物
の
新
し
い
顔
が
見
え
て
き
そ
う
だ
か
ら
だ
。「
粗
」
と

は
粗
大
ゴ
ミ
の
粗
、「
密
」
と
は
緻
密
、
稠ち

ょ
う

密
の
密
で
あ
る
。

そ
の
前
に
都
市
風
景
と
自
然
風
景
、
人
工
物
と
自
然
物
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
考
え
る
。
た
し
か
に
こ
の
両
者
は
は
っ
き
り
ち
が
っ
た
印
象
を
あ

た
え
る
。
そ
の
ち
が
い
と
は
な
に
か
。
こ
れ
を
「
粗
密
の
対
比
」
で
と
ら
え
る
と
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
街
路

樹
、
ビ
ル
の
玄
関
先
に
置
か
れ
た
生
花
や
観
葉
植
物
は
人
工
的
風
景
の
中
に
作
ら
れ
た
自
然
風
景
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
粗
大
な
風
景

の
中
に
埋
め
こ
ま
れ
た
「
キ
メ
こ
ま
か
な
風
景
」
と
は
い
え
ま
い
か
。

山
野
の
自
然
の
中
に
ひ
た
っ
た
と
き
、
だ
れ
も
が
感
じ
る
包
み
こ
ま
れ
る
よ
う
な
体
験
は
、
そ
の
か
ぎ
り
な
く
濃
密
で
キ
メ
こ
ま
か
い
「
空
間
体
験
」

と
い
え
よ
う
。
存
在
の
根
源
に
立
ち
会
っ
て
い
る
よ
う
な
、
一
種
の
原
初
体
験
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
懐
か
し
さ
」
と
形
容
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
懐

か
し
さ
」
に
粗
大
は
不
似
合
い
で
あ
る
。

自
然
風
景
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
木
や
草
の
た
た
ず
ま
い
、
鳥
や
虫
や
魚
の
形
態
、
土
壌
や
岩
石
の
肌
で
さ
え
、
そ
こ
に
は
神
秘
的
な
ま
で

の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
が
つ
め
こ
ま
れ
て
い
る
。「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
は
た
ん
に
視
覚
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
耳
を
す
ま
せ
ば
木
々
の
葉
ず
れ
、
川
の

水
音
、
鳥
の
鳴
き
声
、
耳
も
と
の
風
声
な
ど
複
雑
微
妙
な
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
聴
覚
世
界
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
嗅
覚
や
、
触
覚
や
、
そ
し
て
味
覚
の

世
界
に
さ
え
、
自
然
の
際
限
も
な
い
「
こ
ま
や
か
さ
」
が
シ
ン
ジ
ュ
ン
し
て
い
る
。

飛
行
機
か
ら
見
下
ろ
す
海
岸
線
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
も
や
は
り
自
然
の
風
景
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。
は
る
か
下
に
際
限
も
な
く
微
細

な
凹
凸
が
う
ね
っ
て
い
る
の
が
み
え
る
。
い
か
に
巨
視
的
な
地
形
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
自
然
の
風
景
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
「
キ
メ
こ
ま

か
さ
」
は
覆
い
か
く
し
よ
う
も
な
い
。
凹
凸
は
無
限
に
こ
ま
か
い
ヒ
ダ
を
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
仮
に
こ
れ
を
完
全
に
ひ
き
の
ば
し
た
と
し
た
ら
、

無
限
に
長
い
直
線
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
自
然
風
景
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
あ
る
い
は
「
際
限
の
な
さ
」
と
は
た
ん
な
る
比
喩
や
感
傷
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。

⑴

（
注
1
）

（
注
2
）ア

11

都
市
を
出
て
、
人
が
も
し
こ
の
自
然
世
界
の
中
で
調
和
感
や
快
適
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
人
間
と
い
う
生
物
も
ま
た
自
然
の
「
キ
メ

こ
ま
か
さ
」
と
次
元
を
ひ
と
し
く
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
も
ま
た
自
然
物
、
と
い
う
い
た
っ
て
平
凡
な
結
論
を
得
る
。
少
な
く
と
も

「
原
初
の
カ
タ
チ
」
を
人
間
は
か
か
え
て
生
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
人
間
は
数
か
ぎ
り
な
い
人
工
物
を
環
境
中
に
つ
く
り
だ
し
て
き
た
。
都
市
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
都
市
風
景
は
な
ぜ
粗
大
な
の
だ
ろ
う
か
。

人
工
物
は
な
ぜ
自
然
物
に
く
ら
べ
て
キ
メ
が
粗
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
い
か
に
巧
緻
に
構
築
さ
れ
、
粋
を
き
わ
め
て
い
て
も
、
自
然
の
も
つ
あ
の
無

限
の
密
度
と
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
に
は
な
お
遠
く
お
よ
ば
な
い
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ど
ん
な
名
工
の
彫
像
も
実
物
の
人
体
に

く
ら
べ
れ
ば
は
る
か
に
粗
大
、
粗
剛
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
比
較
を
絶
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
工
物
も
い
つ

か
は
崩
壊
し
、
風
化
す
る
。
ガ
レ
キ
の
山
も
し
だ
い
に
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
増
し
て
、
自
然
の
も
つ
緻
密
の
中
へ
と
埋
没
・
溶
解
し
て
い
く
も
の
の
よ

う
だ
。
た
だ
、
放
置
す
る
の
み
で
人
知
の
遠
く
お
よ
ば
な
い
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
ア
ッ
サ
リ
と
取
り
戻
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
世
界
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
未
分
節
の
連
続
体
あ
る
い
は
錯
綜そ
う

体
と
し
て
投
げ
出
さ
れ
て
あ
る
、
と
い
う
「
か
ん
が
え
」
が
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
無
意
味
で
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
塊
、
つ
ま
り
マ
グ
マ
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
塊
に
言
葉
が
切
れ
目
を
い
れ
、
網
目
構
造
を
つ
く
り
だ
し
て
、

は
じ
め
て
世
界
に
意
味
が
あ
た
え
ら
れ
、
世
界
が
解
釈
さ
れ
る
と
考
え
る
の
だ
。
ひ
と
ま
ず
こ
の
「
か
ん
が
え
」
に
乗
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
初
め
に
言
葉
あ
り
き
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
）
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
る
「
世
界
の
分
節
」
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
言
葉
と
い
う
も
の
が
な
か
っ

た
ら
、
人
間
は
観
察
し
た
り
、
解
釈
し
た
り
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
き
た
て
の
モ
チ
を
切
り
分
け
る
よ
う
な
話
だ
。
言

葉
の
介
入
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
は
連
続
体
か
ら
不
連
続
体
へ
、
錯
綜
体
か
ら
構
造
体
へ
と
変
容
す
る
わ
け
だ
。
言
葉
と
い
う
い
わ
ば
不
連
続
の
意
味
単

位
か
ら
な
る
リ
サ
ン
構
造
へ
と
、
世
界
が
変
貌
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
間
は
、
世
界
を
分
節
す
る
言
葉
・
意
味
単
位
を
配
列
編
成
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
的
、
あ
る
い
は
人
工
的
所
産
を
編
み
上
げ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で

文
化
あ
る
い
は
人
工
物
と
は
「
積
み
木
細
工
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
間
の
つ
く
り
だ
す
す
べ
て
の
も
の
は
、
言
葉
を
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
言
葉
そ
の
も
の
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
大
が
か
り
に
視
覚
に
訴
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
都
市
風
景
と
し
て
現
出
す
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

⑵

（
注
3
）

⑶

イ
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そ
こ
で
論
理
必
然
的
に
、
こ
う
し
て
編
み
上
げ
た
人
工
物
の
キ
メ
は
い
く
ら
こ
ま
か
く
し
て
い
っ
て
も
、「
言
葉
の
網
」
の
メ
ッ
シ
ュ
以
上
で
は
あ
り

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
言
葉
の
意
味
単
位
よ
り
こ
ま
か
く
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
網
目
か
ら
は
当
然
に
、
未

知
の
何
も
の
か
が
つ
ね
に
漏
れ
出
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
逸
失
し
た
何
も
の
か
は
言
葉
に
よ
っ
て
は
回
収
不
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
が
失
わ
れ
た
の
か

人
間
に
は
知
り
え
な
い
の
だ
。

さ
て
、
よ
う
や
く
食
物
の
「
粗
と
密
」
に
つ
い
て
語
る
準
備
が
と
と
の
っ
た
、
と
い
っ
て
も
大
体
の
こ
と
は
語
り
終
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

食
物
を
口
に
入
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
ら
「
食
べ
る
」
と
は
「
ヘ
ビ
が
カ
エ
ル
を
呑の

み
こ
む
」
に
ひ
と
し
い
営
み
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

人
は
ヘ
ビ
で
は
な
い
。
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
（
言
語
動
物
）
た
る
人
間
は
、
自
然
物
と
し
て
た
ん
な
る

Ａ

に
す
ぎ
な
い
食
物
に
「
言
葉
の
網
」
を

か
け
て
意
味
単
位
に
分
節
し
、
こ
れ
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
衝
動
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
食
物
は
一
個
の
概
念
に
変
貌
す

る
。近

代
栄
養
学
は
栄
養
素
と
い
う
あ
た
ら
し
い
意
味
単
位
を
見
出
だ
し
た
。
食
物
に
つ
い
て
の
「
新
解
釈
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
飯
・
焼
魚
・
漬

物
・
味
噌そ

汁
と
い
う
昔
な
が
ら
の
「
食
物
の
分
節
」
に
、
横
断
的
に
新
し
い
意
味
単
位
が
侵
入
し
て
き
た
。
飯
も
オ
カ
ズ
も
汁
も
、
タ
ン
パ
ク
質
・
糖

質
・
脂
肪
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
う
意
味
単
位
に
分
節
さ
れ
、
昔
の
人
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
意
味
を
持
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
一
見
「
言
葉
の
網
」
が
緻
密
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
栄
養
素
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
の
メ
ッ
シ
ュ
は
そ
れ
ら
の
食
物
を
ま
る
ご
と
す
く
い
あ
げ
る
に
は
粗
大
で
単
純
で
あ
る
こ
と
も
み
と
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
経
管
輸
液
や
経
腸
輸
液
は
栄
養
素
と
い
う
意
味
単
位
だ
け
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
出
し
て
編
成
、
組
み
立
て
た
人
工
食
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

曖
昧
な
要
素
を
排
除
し
、
ウ
ラ
ま
で
透
け
て
見
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
人
工
食
物
の
応
急
的
な
い
し
は
緊
急
避
難
的
な
性
格
を
よ
く
し
め
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
工
食
物
の
透
明
度
を
さ
ら
に
極
限
に
ま
で
高
め
る
と
ビ
タ
ミ
ン
剤
に
な
る
。
自
然
物
と
し
て
の
食
物
と
比
べ
て
、
い
か
に
も
粗
大
で
あ
る
。

近
年
、
食
物
成
分
を
易
消
化
性
と
難
消
化
性
に
分
節
し
て
、
食
物
繊
維
と
い
う
あ
た
ら
し
い
意
味
単
位
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
栄
養
素
と
非
栄
養
素
の

分
節
で
あ
り
、
従
来
と
は
ま
っ
た
く
別
の
食
物
解
釈
系
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
非
栄
養
素
に
も
積
極
的
な
生
理
作
用
が
み
と
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
食
物
繊
維
の
内
部
で
水
溶
性
と
水
不
溶
性
に
分
節
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
理
機
能
が
こ
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
食
物
繊
維
あ
る
い

⑷

⑸

（
注
4
）

⑹

13

は
難
消
化
物
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
に
よ
っ
て
す
く
い
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
さ
き
の
栄
養
素
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
よ
り
も
い
っ
そ
う
粗
大
で
あ
る
の

は
仕
方
が
な
い
。
こ
の
網
で
食
物
を
す
く
い
あ
げ
る
と
、「
一
塊
の
レ
タ
ス
」
は
「
一
本
の
食
物
繊
維
入
り
清
涼
飲
料
」
と
等
価
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た

る
。

（
五
明
紀
春
『〈
食
〉
の
記
号
学
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
改
変
し
た
）

（
注
1
）

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　
山
や
大
地
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
空
の
輪
郭
。
地
平
線

（
注
2
）

　
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー

　
複
数
の
旋
律
が
同
時
に
対
等
の
関
係
で
か
ら
み
あ
う
音
楽

（
注
3
）

　
ヨ
ハ
ネ
伝

　
聖
書
の
一
部
を
成
す
文
章

（
注
4
）

　
経
管
輸
液
や
経
腸
輸
液

　
通
常
の
食
事
が
と
れ
な
い
人
が
液
状
の
栄
養
分
を
チ
ュ
ー
ブ
で
胃
や
腸
に
直
接
流
し
込
む
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
経
管
輸
液
、
経
腸
輸

液
と
は
、
こ
の
と
き
流
し
込
ま
れ
る
人
工
溶
液
を
指
す

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

12

、

イ

13

。

ア

　
シ
ン
ジ
ュ
ン

①

　
ジ
ュ
ン
ト
ウ
に
優
勝
候
補
が
勝
ち
進
む

②

　
事
業
で
一
億
円
の
ジ
ュ
ン
リ
エ
キ
を
出
す

③

　
警
備
員
が
店
内
を
ジ
ュ
ン
カ
イ
す
る

④

　
ジ
ュ
ン
タ
ク
な
予
算
を
確
保
す
る

⑤

　
血
液
が
体
内
を
ジ
ュ
ン
カ
ン
す
る

国

語

67国　語
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二

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

食
物
を
「
粗
と
密
」
と
い
う
眼め

で
と
ら
え
て
み
る
。
い
ま
ま
で
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
食
物
の
新
し
い
顔
が
見
え
て
き
そ
う
だ
か
ら
だ
。「
粗
」
と

は
粗
大
ゴ
ミ
の
粗
、「
密
」
と
は
緻
密
、
稠ち

ょ
う

密
の
密
で
あ
る
。

そ
の
前
に
都
市
風
景
と
自
然
風
景
、
人
工
物
と
自
然
物
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
考
え
る
。
た
し
か
に
こ
の
両
者
は
は
っ
き
り
ち
が
っ
た
印
象
を
あ

た
え
る
。
そ
の
ち
が
い
と
は
な
に
か
。
こ
れ
を
「
粗
密
の
対
比
」
で
と
ら
え
る
と
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
街
路

樹
、
ビ
ル
の
玄
関
先
に
置
か
れ
た
生
花
や
観
葉
植
物
は
人
工
的
風
景
の
中
に
作
ら
れ
た
自
然
風
景
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
粗
大
な
風
景

の
中
に
埋
め
こ
ま
れ
た
「
キ
メ
こ
ま
か
な
風
景
」
と
は
い
え
ま
い
か
。

山
野
の
自
然
の
中
に
ひ
た
っ
た
と
き
、
だ
れ
も
が
感
じ
る
包
み
こ
ま
れ
る
よ
う
な
体
験
は
、
そ
の
か
ぎ
り
な
く
濃
密
で
キ
メ
こ
ま
か
い
「
空
間
体
験
」

と
い
え
よ
う
。
存
在
の
根
源
に
立
ち
会
っ
て
い
る
よ
う
な
、
一
種
の
原
初
体
験
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
懐
か
し
さ
」
と
形
容
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
懐

か
し
さ
」
に
粗
大
は
不
似
合
い
で
あ
る
。

自
然
風
景
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
木
や
草
の
た
た
ず
ま
い
、
鳥
や
虫
や
魚
の
形
態
、
土
壌
や
岩
石
の
肌
で
さ
え
、
そ
こ
に
は
神
秘
的
な
ま
で

の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
が
つ
め
こ
ま
れ
て
い
る
。「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
は
た
ん
に
視
覚
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
耳
を
す
ま
せ
ば
木
々
の
葉
ず
れ
、
川
の

水
音
、
鳥
の
鳴
き
声
、
耳
も
と
の
風
声
な
ど
複
雑
微
妙
な
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
聴
覚
世
界
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
嗅
覚
や
、
触
覚
や
、
そ
し
て
味
覚
の

世
界
に
さ
え
、
自
然
の
際
限
も
な
い
「
こ
ま
や
か
さ
」
が
シ
ン
ジ
ュ
ン
し
て
い
る
。

飛
行
機
か
ら
見
下
ろ
す
海
岸
線
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
も
や
は
り
自
然
の
風
景
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。
は
る
か
下
に
際
限
も
な
く
微
細

な
凹
凸
が
う
ね
っ
て
い
る
の
が
み
え
る
。
い
か
に
巨
視
的
な
地
形
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
自
然
の
風
景
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
「
キ
メ
こ
ま

か
さ
」
は
覆
い
か
く
し
よ
う
も
な
い
。
凹
凸
は
無
限
に
こ
ま
か
い
ヒ
ダ
を
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
仮
に
こ
れ
を
完
全
に
ひ
き
の
ば
し
た
と
し
た
ら
、

無
限
に
長
い
直
線
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
自
然
風
景
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
あ
る
い
は
「
際
限
の
な
さ
」
と
は
た
ん
な
る
比
喩
や
感
傷
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。

⑴

（
注
1
）

（
注
2
）ア
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都
市
を
出
て
、
人
が
も
し
こ
の
自
然
世
界
の
中
で
調
和
感
や
快
適
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
人
間
と
い
う
生
物
も
ま
た
自
然
の
「
キ
メ

こ
ま
か
さ
」
と
次
元
を
ひ
と
し
く
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
も
ま
た
自
然
物
、
と
い
う
い
た
っ
て
平
凡
な
結
論
を
得
る
。
少
な
く
と
も

「
原
初
の
カ
タ
チ
」
を
人
間
は
か
か
え
て
生
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
人
間
は
数
か
ぎ
り
な
い
人
工
物
を
環
境
中
に
つ
く
り
だ
し
て
き
た
。
都
市
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
都
市
風
景
は
な
ぜ
粗
大
な
の
だ
ろ
う
か
。

人
工
物
は
な
ぜ
自
然
物
に
く
ら
べ
て
キ
メ
が
粗
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
い
か
に
巧
緻
に
構
築
さ
れ
、
粋
を
き
わ
め
て
い
て
も
、
自
然
の
も
つ
あ
の
無

限
の
密
度
と
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
に
は
な
お
遠
く
お
よ
ば
な
い
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ど
ん
な
名
工
の
彫
像
も
実
物
の
人
体
に

く
ら
べ
れ
ば
は
る
か
に
粗
大
、
粗
剛
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
比
較
を
絶
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
工
物
も
い
つ

か
は
崩
壊
し
、
風
化
す
る
。
ガ
レ
キ
の
山
も
し
だ
い
に
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
増
し
て
、
自
然
の
も
つ
緻
密
の
中
へ
と
埋
没
・
溶
解
し
て
い
く
も
の
の
よ

う
だ
。
た
だ
、
放
置
す
る
の
み
で
人
知
の
遠
く
お
よ
ば
な
い
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
ア
ッ
サ
リ
と
取
り
戻
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
世
界
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
未
分
節
の
連
続
体
あ
る
い
は
錯
綜そ
う

体
と
し
て
投
げ
出
さ
れ
て
あ
る
、
と
い
う
「
か
ん
が
え
」
が
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
無
意
味
で
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
塊
、
つ
ま
り
マ
グ
マ
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
塊
に
言
葉
が
切
れ
目
を
い
れ
、
網
目
構
造
を
つ
く
り
だ
し
て
、

は
じ
め
て
世
界
に
意
味
が
あ
た
え
ら
れ
、
世
界
が
解
釈
さ
れ
る
と
考
え
る
の
だ
。
ひ
と
ま
ず
こ
の
「
か
ん
が
え
」
に
乗
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
初
め
に
言
葉
あ
り
き
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
）
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
る
「
世
界
の
分
節
」
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
言
葉
と
い
う
も
の
が
な
か
っ

た
ら
、
人
間
は
観
察
し
た
り
、
解
釈
し
た
り
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
き
た
て
の
モ
チ
を
切
り
分
け
る
よ
う
な
話
だ
。
言

葉
の
介
入
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
は
連
続
体
か
ら
不
連
続
体
へ
、
錯
綜
体
か
ら
構
造
体
へ
と
変
容
す
る
わ
け
だ
。
言
葉
と
い
う
い
わ
ば
不
連
続
の
意
味
単

位
か
ら
な
る
リ
サ
ン
構
造
へ
と
、
世
界
が
変
貌
す
る
こ
と
に
な
る
。

人
間
は
、
世
界
を
分
節
す
る
言
葉
・
意
味
単
位
を
配
列
編
成
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
的
、
あ
る
い
は
人
工
的
所
産
を
編
み
上
げ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で

文
化
あ
る
い
は
人
工
物
と
は
「
積
み
木
細
工
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
間
の
つ
く
り
だ
す
す
べ
て
の
も
の
は
、
言
葉
を
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
言
葉
そ
の
も
の
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
大
が
か
り
に
視
覚
に
訴
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
都
市
風
景
と
し
て
現
出
す
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

⑵

（
注
3
）

⑶
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そ
こ
で
論
理
必
然
的
に
、
こ
う
し
て
編
み
上
げ
た
人
工
物
の
キ
メ
は
い
く
ら
こ
ま
か
く
し
て
い
っ
て
も
、「
言
葉
の
網
」
の
メ
ッ
シ
ュ
以
上
で
は
あ
り

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
い
か
え
れ
ば
言
葉
の
意
味
単
位
よ
り
こ
ま
か
く
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
網
目
か
ら
は
当
然
に
、
未

知
の
何
も
の
か
が
つ
ね
に
漏
れ
出
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
逸
失
し
た
何
も
の
か
は
言
葉
に
よ
っ
て
は
回
収
不
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何
が
失
わ
れ
た
の
か

人
間
に
は
知
り
え
な
い
の
だ
。

さ
て
、
よ
う
や
く
食
物
の
「
粗
と
密
」
に
つ
い
て
語
る
準
備
が
と
と
の
っ
た
、
と
い
っ
て
も
大
体
の
こ
と
は
語
り
終
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

食
物
を
口
に
入
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
ら
「
食
べ
る
」
と
は
「
ヘ
ビ
が
カ
エ
ル
を
呑の

み
こ
む
」
に
ひ
と
し
い
営
み
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

人
は
ヘ
ビ
で
は
な
い
。
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
（
言
語
動
物
）
た
る
人
間
は
、
自
然
物
と
し
て
た
ん
な
る

Ａ

に
す
ぎ
な
い
食
物
に
「
言
葉
の
網
」
を

か
け
て
意
味
単
位
に
分
節
し
、
こ
れ
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
衝
動
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
食
物
は
一
個
の
概
念
に
変
貌
す

る
。近

代
栄
養
学
は
栄
養
素
と
い
う
あ
た
ら
し
い
意
味
単
位
を
見
出
だ
し
た
。
食
物
に
つ
い
て
の
「
新
解
釈
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
飯
・
焼
魚
・
漬

物
・
味
噌そ

汁
と
い
う
昔
な
が
ら
の
「
食
物
の
分
節
」
に
、
横
断
的
に
新
し
い
意
味
単
位
が
侵
入
し
て
き
た
。
飯
も
オ
カ
ズ
も
汁
も
、
タ
ン
パ
ク
質
・
糖

質
・
脂
肪
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
う
意
味
単
位
に
分
節
さ
れ
、
昔
の
人
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
意
味
を
持
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
一
見
「
言
葉
の
網
」
が
緻
密
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
栄
養
素
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
の
メ
ッ
シ
ュ
は
そ
れ
ら
の
食
物
を
ま
る
ご
と
す
く
い
あ
げ
る
に
は
粗
大
で
単
純
で
あ
る
こ
と
も
み
と
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
経
管
輸
液
や
経
腸
輸
液
は
栄
養
素
と
い
う
意
味
単
位
だ
け
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
出
し
て
編
成
、
組
み
立
て
た
人
工
食
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

曖
昧
な
要
素
を
排
除
し
、
ウ
ラ
ま
で
透
け
て
見
せ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
人
工
食
物
の
応
急
的
な
い
し
は
緊
急
避
難
的
な
性
格
を
よ
く
し
め
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
工
食
物
の
透
明
度
を
さ
ら
に
極
限
に
ま
で
高
め
る
と
ビ
タ
ミ
ン
剤
に
な
る
。
自
然
物
と
し
て
の
食
物
と
比
べ
て
、
い
か
に
も
粗
大
で
あ
る
。

近
年
、
食
物
成
分
を
易
消
化
性
と
難
消
化
性
に
分
節
し
て
、
食
物
繊
維
と
い
う
あ
た
ら
し
い
意
味
単
位
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
栄
養
素
と
非
栄
養
素
の

分
節
で
あ
り
、
従
来
と
は
ま
っ
た
く
別
の
食
物
解
釈
系
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
非
栄
養
素
に
も
積
極
的
な
生
理
作
用
が
み
と
め
ら
れ
た
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
食
物
繊
維
の
内
部
で
水
溶
性
と
水
不
溶
性
に
分
節
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
理
機
能
が
こ
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
食
物
繊
維
あ
る
い

⑷

⑸

（
注
4
）

⑹

13

は
難
消
化
物
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
に
よ
っ
て
す
く
い
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
さ
き
の
栄
養
素
と
い
う
「
言
葉
の
網
」
よ
り
も
い
っ
そ
う
粗
大
で
あ
る
の

は
仕
方
が
な
い
。
こ
の
網
で
食
物
を
す
く
い
あ
げ
る
と
、「
一
塊
の
レ
タ
ス
」
は
「
一
本
の
食
物
繊
維
入
り
清
涼
飲
料
」
と
等
価
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た

る
。

（
五
明
紀
春
『〈
食
〉
の
記
号
学
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
改
変
し
た
）

（
注
1
）

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　
山
や
大
地
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
空
の
輪
郭
。
地
平
線

（
注
2
）

　
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー

　
複
数
の
旋
律
が
同
時
に
対
等
の
関
係
で
か
ら
み
あ
う
音
楽

（
注
3
）

　
ヨ
ハ
ネ
伝

　
聖
書
の
一
部
を
成
す
文
章

（
注
4
）

　
経
管
輸
液
や
経
腸
輸
液

　
通
常
の
食
事
が
と
れ
な
い
人
が
液
状
の
栄
養
分
を
チ
ュ
ー
ブ
で
胃
や
腸
に
直
接
流
し
込
む
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
経
管
輸
液
、
経
腸
輸

液
と
は
、
こ
の
と
き
流
し
込
ま
れ
る
人
工
溶
液
を
指
す

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

12

、

イ

13

。

ア

　
シ
ン
ジ
ュ
ン

①

　
ジ
ュ
ン
ト
ウ
に
優
勝
候
補
が
勝
ち
進
む

②

　
事
業
で
一
億
円
の
ジ
ュ
ン
リ
エ
キ
を
出
す

③

　
警
備
員
が
店
内
を
ジ
ュ
ン
カ
イ
す
る

④

　
ジ
ュ
ン
タ
ク
な
予
算
を
確
保
す
る

⑤

　
血
液
が
体
内
を
ジ
ュ
ン
カ
ン
す
る

国
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イ

　
リ
サ
ン

①

　
け
ん
か
の
相
手
に
コ
ウ
サ
ン
す
る

②

　
当
初
の
モ
ク
サ
ン
が
外
れ
る

③

　
戦
争
の
サ
ン
ゲ
キ
を
繰
り
返
さ
な
い

④

　
彼
は
韻
文
も
サ
ン
ブ
ン
も
得
意
だ

⑤

　
提
案
へ
の
サ
ン
ピ
に
つ
い
て
投
票
す
る

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
密
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
適
当
な
も
の
を
二
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

（
解
答
欄

一
行
に
二
つ
マ
ー
ク
す
る
こ
と
）。

①

　
都
市
は
街
路
樹
な
ど
の
自
然
物
が
緻
密
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
「
密
」
な
空
間
と
呼
べ
る

②

　
木
々
の
葉
ず
れ
な
ど
の
自
然
音
は
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
「
密
」
な
も
の
に
変
わ
る

③

　
人
間
と
い
う
生
き
物
は
自
然
物
の
ひ
と
つ
で
あ
り
「
密
」
な
要
素
を
持
つ
と
い
え
る

④

　
自
然
の
海
岸
線
も
入
り
組
ん
だ
地
形
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い

⑤

　
「
密
」
な
も
の
に
包
ま
れ
る
と
人
間
は
「
懐
か
し
さ
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る

問
三

　
傍
線
部
分
⑵
「
人
工
物
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

①

　
人
工
物
も
、
心
を
込
め
て
精
緻
に
作
り
上
げ
れ
ば
自
然
物
と
同
様
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

②

　
人
工
物
も
、「
原
初
の
カ
タ
チ
」
を
か
か
え
た
ま
ま
の
人
間
が
作
れ
ば
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

③

　
人
工
物
も
、
人
の
手
を
離
れ
て
風
化
し
て
ゆ
く
と
そ
れ
に
応
じ
て
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

④

　
人
工
物
も
、
言
葉
に
よ
る
網
目
構
造
で
捉
え
直
せ
ば
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

⑤

　
人
工
物
も
、
自
然
物
の
な
か
に
溶
け
込
む
よ
う
に
配
置
す
る
と
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る
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問
四

　
傍
線
部
分
⑶
「
つ
き
た
て
の
モ
チ
」
と
は
何
を
た
と
え
た
表
現
か
。
本
文
中
に
あ
る
次
の
語
句
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

①

　「
か
ん
が
え
」

　
　②

　世
界

　
　③

　言
葉

　
　④

　網
目
構
造

　
　⑤

　意
味

問
五

　
傍
線
部
分
⑷
「
何
が
失
わ
れ
た
の
か
人
間
に
は
知
り
え
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

①

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
読
み
と
っ
て
い
る
が
、
一
度
捉
え
た
も
の
を
失
う
と
言
葉
で
は
二
度
と
取
り
戻
せ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

②

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
連
続
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
も
の
は
把
握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

③

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
理
解
し
て
い
る
が
、
言
葉
の
キ
メ
こ
ま
か
さ
が
十
分
で
な
け
れ
ば
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
が
残
る
と
い
う
こ
と

④

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
の
あ
り
よ
う
を
捉
え
て
い
る
が
、
言
葉
に
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

⑤

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
分
節
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
言
葉
に
な
ら
な
い
も
の
は
捉
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

問
六

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

①

　塊
（
マ
グ
マ
）

　
　
　
　
　②

　切
れ
目
（
網
目
構
造
）

　
　③

　積
み
木
細
工
（
錯
綜
体
）

④

　不
連
続
体
（
構
造
体
）

　
　⑤

　言
葉
（
意
味
単
位
）

16

問
七

　
傍
線
部
分
⑸
「
横
断
的
に
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

　
昔
な
が
ら
の
分
節
と
は
別
に
、
そ
れ
と
は
相
反
す
る
分
節
と
し
て

②

　
昔
な
が
ら
の
分
節
と
は
別
に
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
関
わ
る
分
節
と
し
て

③

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
近
代
的
に
解
釈
し
た
分
節
と
し
て

④

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
よ
り
細
分
化
し
た
分
節
と
し
て

⑤

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
別
の
言
い
方
で
捉
え
た
分
節
と
し
て

問
八

　
傍
線
部
分
⑹
「
食
物
繊
維
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
不
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
消
化
の
し
や
す
さ
を
基
準
に
し
た
分
節
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る

②

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
近
代
栄
養
学
が
発
達
す
る
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る

③

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
栄
養
素
と
い
う
意
味
単
位
を
細
分
化
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る

④

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
水
に
溶
け
る
か
と
い
う
基
準
で
下
位
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑤

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
食
物
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
捉
え
る
に
は
粗
大
な
も
の
で
あ
る
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問
九

　
本
文
で
は
、
食
品
の
分
節
の
あ
り
か
た
と
し
て
、
飯
・
焼
魚
・
漬
物
・
味
噌
汁
と
い
う
昔
な
が
ら
の
分
節
と
、
近
代
栄
養
学
に
よ
る
新
し
い
分

節
が
挙
げ
ら
れ
、
人
工
食
品
が
新
し
い
分
節
の
所
産
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
節
に
関
す
る
次
の
説
明
の
う
ち
、
本
文
の

内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

　
昔
な
が
ら
の
分
節
も
、
意
味
単
位
に
よ
る
構
造
化
で
あ
る
以
上
、「
密
」
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
分
節
も
、
意
味
単
位
で
は
な
く

科
学
に
よ
る
構
造
化
と
い
う
点
で
は
異
な
る
が
、
や
は
り
「
密
」
で
は
な
く
、
人
工
食
品
も
「
粗
」
で
あ
る

②

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
分
節
の
仕
方
に
厳
密
さ
を
欠
く
と
い
う
点
で
「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
新
し
い
分
節
は
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
一

見
「
密
」
な
面
を
持
つ
が
、
栄
養
素
を
純
粋
に
抽
出
し
て
作
ら
れ
た
人
工
食
品
は
「
粗
」
で
あ
る
と
い
え
る

③

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
食
品
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
捉
え
て
い
る
点
で
「
密
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
新
し
い
分
節
も
科
学
の
力
で
詳
細
に
食
品

を
分
析
す
る
点
で
「
密
」
で
は
あ
る
が
、
人
工
食
品
は
単
純
な
構
造
し
か
持
た
な
い
「
粗
」
な
も
の
で
あ
る

④

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
食
品
を
錯
綜
体
の
ま
ま
「
密
」
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
分
節
は
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
点
で

「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
人
工
食
品
も
「
粗
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

⑤

　
昔
な
が
ら
の
分
節
も
、
自
然
物
の
不
連
続
な
あ
り
か
た
に
く
ら
べ
れ
ば
「
密
」
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
分
節
も
「
密
」
な
も
の
で

は
な
く
、
栄
養
素
だ
け
を
取
り
出
し
て
作
っ
た
人
工
食
品
は
自
然
物
と
し
て
の
食
物
よ
り
も
「
粗
」
で
あ
る
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14

イ

　
リ
サ
ン

①

　
け
ん
か
の
相
手
に
コ
ウ
サ
ン
す
る

②

　
当
初
の
モ
ク
サ
ン
が
外
れ
る

③

　
戦
争
の
サ
ン
ゲ
キ
を
繰
り
返
さ
な
い

④

　
彼
は
韻
文
も
サ
ン
ブ
ン
も
得
意
だ

⑤

　
提
案
へ
の
サ
ン
ピ
に
つ
い
て
投
票
す
る

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
密
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
適
当
な
も
の
を
二
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

（
解
答
欄

一
行
に
二
つ
マ
ー
ク
す
る
こ
と
）。

①

　
都
市
は
街
路
樹
な
ど
の
自
然
物
が
緻
密
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
「
密
」
な
空
間
と
呼
べ
る

②

　
木
々
の
葉
ず
れ
な
ど
の
自
然
音
は
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
「
密
」
な
も
の
に
変
わ
る

③

　
人
間
と
い
う
生
き
物
は
自
然
物
の
ひ
と
つ
で
あ
り
「
密
」
な
要
素
を
持
つ
と
い
え
る

④

　
自
然
の
海
岸
線
も
入
り
組
ん
だ
地
形
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い

⑤

　
「
密
」
な
も
の
に
包
ま
れ
る
と
人
間
は
「
懐
か
し
さ
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る

問
三

　
傍
線
部
分
⑵
「
人
工
物
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

①

　
人
工
物
も
、
心
を
込
め
て
精
緻
に
作
り
上
げ
れ
ば
自
然
物
と
同
様
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

②

　
人
工
物
も
、「
原
初
の
カ
タ
チ
」
を
か
か
え
た
ま
ま
の
人
間
が
作
れ
ば
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

③

　
人
工
物
も
、
人
の
手
を
離
れ
て
風
化
し
て
ゆ
く
と
そ
れ
に
応
じ
て
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

④

　
人
工
物
も
、
言
葉
に
よ
る
網
目
構
造
で
捉
え
直
せ
ば
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

⑤

　
人
工
物
も
、
自
然
物
の
な
か
に
溶
け
込
む
よ
う
に
配
置
す
る
と
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

15

問
四

　
傍
線
部
分
⑶
「
つ
き
た
て
の
モ
チ
」
と
は
何
を
た
と
え
た
表
現
か
。
本
文
中
に
あ
る
次
の
語
句
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

①

　「
か
ん
が
え
」

　
　②

　世
界

　
　③

　言
葉

　
　④

　網
目
構
造

　
　⑤

　意
味

問
五

　
傍
線
部
分
⑷
「
何
が
失
わ
れ
た
の
か
人
間
に
は
知
り
え
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

①

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
読
み
と
っ
て
い
る
が
、
一
度
捉
え
た
も
の
を
失
う
と
言
葉
で
は
二
度
と
取
り
戻
せ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

②

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
連
続
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
も
の
は
把
握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

③

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
理
解
し
て
い
る
が
、
言
葉
の
キ
メ
こ
ま
か
さ
が
十
分
で
な
け
れ
ば
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
が
残
る
と
い
う
こ
と

④

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
の
あ
り
よ
う
を
捉
え
て
い
る
が
、
言
葉
に
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

⑤

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
分
節
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
言
葉
に
な
ら
な
い
も
の
は
捉
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

問
六

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

①

　塊
（
マ
グ
マ
）

　
　
　
　
　②

　切
れ
目
（
網
目
構
造
）

　
　③

　積
み
木
細
工
（
錯
綜
体
）

④

　不
連
続
体
（
構
造
体
）

　
　⑤

　言
葉
（
意
味
単
位
）

16

問
七

　
傍
線
部
分
⑸
「
横
断
的
に
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

　
昔
な
が
ら
の
分
節
と
は
別
に
、
そ
れ
と
は
相
反
す
る
分
節
と
し
て

②

　
昔
な
が
ら
の
分
節
と
は
別
に
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
関
わ
る
分
節
と
し
て

③

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
近
代
的
に
解
釈
し
た
分
節
と
し
て

④

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
よ
り
細
分
化
し
た
分
節
と
し
て

⑤

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
別
の
言
い
方
で
捉
え
た
分
節
と
し
て

問
八

　
傍
線
部
分
⑹
「
食
物
繊
維
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
不
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
消
化
の
し
や
す
さ
を
基
準
に
し
た
分
節
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る

②

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
近
代
栄
養
学
が
発
達
す
る
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る

③

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
栄
養
素
と
い
う
意
味
単
位
を
細
分
化
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る

④

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
水
に
溶
け
る
か
と
い
う
基
準
で
下
位
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑤

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
食
物
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
捉
え
る
に
は
粗
大
な
も
の
で
あ
る

17

問
九

　
本
文
で
は
、
食
品
の
分
節
の
あ
り
か
た
と
し
て
、
飯
・
焼
魚
・
漬
物
・
味
噌
汁
と
い
う
昔
な
が
ら
の
分
節
と
、
近
代
栄
養
学
に
よ
る
新
し
い
分

節
が
挙
げ
ら
れ
、
人
工
食
品
が
新
し
い
分
節
の
所
産
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
節
に
関
す
る
次
の
説
明
の
う
ち
、
本
文
の

内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

　
昔
な
が
ら
の
分
節
も
、
意
味
単
位
に
よ
る
構
造
化
で
あ
る
以
上
、「
密
」
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
分
節
も
、
意
味
単
位
で
は
な
く

科
学
に
よ
る
構
造
化
と
い
う
点
で
は
異
な
る
が
、
や
は
り
「
密
」
で
は
な
く
、
人
工
食
品
も
「
粗
」
で
あ
る

②

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
分
節
の
仕
方
に
厳
密
さ
を
欠
く
と
い
う
点
で
「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
新
し
い
分
節
は
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
一

見
「
密
」
な
面
を
持
つ
が
、
栄
養
素
を
純
粋
に
抽
出
し
て
作
ら
れ
た
人
工
食
品
は
「
粗
」
で
あ
る
と
い
え
る

③

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
食
品
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
捉
え
て
い
る
点
で
「
密
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
新
し
い
分
節
も
科
学
の
力
で
詳
細
に
食
品

を
分
析
す
る
点
で
「
密
」
で
は
あ
る
が
、
人
工
食
品
は
単
純
な
構
造
し
か
持
た
な
い
「
粗
」
な
も
の
で
あ
る

④

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
食
品
を
錯
綜
体
の
ま
ま
「
密
」
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
分
節
は
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
点
で

「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
人
工
食
品
も
「
粗
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

⑤

　
昔
な
が
ら
の
分
節
も
、
自
然
物
の
不
連
続
な
あ
り
か
た
に
く
ら
べ
れ
ば
「
密
」
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
分
節
も
「
密
」
な
も
の
で

は
な
く
、
栄
養
素
だ
け
を
取
り
出
し
て
作
っ
た
人
工
食
品
は
自
然
物
と
し
て
の
食
物
よ
り
も
「
粗
」
で
あ
る
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14

イ

　
リ
サ
ン

①

　
け
ん
か
の
相
手
に
コ
ウ
サ
ン
す
る

②

　
当
初
の
モ
ク
サ
ン
が
外
れ
る

③

　
戦
争
の
サ
ン
ゲ
キ
を
繰
り
返
さ
な
い

④

　
彼
は
韻
文
も
サ
ン
ブ
ン
も
得
意
だ

⑤

　
提
案
へ
の
サ
ン
ピ
に
つ
い
て
投
票
す
る

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
密
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
適
当
な
も
の
を
二
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

（
解
答
欄

一
行
に
二
つ
マ
ー
ク
す
る
こ
と
）。

①

　
都
市
は
街
路
樹
な
ど
の
自
然
物
が
緻
密
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
「
密
」
な
空
間
と
呼
べ
る

②

　
木
々
の
葉
ず
れ
な
ど
の
自
然
音
は
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
「
密
」
な
も
の
に
変
わ
る

③

　
人
間
と
い
う
生
き
物
は
自
然
物
の
ひ
と
つ
で
あ
り
「
密
」
な
要
素
を
持
つ
と
い
え
る

④

　
自
然
の
海
岸
線
も
入
り
組
ん
だ
地
形
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い

⑤

　
「
密
」
な
も
の
に
包
ま
れ
る
と
人
間
は
「
懐
か
し
さ
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る

問
三

　
傍
線
部
分
⑵
「
人
工
物
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

①

　
人
工
物
も
、
心
を
込
め
て
精
緻
に
作
り
上
げ
れ
ば
自
然
物
と
同
様
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

②

　
人
工
物
も
、「
原
初
の
カ
タ
チ
」
を
か
か
え
た
ま
ま
の
人
間
が
作
れ
ば
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

③

　
人
工
物
も
、
人
の
手
を
離
れ
て
風
化
し
て
ゆ
く
と
そ
れ
に
応
じ
て
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

④

　
人
工
物
も
、
言
葉
に
よ
る
網
目
構
造
で
捉
え
直
せ
ば
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

⑤

　
人
工
物
も
、
自
然
物
の
な
か
に
溶
け
込
む
よ
う
に
配
置
す
る
と
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

15

問
四

　
傍
線
部
分
⑶
「
つ
き
た
て
の
モ
チ
」
と
は
何
を
た
と
え
た
表
現
か
。
本
文
中
に
あ
る
次
の
語
句
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

①

　「
か
ん
が
え
」

　
　②

　世
界

　
　③

　言
葉

　
　④

　網
目
構
造

　
　⑤

　意
味

問
五

　
傍
線
部
分
⑷
「
何
が
失
わ
れ
た
の
か
人
間
に
は
知
り
え
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

①

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
読
み
と
っ
て
い
る
が
、
一
度
捉
え
た
も
の
を
失
う
と
言
葉
で
は
二
度
と
取
り
戻
せ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

②

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
連
続
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
も
の
は
把
握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

③

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
理
解
し
て
い
る
が
、
言
葉
の
キ
メ
こ
ま
か
さ
が
十
分
で
な
け
れ
ば
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
が
残
る
と
い
う
こ
と

④

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
の
あ
り
よ
う
を
捉
え
て
い
る
が
、
言
葉
に
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

⑤

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
分
節
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
言
葉
に
な
ら
な
い
も
の
は
捉
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

問
六

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

①

　塊
（
マ
グ
マ
）

　
　
　
　
　②

　切
れ
目
（
網
目
構
造
）

　
　③

　積
み
木
細
工
（
錯
綜
体
）

④

　不
連
続
体
（
構
造
体
）

　
　⑤

　言
葉
（
意
味
単
位
）

16

問
七

　
傍
線
部
分
⑸
「
横
断
的
に
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

　
昔
な
が
ら
の
分
節
と
は
別
に
、
そ
れ
と
は
相
反
す
る
分
節
と
し
て

②

　
昔
な
が
ら
の
分
節
と
は
別
に
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
関
わ
る
分
節
と
し
て

③

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
近
代
的
に
解
釈
し
た
分
節
と
し
て

④

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
よ
り
細
分
化
し
た
分
節
と
し
て

⑤

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
別
の
言
い
方
で
捉
え
た
分
節
と
し
て

問
八

　
傍
線
部
分
⑹
「
食
物
繊
維
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
不
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
消
化
の
し
や
す
さ
を
基
準
に
し
た
分
節
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る

②

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
近
代
栄
養
学
が
発
達
す
る
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る

③

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
栄
養
素
と
い
う
意
味
単
位
を
細
分
化
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る

④

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
水
に
溶
け
る
か
と
い
う
基
準
で
下
位
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑤

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
食
物
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
捉
え
る
に
は
粗
大
な
も
の
で
あ
る

17

問
九

　
本
文
で
は
、
食
品
の
分
節
の
あ
り
か
た
と
し
て
、
飯
・
焼
魚
・
漬
物
・
味
噌
汁
と
い
う
昔
な
が
ら
の
分
節
と
、
近
代
栄
養
学
に
よ
る
新
し
い
分

節
が
挙
げ
ら
れ
、
人
工
食
品
が
新
し
い
分
節
の
所
産
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
節
に
関
す
る
次
の
説
明
の
う
ち
、
本
文
の

内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

　
昔
な
が
ら
の
分
節
も
、
意
味
単
位
に
よ
る
構
造
化
で
あ
る
以
上
、「
密
」
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
分
節
も
、
意
味
単
位
で
は
な
く

科
学
に
よ
る
構
造
化
と
い
う
点
で
は
異
な
る
が
、
や
は
り
「
密
」
で
は
な
く
、
人
工
食
品
も
「
粗
」
で
あ
る

②

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
分
節
の
仕
方
に
厳
密
さ
を
欠
く
と
い
う
点
で
「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
新
し
い
分
節
は
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
一

見
「
密
」
な
面
を
持
つ
が
、
栄
養
素
を
純
粋
に
抽
出
し
て
作
ら
れ
た
人
工
食
品
は
「
粗
」
で
あ
る
と
い
え
る

③

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
食
品
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
捉
え
て
い
る
点
で
「
密
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
新
し
い
分
節
も
科
学
の
力
で
詳
細
に
食
品

を
分
析
す
る
点
で
「
密
」
で
は
あ
る
が
、
人
工
食
品
は
単
純
な
構
造
し
か
持
た
な
い
「
粗
」
な
も
の
で
あ
る

④

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
食
品
を
錯
綜
体
の
ま
ま
「
密
」
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
分
節
は
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
点
で

「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
人
工
食
品
も
「
粗
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

⑤

　
昔
な
が
ら
の
分
節
も
、
自
然
物
の
不
連
続
な
あ
り
か
た
に
く
ら
べ
れ
ば
「
密
」
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
分
節
も
「
密
」
な
も
の
で

は
な
く
、
栄
養
素
だ
け
を
取
り
出
し
て
作
っ
た
人
工
食
品
は
自
然
物
と
し
て
の
食
物
よ
り
も
「
粗
」
で
あ
る
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14

イ

　
リ
サ
ン

①

　
け
ん
か
の
相
手
に
コ
ウ
サ
ン
す
る

②

　
当
初
の
モ
ク
サ
ン
が
外
れ
る

③

　
戦
争
の
サ
ン
ゲ
キ
を
繰
り
返
さ
な
い

④

　
彼
は
韻
文
も
サ
ン
ブ
ン
も
得
意
だ

⑤

　
提
案
へ
の
サ
ン
ピ
に
つ
い
て
投
票
す
る

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
密
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
適
当
な
も
の
を
二
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

14

（
解
答
欄

一
行
に
二
つ
マ
ー
ク
す
る
こ
と
）。

①

　
都
市
は
街
路
樹
な
ど
の
自
然
物
が
緻
密
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
「
密
」
な
空
間
と
呼
べ
る

②

　
木
々
の
葉
ず
れ
な
ど
の
自
然
音
は
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
「
密
」
な
も
の
に
変
わ
る

③

　
人
間
と
い
う
生
き
物
は
自
然
物
の
ひ
と
つ
で
あ
り
「
密
」
な
要
素
を
持
つ
と
い
え
る

④

　
自
然
の
海
岸
線
も
入
り
組
ん
だ
地
形
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い

⑤

　
「
密
」
な
も
の
に
包
ま
れ
る
と
人
間
は
「
懐
か
し
さ
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る

問
三

　
傍
線
部
分
⑵
「
人
工
物
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

15

。

①

　
人
工
物
も
、
心
を
込
め
て
精
緻
に
作
り
上
げ
れ
ば
自
然
物
と
同
様
の
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

②

　
人
工
物
も
、「
原
初
の
カ
タ
チ
」
を
か
か
え
た
ま
ま
の
人
間
が
作
れ
ば
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

③

　
人
工
物
も
、
人
の
手
を
離
れ
て
風
化
し
て
ゆ
く
と
そ
れ
に
応
じ
て
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

④

　
人
工
物
も
、
言
葉
に
よ
る
網
目
構
造
で
捉
え
直
せ
ば
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

⑤

　
人
工
物
も
、
自
然
物
の
な
か
に
溶
け
込
む
よ
う
に
配
置
す
る
と
「
キ
メ
こ
ま
か
さ
」
を
持
つ
よ
う
に
な
る

15

問
四

　
傍
線
部
分
⑶
「
つ
き
た
て
の
モ
チ
」
と
は
何
を
た
と
え
た
表
現
か
。
本
文
中
に
あ
る
次
の
語
句
の
う
ち
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

16

。

①

　「
か
ん
が
え
」

　
　②

　世
界

　
　③

　言
葉

　
　④

　網
目
構
造

　
　⑤

　意
味

問
五

　
傍
線
部
分
⑷
「
何
が
失
わ
れ
た
の
か
人
間
に
は
知
り
え
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

17

。

①

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
読
み
と
っ
て
い
る
が
、
一
度
捉
え
た
も
の
を
失
う
と
言
葉
で
は
二
度
と
取
り
戻
せ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

②

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
連
続
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
も
の
は
把
握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

③

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
理
解
し
て
い
る
が
、
言
葉
の
キ
メ
こ
ま
か
さ
が
十
分
で
な
け
れ
ば
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
が
残
る
と
い
う
こ
と

④

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
の
あ
り
よ
う
を
捉
え
て
い
る
が
、
言
葉
に
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

⑤

　人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
世
界
を
分
節
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
言
葉
に
な
ら
な
い
も
の
は
捉
え
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

問
六

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
句
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

18

。

①

　塊
（
マ
グ
マ
）

　
　
　
　
　②

　切
れ
目
（
網
目
構
造
）

　
　③

　積
み
木
細
工
（
錯
綜
体
）

④

　不
連
続
体
（
構
造
体
）

　
　⑤

　言
葉
（
意
味
単
位
）

16

問
七

　
傍
線
部
分
⑸
「
横
断
的
に
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

19

。

①

　
昔
な
が
ら
の
分
節
と
は
別
に
、
そ
れ
と
は
相
反
す
る
分
節
と
し
て

②

　
昔
な
が
ら
の
分
節
と
は
別
に
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
関
わ
る
分
節
と
し
て

③

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
近
代
的
に
解
釈
し
た
分
節
と
し
て

④

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
よ
り
細
分
化
し
た
分
節
と
し
て

⑤

　
昔
な
が
ら
の
分
節
を
も
と
に
、
そ
れ
を
別
の
言
い
方
で
捉
え
た
分
節
と
し
て

問
八

　
傍
線
部
分
⑹
「
食
物
繊
維
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
不
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

20

。

①

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
消
化
の
し
や
す
さ
を
基
準
に
し
た
分
節
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る

②

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
近
代
栄
養
学
が
発
達
す
る
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る

③

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
栄
養
素
と
い
う
意
味
単
位
を
細
分
化
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る

④

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
水
に
溶
け
る
か
と
い
う
基
準
で
下
位
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑤

　
食
物
繊
維
と
い
う
概
念
は
、
食
物
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
捉
え
る
に
は
粗
大
な
も
の
で
あ
る

17

問
九

　
本
文
で
は
、
食
品
の
分
節
の
あ
り
か
た
と
し
て
、
飯
・
焼
魚
・
漬
物
・
味
噌
汁
と
い
う
昔
な
が
ら
の
分
節
と
、
近
代
栄
養
学
に
よ
る
新
し
い
分

節
が
挙
げ
ら
れ
、
人
工
食
品
が
新
し
い
分
節
の
所
産
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
節
に
関
す
る
次
の
説
明
の
う
ち
、
本
文
の

内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

21

。

①

　
昔
な
が
ら
の
分
節
も
、
意
味
単
位
に
よ
る
構
造
化
で
あ
る
以
上
、「
密
」
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
分
節
も
、
意
味
単
位
で
は
な
く

科
学
に
よ
る
構
造
化
と
い
う
点
で
は
異
な
る
が
、
や
は
り
「
密
」
で
は
な
く
、
人
工
食
品
も
「
粗
」
で
あ
る

②

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
分
節
の
仕
方
に
厳
密
さ
を
欠
く
と
い
う
点
で
「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
新
し
い
分
節
は
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
一

見
「
密
」
な
面
を
持
つ
が
、
栄
養
素
を
純
粋
に
抽
出
し
て
作
ら
れ
た
人
工
食
品
は
「
粗
」
で
あ
る
と
い
え
る

③

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
食
品
の
自
然
な
あ
り
か
た
を
捉
え
て
い
る
点
で
「
密
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
新
し
い
分
節
も
科
学
の
力
で
詳
細
に
食
品

を
分
析
す
る
点
で
「
密
」
で
は
あ
る
が
、
人
工
食
品
は
単
純
な
構
造
し
か
持
た
な
い
「
粗
」
な
も
の
で
あ
る

④

　
昔
な
が
ら
の
分
節
は
、
食
品
を
錯
綜
体
の
ま
ま
「
密
」
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
分
節
は
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
点
で

「
密
」
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
人
工
食
品
も
「
粗
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

⑤

　
昔
な
が
ら
の
分
節
も
、
自
然
物
の
不
連
続
な
あ
り
か
た
に
く
ら
べ
れ
ば
「
密
」
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
分
節
も
「
密
」
な
も
の
で

は
な
く
、
栄
養
素
だ
け
を
取
り
出
し
て
作
っ
た
人
工
食
品
は
自
然
物
と
し
て
の
食
物
よ
り
も
「
粗
」
で
あ
る
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19

以
降
は
選
択
問
題
で
す
。
表
紙
の
【
表
】
の
指
示
に
従
っ
て
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
し
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題
冊
子
の
解
答
番
号
と
解
答
用
紙
の
番
号
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

選
択
問
題
を
二
つ
以
上
解
答
し
た
場
合
、
得
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

20

三
ア

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

現
代
社
会
の
中
で
の
科
学
は
、
ま
ず
「
役
に
立
つ
技
術
を
生
む
た
め
の
知
識
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
役
に
立
つ
」
と
い

う
言
葉
に
、
科
学
者
も
社
会
も
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
役
に
立
つ
」
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
そ
の
意
味
を
て
い
ね
い
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、
科
学
と
科
学
技
術
は
決
し
て
同
じ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
科
学
、
科
学
技
術
、
役
に
立
つ
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
一
つ
一
つ
て
い

ね
い
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
を
憂
い
、
大
人
の
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
欠
如
を
嘆
く
声
は
、
新
し
い
科
学
技
術
開
発
と
そ
れ
が
生
み
出
す
新
製
品
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
経
済
成
長
を
求
め
て
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
必
要
性
を
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、「
自
然
科
学
」
と
い
う
よ
う
に
、
科
学
の
本
来
の

姿
は
、
自
然
と
向
き
合
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
然
観
、
人
間
観
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
科
学
は
一
つ
の
文
化
な
の
で
す
。
近
年
日
本

で
は
、
科
学
と
い
う
言
葉
を
単
純
に
科
学
技
術
に
置
き
換
え
て
し
ま
い
、
文
化
と
し
て
存
在
す
る
科
学
そ
の
も
の
を
忘
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

科
学
を
文
化
と
す
る
な
ら
、
本
を
読
み
、
絵
を
眺
め
、
音
楽
を
聴
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
誰
も
が
科
学
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、
科
学
が
社

会
の
中
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
こ
で
、
作
家
や
画
家
や
音
楽
家
が
自
分
の
作
品
を
世
に
出
す
と
き
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
求
め
た

り
す
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る
と
、
今
の
科
学
の
あ
り
よ
う
の
不
自
然
さ
が
見
え
て
き
ま
す
。

私
は
、
こ
こ
に
科
学
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
制
度
で
は
、
科
学
が
社
会
へ
と
出
て
い
く
方
法
は
論
文
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
論

文
は
、
分
野
を
同
じ
く
し
て
い
る
専
門
家
に
理
解
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
で
十
分
な
事
柄
を
書
く
た
め
の
作
法
も
き
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
論
文
は
重
要
な
発
信
方
法
で
す
が
、
文
化
と
し
て
科
学
が
広
く
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
た
時
に
は
、
あ
ま
り
に
も
限
定
さ
れ
た

対
象
へ
の
特
殊
な
形
で
の
発
信
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
小
説
や
絵
や
音
楽
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
し
か
も
最
近
は
論
文
の
数
や
ど
の
専
門
誌
に

投
稿
す
る
か
な
ど
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
競
争
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
震
災
後
に
、
音
楽
家
は
す
ぐ
被
災
地
で
歌
い
人
の

心
を
明
る
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
基
礎
科
学
の
研
究
者
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
と
述
べ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
う
な
の
で
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
こ
で
比
較
し
て
み
た
い
の
が
音
楽
で
す
。
小
説
や
絵
は
作
品
が
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
音
楽
は
楽
譜
の
状
態
で

⑴
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理
解
す
る
こ
と
は
一
般
の
聞
き
手
に
は
難
し
く
、
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
す
ば
ら
し
い
と
思
え
る
の
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ピ
ア
ノ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
家
と
い
う
「
専
門
家
」
に
よ
る
表
現
が
あ
る
か
ら
で
す
。
演
奏
家
は
楽
譜
を
通
し
て
、
音
楽
と
同
時
に
自
分
を
表
現
し
ま

す
。
私
は
、
科
学
に
も
こ
の
作
業
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
で
な
く
表
現
者
で
す
。
し
か
も
、
本
来
な
ら
音
楽

も
作
曲
家
が
演
奏
者
で
も
あ
る
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
原
点
で
し
ょ
う
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。
科

学
者
も
本
来
は
、
そ
う
あ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
科
学
の
表
現
」、
こ
れ
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
言
っ
て
し
ま
う
と
科
学
の
成
果
や
社
会
で
い
か
に
役
立
つ
か
を
伝
え
る
こ

と
と
な
り
、
得
て
し
て

Ａ

と
な
り
が
ち
で
す
。
論
文
と
い
う
楽
譜
を
い
か
に
演
奏
す
る
か
、
表
現
す
る
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
私
の
属
す
る
生

命
誌
研
究
館
で
は
こ
の
道
を
探
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
文
化
と
し
て
の
科
学
の
表
現
に
対
し
て
、
広
く
一
般
の
人
々
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に
す
る
に
は
、
科
学
者
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

概
し
て
、
人
の
話
を
聞
く
場
合
、
大
切
な
の
は
そ
の
内
容
と
同
じ
く
ら
い
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
そ
の
人
へ
の
関
心
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
信
頼
で
す
。

そ
れ
が
あ
れ
ば
少
々
難
し
い
こ
と
で
も
耳
を
傾
け
、
学
ぶ
気
持
に
な
り
ま
す
。
話
上
手
で
な
く
て
も
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
学
生
の
頃
は
、
湯
川
秀
樹
先
生
が
日
本
で
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
、
朝と

も

永な
が

振
一
郎
先
生
も
そ
の

候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
物
理
学
が
輝
い
て
い
た
時
代
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
朝
永
先
生
の
講
義
を
ぜ
ひ
聞
き
た
い
と
思
い
、
憧
れ
の
気
持
で
教

室
に
行
き
ま
し
た
。
先
生
は
文
章
が
お
上
手
で
す
し
、
み
ご
と
な
講
義
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
に
は
違
い
な
い
の
で
す
が
、
な
に
せ
お
声
が
小
さ
く
ボ

ソ
ボ
ソ
っ
と
話
さ
れ
る
の
で
す
。
で
も
、
先
生
の
話
を
聞
き
た
い
一
心
で
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
講
義
は
わ
か
り
や
す
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
準

を
作
っ
て
学
生
に
評
価
さ
せ
る
の
が
最
近
の
フ
ウ
チ
ョ
ウ
で
す
が
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
魅
力
で
し
た
。

幸
い
朝
永
先
生
も
湯
川
先
生
も
生
物
学
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ら
し
た
の
で
、
大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
物
理
の
難
し
い
話
で
な
く
Ｄ
Ｎ
Ａ
や

細
胞
に
つ
い
て
の
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
先
生
方
は
、
常
に
新
し
い
学
問
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
科
学
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
幅
の
広
さ
が
印
象
的
で
、
こ
れ
が
若
者
を
惹
き
つ
け
る
力
な
の
だ
と
感
じ
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

ア
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教
育
と
は
ま
さ
に
、
こ
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
先
生
へ
の
信
頼
が
基
本
で
す
。
最
も
大
事
な
の
は
人
間
と
し
て
語
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
考
慮
せ
ず
に
、
科
学
は
難
し
い
特
別
の
分
野
と
し
、
科
学
者
・
科
学
技
術
者
は
、
普
通
の
人
と
同
じ
考
え
方
が
で
き
な
い
、
普
通
の
言
葉

も
話
せ
な
い
人
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
の
こ
と
は
そ
れ
を
専
門
と
す
る
人
が
最
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
人
に
聞
く
の
が
最
も
よ
い
は
ず
で
す
。
私
は
仕
事
の
中
で
専

門
の
異
な
る
方
た
ち
と
話
す
機
会
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
数
学
、
情
報
科
学
、
言
語
学
な
ど
、
な
じ
み
の
な
い
分
野
の
話
を
聞
く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
す
べ
て
理
解
す
る
こ
と
な
ど
ト
ウ
テ
イ
で
き
ま
せ
ん
。
正
直
、
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
お
話
の
中
か
ら
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
な

こ
と
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
ま
す
し
、
最
も
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
は
や
は
り
専
門
家
に
直
接
話
を
伺
っ
た
時
で
す
。

あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
専
門
家
へ
の
信
頼
が
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
現
在
の
科
学
そ
し
て
科
学
者
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
の

が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
そ
の
根
本
を
直
さ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
置
く
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

専
門
家
の
言
葉
を
受
け
と
め
る
社
会
の
側
も
、「
言
葉
の
意
味
を
よ
く
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、

新
た
な
技
術
を
標
榜ぼ

う

す
る
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
独
り
歩
き
し
が
ち
で
す
。
生
物
学
の
関
連
で
言
う
な
ら
一
九
八
〇
年
代
に
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
、
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
出
版
社
ま
で
そ
の
研
究
に
参
入
す
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
技

術
を
用
い
て
何
を
生
み
出
す
の
か
と
い
う
明
確
な
道
筋
も
な
く
言
葉
だ
け
が
躍
っ
た
感
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
か
ら
確
た
る
産
業
構
造
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
無
関
心
」
で
も
「
過
剰
な
期
待
」
で
も
な
い
態
度
で
、
科
学
が
明
ら
か
に
し
た
成
果
や
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
科
学
技
術
を
、
適
切
に
利
用
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
を
構
成
す
る
一
人
一
人
が
、

Ｂ

に
、
自
分
の
感
覚
で
、
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
原
発
事
故
を
機
に
関
心
が
高
ま
っ
た
「
自
然
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
再
生
と
は
と
考
え
て
み
る
と
、

実
際
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
社
会
を
動
か
し
て
い
く
に
は
、
社
会
の
し
く
み
を
変
え
て
い
く
ほ
か
な
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な
一
極
集

中
型
で
大
型
化
を
め
ざ
す
社
会
に
は
、
太
陽
光
・
風
・
水
・
地
熱
の
利
用
の
ど
れ
も
向
き
ま
せ
ん
。
地
産
地
消
型
の
小
さ
な
地
域
を
基
本
に
置
き
、
経
済

価
値
か
ら
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
生
活
す
べ
て
か
ら
の
評
価
で
事
が
動
く
社
会
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
無
理
で
す
。
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以
降
は
選
択
問
題
で
す
。
表
紙
の
【
表
】
の
指
示
に
従
っ
て
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
し
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題
冊
子
の
解
答
番
号
と
解
答
用
紙
の
番
号
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

選
択
問
題
を
二
つ
以
上
解
答
し
た
場
合
、
得
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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三
ア

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

現
代
社
会
の
中
で
の
科
学
は
、
ま
ず
「
役
に
立
つ
技
術
を
生
む
た
め
の
知
識
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
役
に
立
つ
」
と
い

う
言
葉
に
、
科
学
者
も
社
会
も
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
役
に
立
つ
」
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
そ
の
意
味
を
て
い
ね
い
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、
科
学
と
科
学
技
術
は
決
し
て
同
じ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
科
学
、
科
学
技
術
、
役
に
立
つ
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
一
つ
一
つ
て
い

ね
い
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
を
憂
い
、
大
人
の
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
欠
如
を
嘆
く
声
は
、
新
し
い
科
学
技
術
開
発
と
そ
れ
が
生
み
出
す
新
製
品
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
経
済
成
長
を
求
め
て
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
必
要
性
を
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、「
自
然
科
学
」
と
い
う
よ
う
に
、
科
学
の
本
来
の

姿
は
、
自
然
と
向
き
合
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
然
観
、
人
間
観
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
科
学
は
一
つ
の
文
化
な
の
で
す
。
近
年
日
本

で
は
、
科
学
と
い
う
言
葉
を
単
純
に
科
学
技
術
に
置
き
換
え
て
し
ま
い
、
文
化
と
し
て
存
在
す
る
科
学
そ
の
も
の
を
忘
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

科
学
を
文
化
と
す
る
な
ら
、
本
を
読
み
、
絵
を
眺
め
、
音
楽
を
聴
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
誰
も
が
科
学
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、
科
学
が
社

会
の
中
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
こ
で
、
作
家
や
画
家
や
音
楽
家
が
自
分
の
作
品
を
世
に
出
す
と
き
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
求
め
た

り
す
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る
と
、
今
の
科
学
の
あ
り
よ
う
の
不
自
然
さ
が
見
え
て
き
ま
す
。

私
は
、
こ
こ
に
科
学
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
制
度
で
は
、
科
学
が
社
会
へ
と
出
て
い
く
方
法
は
論
文
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
論

文
は
、
分
野
を
同
じ
く
し
て
い
る
専
門
家
に
理
解
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
で
十
分
な
事
柄
を
書
く
た
め
の
作
法
も
き
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
論
文
は
重
要
な
発
信
方
法
で
す
が
、
文
化
と
し
て
科
学
が
広
く
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
た
時
に
は
、
あ
ま
り
に
も
限
定
さ
れ
た

対
象
へ
の
特
殊
な
形
で
の
発
信
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
小
説
や
絵
や
音
楽
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
し
か
も
最
近
は
論
文
の
数
や
ど
の
専
門
誌
に

投
稿
す
る
か
な
ど
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
競
争
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
震
災
後
に
、
音
楽
家
は
す
ぐ
被
災
地
で
歌
い
人
の

心
を
明
る
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
基
礎
科
学
の
研
究
者
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
と
述
べ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
う
な
の
で
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
こ
で
比
較
し
て
み
た
い
の
が
音
楽
で
す
。
小
説
や
絵
は
作
品
が
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
音
楽
は
楽
譜
の
状
態
で

⑴

⑵
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理
解
す
る
こ
と
は
一
般
の
聞
き
手
に
は
難
し
く
、
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
す
ば
ら
し
い
と
思
え
る
の
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ピ
ア
ノ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
家
と
い
う
「
専
門
家
」
に
よ
る
表
現
が
あ
る
か
ら
で
す
。
演
奏
家
は
楽
譜
を
通
し
て
、
音
楽
と
同
時
に
自
分
を
表
現
し
ま

す
。
私
は
、
科
学
に
も
こ
の
作
業
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
で
な
く
表
現
者
で
す
。
し
か
も
、
本
来
な
ら
音
楽

も
作
曲
家
が
演
奏
者
で
も
あ
る
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
原
点
で
し
ょ
う
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。
科

学
者
も
本
来
は
、
そ
う
あ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
科
学
の
表
現
」、
こ
れ
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
言
っ
て
し
ま
う
と
科
学
の
成
果
や
社
会
で
い
か
に
役
立
つ
か
を
伝
え
る
こ

と
と
な
り
、
得
て
し
て

Ａ

と
な
り
が
ち
で
す
。
論
文
と
い
う
楽
譜
を
い
か
に
演
奏
す
る
か
、
表
現
す
る
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
私
の
属
す
る
生

命
誌
研
究
館
で
は
こ
の
道
を
探
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
文
化
と
し
て
の
科
学
の
表
現
に
対
し
て
、
広
く
一
般
の
人
々
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に
す
る
に
は
、
科
学
者
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

概
し
て
、
人
の
話
を
聞
く
場
合
、
大
切
な
の
は
そ
の
内
容
と
同
じ
く
ら
い
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
そ
の
人
へ
の
関
心
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
信
頼
で
す
。

そ
れ
が
あ
れ
ば
少
々
難
し
い
こ
と
で
も
耳
を
傾
け
、
学
ぶ
気
持
に
な
り
ま
す
。
話
上
手
で
な
く
て
も
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
学
生
の
頃
は
、
湯
川
秀
樹
先
生
が
日
本
で
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
、
朝と

も

永な
が

振
一
郎
先
生
も
そ
の

候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
物
理
学
が
輝
い
て
い
た
時
代
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
朝
永
先
生
の
講
義
を
ぜ
ひ
聞
き
た
い
と
思
い
、
憧
れ
の
気
持
で
教

室
に
行
き
ま
し
た
。
先
生
は
文
章
が
お
上
手
で
す
し
、
み
ご
と
な
講
義
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
に
は
違
い
な
い
の
で
す
が
、
な
に
せ
お
声
が
小
さ
く
ボ

ソ
ボ
ソ
っ
と
話
さ
れ
る
の
で
す
。
で
も
、
先
生
の
話
を
聞
き
た
い
一
心
で
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
講
義
は
わ
か
り
や
す
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
準

を
作
っ
て
学
生
に
評
価
さ
せ
る
の
が
最
近
の
フ
ウ
チ
ョ
ウ
で
す
が
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
魅
力
で
し
た
。

幸
い
朝
永
先
生
も
湯
川
先
生
も
生
物
学
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ら
し
た
の
で
、
大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
物
理
の
難
し
い
話
で
な
く
Ｄ
Ｎ
Ａ
や

細
胞
に
つ
い
て
の
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
先
生
方
は
、
常
に
新
し
い
学
問
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
科
学
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
幅
の
広
さ
が
印
象
的
で
、
こ
れ
が
若
者
を
惹
き
つ
け
る
力
な
の
だ
と
感
じ
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

ア
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教
育
と
は
ま
さ
に
、
こ
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
先
生
へ
の
信
頼
が
基
本
で
す
。
最
も
大
事
な
の
は
人
間
と
し
て
語
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
考
慮
せ
ず
に
、
科
学
は
難
し
い
特
別
の
分
野
と
し
、
科
学
者
・
科
学
技
術
者
は
、
普
通
の
人
と
同
じ
考
え
方
が
で
き
な
い
、
普
通
の
言
葉

も
話
せ
な
い
人
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
の
こ
と
は
そ
れ
を
専
門
と
す
る
人
が
最
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
人
に
聞
く
の
が
最
も
よ
い
は
ず
で
す
。
私
は
仕
事
の
中
で
専

門
の
異
な
る
方
た
ち
と
話
す
機
会
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
数
学
、
情
報
科
学
、
言
語
学
な
ど
、
な
じ
み
の
な
い
分
野
の
話
を
聞
く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
す
べ
て
理
解
す
る
こ
と
な
ど
ト
ウ
テ
イ
で
き
ま
せ
ん
。
正
直
、
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
お
話
の
中
か
ら
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
な

こ
と
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
ま
す
し
、
最
も
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
は
や
は
り
専
門
家
に
直
接
話
を
伺
っ
た
時
で
す
。

あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
専
門
家
へ
の
信
頼
が
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
現
在
の
科
学
そ
し
て
科
学
者
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
の

が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
そ
の
根
本
を
直
さ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
置
く
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

専
門
家
の
言
葉
を
受
け
と
め
る
社
会
の
側
も
、「
言
葉
の
意
味
を
よ
く
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、

新
た
な
技
術
を
標
榜ぼ

う

す
る
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
独
り
歩
き
し
が
ち
で
す
。
生
物
学
の
関
連
で
言
う
な
ら
一
九
八
〇
年
代
に
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
、
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
出
版
社
ま
で
そ
の
研
究
に
参
入
す
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
技

術
を
用
い
て
何
を
生
み
出
す
の
か
と
い
う
明
確
な
道
筋
も
な
く
言
葉
だ
け
が
躍
っ
た
感
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
か
ら
確
た
る
産
業
構
造
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
無
関
心
」
で
も
「
過
剰
な
期
待
」
で
も
な
い
態
度
で
、
科
学
が
明
ら
か
に
し
た
成
果
や
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
科
学
技
術
を
、
適
切
に
利
用
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
を
構
成
す
る
一
人
一
人
が
、

Ｂ

に
、
自
分
の
感
覚
で
、
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
原
発
事
故
を
機
に
関
心
が
高
ま
っ
た
「
自
然
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
再
生
と
は
と
考
え
て
み
る
と
、

実
際
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
社
会
を
動
か
し
て
い
く
に
は
、
社
会
の
し
く
み
を
変
え
て
い
く
ほ
か
な
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な
一
極
集

中
型
で
大
型
化
を
め
ざ
す
社
会
に
は
、
太
陽
光
・
風
・
水
・
地
熱
の
利
用
の
ど
れ
も
向
き
ま
せ
ん
。
地
産
地
消
型
の
小
さ
な
地
域
を
基
本
に
置
き
、
経
済

価
値
か
ら
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
生
活
す
べ
て
か
ら
の
評
価
で
事
が
動
く
社
会
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
無
理
で
す
。
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以
降
は
選
択
問
題
で
す
。
表
紙
の
【
表
】
の
指
示
に
従
っ
て
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
し
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題
冊
子
の
解
答
番
号
と
解
答
用
紙
の
番
号
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

選
択
問
題
を
二
つ
以
上
解
答
し
た
場
合
、
得
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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三
ア

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

現
代
社
会
の
中
で
の
科
学
は
、
ま
ず
「
役
に
立
つ
技
術
を
生
む
た
め
の
知
識
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
役
に
立
つ
」
と
い

う
言
葉
に
、
科
学
者
も
社
会
も
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
役
に
立
つ
」
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
そ
の
意
味
を
て
い
ね
い
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、
科
学
と
科
学
技
術
は
決
し
て
同
じ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
科
学
、
科
学
技
術
、
役
に
立
つ
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
一
つ
一
つ
て
い

ね
い
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
を
憂
い
、
大
人
の
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
欠
如
を
嘆
く
声
は
、
新
し
い
科
学
技
術
開
発
と
そ
れ
が
生
み
出
す
新
製
品
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
経
済
成
長
を
求
め
て
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
必
要
性
を
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、「
自
然
科
学
」
と
い
う
よ
う
に
、
科
学
の
本
来
の

姿
は
、
自
然
と
向
き
合
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
然
観
、
人
間
観
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
科
学
は
一
つ
の
文
化
な
の
で
す
。
近
年
日
本

で
は
、
科
学
と
い
う
言
葉
を
単
純
に
科
学
技
術
に
置
き
換
え
て
し
ま
い
、
文
化
と
し
て
存
在
す
る
科
学
そ
の
も
の
を
忘
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

科
学
を
文
化
と
す
る
な
ら
、
本
を
読
み
、
絵
を
眺
め
、
音
楽
を
聴
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
誰
も
が
科
学
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、
科
学
が
社

会
の
中
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
こ
で
、
作
家
や
画
家
や
音
楽
家
が
自
分
の
作
品
を
世
に
出
す
と
き
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
求
め
た

り
す
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る
と
、
今
の
科
学
の
あ
り
よ
う
の
不
自
然
さ
が
見
え
て
き
ま
す
。

私
は
、
こ
こ
に
科
学
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
制
度
で
は
、
科
学
が
社
会
へ
と
出
て
い
く
方
法
は
論
文
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
論

文
は
、
分
野
を
同
じ
く
し
て
い
る
専
門
家
に
理
解
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
で
十
分
な
事
柄
を
書
く
た
め
の
作
法
も
き
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
論
文
は
重
要
な
発
信
方
法
で
す
が
、
文
化
と
し
て
科
学
が
広
く
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
た
時
に
は
、
あ
ま
り
に
も
限
定
さ
れ
た

対
象
へ
の
特
殊
な
形
で
の
発
信
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
小
説
や
絵
や
音
楽
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
し
か
も
最
近
は
論
文
の
数
や
ど
の
専
門
誌
に

投
稿
す
る
か
な
ど
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
競
争
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
震
災
後
に
、
音
楽
家
は
す
ぐ
被
災
地
で
歌
い
人
の

心
を
明
る
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
基
礎
科
学
の
研
究
者
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
と
述
べ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
う
な
の
で
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
こ
で
比
較
し
て
み
た
い
の
が
音
楽
で
す
。
小
説
や
絵
は
作
品
が
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
音
楽
は
楽
譜
の
状
態
で

⑴

⑵
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理
解
す
る
こ
と
は
一
般
の
聞
き
手
に
は
難
し
く
、
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
す
ば
ら
し
い
と
思
え
る
の
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ピ
ア
ノ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
家
と
い
う
「
専
門
家
」
に
よ
る
表
現
が
あ
る
か
ら
で
す
。
演
奏
家
は
楽
譜
を
通
し
て
、
音
楽
と
同
時
に
自
分
を
表
現
し
ま

す
。
私
は
、
科
学
に
も
こ
の
作
業
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
で
な
く
表
現
者
で
す
。
し
か
も
、
本
来
な
ら
音
楽

も
作
曲
家
が
演
奏
者
で
も
あ
る
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
原
点
で
し
ょ
う
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。
科

学
者
も
本
来
は
、
そ
う
あ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
科
学
の
表
現
」、
こ
れ
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
言
っ
て
し
ま
う
と
科
学
の
成
果
や
社
会
で
い
か
に
役
立
つ
か
を
伝
え
る
こ

と
と
な
り
、
得
て
し
て

Ａ

と
な
り
が
ち
で
す
。
論
文
と
い
う
楽
譜
を
い
か
に
演
奏
す
る
か
、
表
現
す
る
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
私
の
属
す
る
生

命
誌
研
究
館
で
は
こ
の
道
を
探
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
文
化
と
し
て
の
科
学
の
表
現
に
対
し
て
、
広
く
一
般
の
人
々
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に
す
る
に
は
、
科
学
者
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

概
し
て
、
人
の
話
を
聞
く
場
合
、
大
切
な
の
は
そ
の
内
容
と
同
じ
く
ら
い
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
そ
の
人
へ
の
関
心
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
信
頼
で
す
。

そ
れ
が
あ
れ
ば
少
々
難
し
い
こ
と
で
も
耳
を
傾
け
、
学
ぶ
気
持
に
な
り
ま
す
。
話
上
手
で
な
く
て
も
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
学
生
の
頃
は
、
湯
川
秀
樹
先
生
が
日
本
で
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
、
朝と

も

永な
が

振
一
郎
先
生
も
そ
の

候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
物
理
学
が
輝
い
て
い
た
時
代
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
朝
永
先
生
の
講
義
を
ぜ
ひ
聞
き
た
い
と
思
い
、
憧
れ
の
気
持
で
教

室
に
行
き
ま
し
た
。
先
生
は
文
章
が
お
上
手
で
す
し
、
み
ご
と
な
講
義
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
に
は
違
い
な
い
の
で
す
が
、
な
に
せ
お
声
が
小
さ
く
ボ

ソ
ボ
ソ
っ
と
話
さ
れ
る
の
で
す
。
で
も
、
先
生
の
話
を
聞
き
た
い
一
心
で
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
講
義
は
わ
か
り
や
す
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
準

を
作
っ
て
学
生
に
評
価
さ
せ
る
の
が
最
近
の
フ
ウ
チ
ョ
ウ
で
す
が
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
魅
力
で
し
た
。

幸
い
朝
永
先
生
も
湯
川
先
生
も
生
物
学
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ら
し
た
の
で
、
大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
物
理
の
難
し
い
話
で
な
く
Ｄ
Ｎ
Ａ
や

細
胞
に
つ
い
て
の
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
先
生
方
は
、
常
に
新
し
い
学
問
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
科
学
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
幅
の
広
さ
が
印
象
的
で
、
こ
れ
が
若
者
を
惹
き
つ
け
る
力
な
の
だ
と
感
じ
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

ア
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教
育
と
は
ま
さ
に
、
こ
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
先
生
へ
の
信
頼
が
基
本
で
す
。
最
も
大
事
な
の
は
人
間
と
し
て
語
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
考
慮
せ
ず
に
、
科
学
は
難
し
い
特
別
の
分
野
と
し
、
科
学
者
・
科
学
技
術
者
は
、
普
通
の
人
と
同
じ
考
え
方
が
で
き
な
い
、
普
通
の
言
葉

も
話
せ
な
い
人
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
の
こ
と
は
そ
れ
を
専
門
と
す
る
人
が
最
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
人
に
聞
く
の
が
最
も
よ
い
は
ず
で
す
。
私
は
仕
事
の
中
で
専

門
の
異
な
る
方
た
ち
と
話
す
機
会
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
数
学
、
情
報
科
学
、
言
語
学
な
ど
、
な
じ
み
の
な
い
分
野
の
話
を
聞
く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
す
べ
て
理
解
す
る
こ
と
な
ど
ト
ウ
テ
イ
で
き
ま
せ
ん
。
正
直
、
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
お
話
の
中
か
ら
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
な

こ
と
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
ま
す
し
、
最
も
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
は
や
は
り
専
門
家
に
直
接
話
を
伺
っ
た
時
で
す
。

あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
専
門
家
へ
の
信
頼
が
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
現
在
の
科
学
そ
し
て
科
学
者
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
の

が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
そ
の
根
本
を
直
さ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
置
く
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

専
門
家
の
言
葉
を
受
け
と
め
る
社
会
の
側
も
、「
言
葉
の
意
味
を
よ
く
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、

新
た
な
技
術
を
標
榜ぼ

う

す
る
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
独
り
歩
き
し
が
ち
で
す
。
生
物
学
の
関
連
で
言
う
な
ら
一
九
八
〇
年
代
に
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
、
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
出
版
社
ま
で
そ
の
研
究
に
参
入
す
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
技

術
を
用
い
て
何
を
生
み
出
す
の
か
と
い
う
明
確
な
道
筋
も
な
く
言
葉
だ
け
が
躍
っ
た
感
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
か
ら
確
た
る
産
業
構
造
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
無
関
心
」
で
も
「
過
剰
な
期
待
」
で
も
な
い
態
度
で
、
科
学
が
明
ら
か
に
し
た
成
果
や
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
科
学
技
術
を
、
適
切
に
利
用
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
を
構
成
す
る
一
人
一
人
が
、

Ｂ

に
、
自
分
の
感
覚
で
、
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
原
発
事
故
を
機
に
関
心
が
高
ま
っ
た
「
自
然
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
再
生
と
は
と
考
え
て
み
る
と
、

実
際
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
社
会
を
動
か
し
て
い
く
に
は
、
社
会
の
し
く
み
を
変
え
て
い
く
ほ
か
な
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な
一
極
集

中
型
で
大
型
化
を
め
ざ
す
社
会
に
は
、
太
陽
光
・
風
・
水
・
地
熱
の
利
用
の
ど
れ
も
向
き
ま
せ
ん
。
地
産
地
消
型
の
小
さ
な
地
域
を
基
本
に
置
き
、
経
済

価
値
か
ら
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
生
活
す
べ
て
か
ら
の
評
価
で
事
が
動
く
社
会
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
無
理
で
す
。
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以
降
は
選
択
問
題
で
す
。
表
紙
の
【
表
】
の
指
示
に
従
っ
て
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
択
し
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題
冊
子
の
解
答
番
号
と
解
答
用
紙
の
番
号
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

選
択
問
題
を
二
つ
以
上
解
答
し
た
場
合
、
得
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

20

三
ア

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

現
代
社
会
の
中
で
の
科
学
は
、
ま
ず
「
役
に
立
つ
技
術
を
生
む
た
め
の
知
識
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
役
に
立
つ
」
と
い

う
言
葉
に
、
科
学
者
も
社
会
も
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
役
に
立
つ
」
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
そ
の
意
味
を
て
い
ね
い
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、
科
学
と
科
学
技
術
は
決
し
て
同
じ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
科
学
、
科
学
技
術
、
役
に
立
つ
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
一
つ
一
つ
て
い

ね
い
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
を
憂
い
、
大
人
の
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
の
欠
如
を
嘆
く
声
は
、
新
し
い
科
学
技
術
開
発
と
そ
れ
が
生
み
出
す
新
製
品
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
経
済
成
長
を
求
め
て
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
必
要
性
を
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、「
自
然
科
学
」
と
い
う
よ
う
に
、
科
学
の
本
来
の

姿
は
、
自
然
と
向
き
合
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
然
観
、
人
間
観
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
科
学
は
一
つ
の
文
化
な
の
で
す
。
近
年
日
本

で
は
、
科
学
と
い
う
言
葉
を
単
純
に
科
学
技
術
に
置
き
換
え
て
し
ま
い
、
文
化
と
し
て
存
在
す
る
科
学
そ
の
も
の
を
忘
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

科
学
を
文
化
と
す
る
な
ら
、
本
を
読
み
、
絵
を
眺
め
、
音
楽
を
聴
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
誰
も
が
科
学
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、
科
学
が
社

会
の
中
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
こ
こ
で
、
作
家
や
画
家
や
音
楽
家
が
自
分
の
作
品
を
世
に
出
す
と
き
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
求
め
た

り
す
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る
と
、
今
の
科
学
の
あ
り
よ
う
の
不
自
然
さ
が
見
え
て
き
ま
す
。

私
は
、
こ
こ
に
科
学
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
制
度
で
は
、
科
学
が
社
会
へ
と
出
て
い
く
方
法
は
論
文
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
論

文
は
、
分
野
を
同
じ
く
し
て
い
る
専
門
家
に
理
解
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
で
十
分
な
事
柄
を
書
く
た
め
の
作
法
も
き
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
論
文
は
重
要
な
発
信
方
法
で
す
が
、
文
化
と
し
て
科
学
が
広
く
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
た
時
に
は
、
あ
ま
り
に
も
限
定
さ
れ
た

対
象
へ
の
特
殊
な
形
で
の
発
信
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
小
説
や
絵
や
音
楽
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
し
か
も
最
近
は
論
文
の
数
や
ど
の
専
門
誌
に

投
稿
す
る
か
な
ど
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
競
争
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
震
災
後
に
、
音
楽
家
は
す
ぐ
被
災
地
で
歌
い
人
の

心
を
明
る
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
基
礎
科
学
の
研
究
者
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
と
述
べ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
う
な
の
で
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
こ
で
比
較
し
て
み
た
い
の
が
音
楽
で
す
。
小
説
や
絵
は
作
品
が
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
音
楽
は
楽
譜
の
状
態
で

⑴

⑵
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理
解
す
る
こ
と
は
一
般
の
聞
き
手
に
は
難
し
く
、
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
す
ば
ら
し
い
と
思
え
る
の
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ピ
ア
ノ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
家
と
い
う
「
専
門
家
」
に
よ
る
表
現
が
あ
る
か
ら
で
す
。
演
奏
家
は
楽
譜
を
通
し
て
、
音
楽
と
同
時
に
自
分
を
表
現
し
ま

す
。
私
は
、
科
学
に
も
こ
の
作
業
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
で
な
く
表
現
者
で
す
。
し
か
も
、
本
来
な
ら
音
楽

も
作
曲
家
が
演
奏
者
で
も
あ
る
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
が
原
点
で
し
ょ
う
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。
科

学
者
も
本
来
は
、
そ
う
あ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
科
学
の
表
現
」、
こ
れ
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
言
っ
て
し
ま
う
と
科
学
の
成
果
や
社
会
で
い
か
に
役
立
つ
か
を
伝
え
る
こ

と
と
な
り
、
得
て
し
て

Ａ

と
な
り
が
ち
で
す
。
論
文
と
い
う
楽
譜
を
い
か
に
演
奏
す
る
か
、
表
現
す
る
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
私
の
属
す
る
生

命
誌
研
究
館
で
は
こ
の
道
を
探
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
文
化
と
し
て
の
科
学
の
表
現
に
対
し
て
、
広
く
一
般
の
人
々
が
関
心
を
持
つ
よ
う
に
す
る
に
は
、
科
学
者
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

概
し
て
、
人
の
話
を
聞
く
場
合
、
大
切
な
の
は
そ
の
内
容
と
同
じ
く
ら
い
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
そ
の
人
へ
の
関
心
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
信
頼
で
す
。

そ
れ
が
あ
れ
ば
少
々
難
し
い
こ
と
で
も
耳
を
傾
け
、
学
ぶ
気
持
に
な
り
ま
す
。
話
上
手
で
な
く
て
も
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
学
生
の
頃
は
、
湯
川
秀
樹
先
生
が
日
本
で
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
、
朝と

も

永な
が

振
一
郎
先
生
も
そ
の

候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
物
理
学
が
輝
い
て
い
た
時
代
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
朝
永
先
生
の
講
義
を
ぜ
ひ
聞
き
た
い
と
思
い
、
憧
れ
の
気
持
で
教

室
に
行
き
ま
し
た
。
先
生
は
文
章
が
お
上
手
で
す
し
、
み
ご
と
な
講
義
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
に
は
違
い
な
い
の
で
す
が
、
な
に
せ
お
声
が
小
さ
く
ボ

ソ
ボ
ソ
っ
と
話
さ
れ
る
の
で
す
。
で
も
、
先
生
の
話
を
聞
き
た
い
一
心
で
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
講
義
は
わ
か
り
や
す
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
準

を
作
っ
て
学
生
に
評
価
さ
せ
る
の
が
最
近
の
フ
ウ
チ
ョ
ウ
で
す
が
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
魅
力
で
し
た
。

幸
い
朝
永
先
生
も
湯
川
先
生
も
生
物
学
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ら
し
た
の
で
、
大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
物
理
の
難
し
い
話
で
な
く
Ｄ
Ｎ
Ａ
や

細
胞
に
つ
い
て
の
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
先
生
方
は
、
常
に
新
し
い
学
問
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
科
学
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
幅
の
広
さ
が
印
象
的
で
、
こ
れ
が
若
者
を
惹
き
つ
け
る
力
な
の
だ
と
感
じ
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

ア
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教
育
と
は
ま
さ
に
、
こ
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
先
生
へ
の
信
頼
が
基
本
で
す
。
最
も
大
事
な
の
は
人
間
と
し
て
語
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
考
慮
せ
ず
に
、
科
学
は
難
し
い
特
別
の
分
野
と
し
、
科
学
者
・
科
学
技
術
者
は
、
普
通
の
人
と
同
じ
考
え
方
が
で
き
な
い
、
普
通
の
言
葉

も
話
せ
な
い
人
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
し
、
そ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
の
こ
と
は
そ
れ
を
専
門
と
す
る
人
が
最
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
人
に
聞
く
の
が
最
も
よ
い
は
ず
で
す
。
私
は
仕
事
の
中
で
専

門
の
異
な
る
方
た
ち
と
話
す
機
会
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
数
学
、
情
報
科
学
、
言
語
学
な
ど
、
な
じ
み
の
な
い
分
野
の
話
を
聞
く
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
す
べ
て
理
解
す
る
こ
と
な
ど
ト
ウ
テ
イ
で
き
ま
せ
ん
。
正
直
、
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
お
話
の
中
か
ら
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
な

こ
と
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
ま
す
し
、
最
も
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
は
や
は
り
専
門
家
に
直
接
話
を
伺
っ
た
時
で
す
。

あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
専
門
家
へ
の
信
頼
が
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
現
在
の
科
学
そ
し
て
科
学
者
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
の

が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
そ
の
根
本
を
直
さ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
置
く
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

専
門
家
の
言
葉
を
受
け
と
め
る
社
会
の
側
も
、「
言
葉
の
意
味
を
よ
く
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、

新
た
な
技
術
を
標
榜ぼ

う

す
る
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
独
り
歩
き
し
が
ち
で
す
。
生
物
学
の
関
連
で
言
う
な
ら
一
九
八
〇
年
代
に
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
、
製
造
業
だ
け
で
な
く
、
出
版
社
ま
で
そ
の
研
究
に
参
入
す
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
技

術
を
用
い
て
何
を
生
み
出
す
の
か
と
い
う
明
確
な
道
筋
も
な
く
言
葉
だ
け
が
躍
っ
た
感
が
あ
り
、
そ
の
流
れ
か
ら
確
た
る
産
業
構
造
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
無
関
心
」
で
も
「
過
剰
な
期
待
」
で
も
な
い
態
度
で
、
科
学
が
明
ら
か
に
し
た
成
果
や
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
科
学
技
術
を
、
適
切
に
利
用
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
を
構
成
す
る
一
人
一
人
が
、

Ｂ

に
、
自
分
の
感
覚
で
、
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
原
発
事
故
を
機
に
関
心
が
高
ま
っ
た
「
自
然
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
再
生
と
は
と
考
え
て
み
る
と
、

実
際
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
社
会
を
動
か
し
て
い
く
に
は
、
社
会
の
し
く
み
を
変
え
て
い
く
ほ
か
な
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な
一
極
集

中
型
で
大
型
化
を
め
ざ
す
社
会
に
は
、
太
陽
光
・
風
・
水
・
地
熱
の
利
用
の
ど
れ
も
向
き
ま
せ
ん
。
地
産
地
消
型
の
小
さ
な
地
域
を
基
本
に
置
き
、
経
済

価
値
か
ら
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
生
活
す
べ
て
か
ら
の
評
価
で
事
が
動
く
社
会
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
無
理
で
す
。

イ

⑶

⑷

⑸

⑹

国
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こ
う
し
た
社
会
の
方
向
転
換
が
、
専
門
家
の
力
だ
け
で
な
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
け
れ
ど
も
多
く
の
人
が
、
社
会
の
変
化
の
必
要
性
に
は
眼め

を
つ
ぶ
っ
て
い
る
た
め
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
い
う
自
然
・
再
生
と
は
合
わ
な
い
方
向
へ
と
大
勢
は
動
い
て
い
ま
す
。
て
い
ね
い
な
検
討
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
ま
ず
専
門
家
が
言
葉
を
大
切
に
し
、
誰
に
も
話
が
通
じ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
度
の
専
門
的
内
容
そ
の
も
の
を
理
解
さ
せ
る
と

い
う
よ
り
本
質
を
語
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
専
門
家
が
専
門
の
中
だ
け
に
あ
る
の
で
な
く
、
聞
く
側
の
人
と
人
間
と
し
て
の
共
通
基
盤

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
し
か
も
人
間
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
中
村
桂
子
『
科
学
者
が
人
間
で
あ
る
こ
と
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
改
変
し
た
）

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

51

、

イ

52

。

ア

　
フ
ウ
チ
ョ
ウ

イ

　
ト
ウ
テ
イ

①

　
あ
の
人
は
チ
ョ
ウ
シ
の
良
い
こ
と
ば
か
り
を
言
う

②

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
を
見
極
め
る

③

　
物
事
を
シ
ン
チ
ョ
ウ
に
す
す
め
る

④

　
ダ
ン
チ
ョ
ウ
の
思
い
で
別
れ
を
決
め
た

⑤

　
こ
の
映
画
の
結
末
は
善
悪
を
チ
ョ
ウ
エ
ツ
し
て
い
た

①

　
花
束
を
ゾ
ウ
テ
イ
す
る

②

　
証
人
が
裁
判
に
シ
ュ
ッ
テ
イ
す
る

③

　
資
金
が
フ
ッ
テ
イ
し
て
し
ま
う

④

　
目
的
地
ま
で
の
ド
ウ
テ
イ
を
確
め
る

⑤

　
タ
ン
テ
イ
に
調
査
を
依
頼
す
る

⑺
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問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
こ
の
「
役
に
立
つ
」
と
い
う
言
葉
に
、
科
学
者
も
社
会
も
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

53

。

①

　
科
学
者
も
社
会
も
、
科
学
技
術
に
よ
る
社
会
の
進
歩
を
期
待
す
る
の
み
で
、
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い

②

　
科
学
者
も
社
会
も
、
社
会
の
要
求
に
応
じ
る
実
用
的
な
科
学
技
術
の
み
に
注
目
し
、
基
礎
研
究
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る

③

　
科
学
者
も
社
会
も
、
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
、
科
学
技
術
の
長
期
的
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る

④

　
科
学
者
も
社
会
も
、
科
学
技
術
の
経
済
効
率
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
人
々
の
感
情
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る

⑤

　
科
学
者
も
社
会
も
、
経
済
成
長
を
支
え
る
科
学
技
術
の
み
を
重
要
だ
と
考
え
、
研
究
の
社
会
的
意
義
を
軽
視
し
て
い
る

問
三

　
傍
線
部
分
⑵
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
考
え
る
科
学
者
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な

も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

54

。

①

　
社
会
の
中
で
、
専
門
家
と
一
般
人
が
交
流
す
る
場
を
設
定
す
る
存
在

②

　
専
門
家
の
研
究
成
果
を
、
社
会
の
尺
度
で
評
価
す
る
存
在

③

　
科
学
技
術
の
実
用
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
研
究
資
金
を
獲
得
す
る
存
在

④

　
難
解
な
専
門
的
内
容
を
、
社
会
に
向
け
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
存
在

⑤

　
認
知
度
の
低
い
科
学
技
術
に
注
目
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
存
在

25

問
四

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

55

。

①

　広
報

②

　学
者

③

　伝
令

④

　交
渉
人

⑤

　教
育
者

問
五

　
傍
線
部
分
⑶
「
専
門
家
へ
の
信
頼
が
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答

番
号
は

56

。

①

　科
学
者
は
、
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
を
一
方
的
に
社
会
に
伝
え
る
の
み
で
、
社
会
貢
献
に
無
関
心
だ
か
ら

②

　科
学
者
の
知
識
は
特
定
の
分
野
に
か
た
よ
っ
て
お
り
、
人
間
と
し
て
の
幅
が
せ
ま
い
か
ら

③

　科
学
者
が
専
門
家
集
団
内
で
情
報
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら

④

　科
学
者
が
、
科
学
を
一
つ
の
文
化
と
し
て
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
な
い
か
ら

⑤

　科
学
者
が
専
門
用
語
を
多
用
し
、
あ
た
か
も
一
般
人
を
見
下
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
社
会
に
与
え
て
い
る
か
ら

26

問
六

　
傍
線
部
分
⑷
「
言
葉
だ
け
が
躍
っ
た
感
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

57

。

①

　美
辞
麗
句
を
も
ち
い
て
相
手
を
賛
美
す
る
様
子

②

　人
々
の
注
目
を
集
め
た
が
、
内
容
が
伴
わ
な
い
様
子

③

　実
現
不
可
能
な
物
事
を
、
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
話
す
様
子

④

　理
想
だ
け
を
語
り
、
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
い
る
様
子

⑤

　相
手
を
説
得
す
る
た
め
に
言
葉
を
尽
く
す
様
子

問
七

　
空
欄
Ｂ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

58

。

①

　普
遍
的

②

　画
一
的

③

　利
他
的

④

　独
善
的

⑤

　自
律
的
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こ
う
し
た
社
会
の
方
向
転
換
が
、
専
門
家
の
力
だ
け
で
な
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
け
れ
ど
も
多
く
の
人
が
、
社
会
の
変
化
の
必
要
性
に
は
眼め

を
つ
ぶ
っ
て
い
る
た
め
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
い
う
自
然
・
再
生
と
は
合
わ
な
い
方
向
へ
と
大
勢
は
動
い
て
い
ま
す
。
て
い
ね
い
な
検
討
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
ま
ず
専
門
家
が
言
葉
を
大
切
に
し
、
誰
に
も
話
が
通
じ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
度
の
専
門
的
内
容
そ
の
も
の
を
理
解
さ
せ
る
と

い
う
よ
り
本
質
を
語
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
専
門
家
が
専
門
の
中
だ
け
に
あ
る
の
で
な
く
、
聞
く
側
の
人
と
人
間
と
し
て
の
共
通
基
盤

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
し
か
も
人
間
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
中
村
桂
子
『
科
学
者
が
人
間
で
あ
る
こ
と
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
改
変
し
た
）

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

51

、

イ

52

。

ア

　
フ
ウ
チ
ョ
ウ

イ

　
ト
ウ
テ
イ

①

　
あ
の
人
は
チ
ョ
ウ
シ
の
良
い
こ
と
ば
か
り
を
言
う

②

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
を
見
極
め
る

③

　
物
事
を
シ
ン
チ
ョ
ウ
に
す
す
め
る

④

　
ダ
ン
チ
ョ
ウ
の
思
い
で
別
れ
を
決
め
た

⑤

　
こ
の
映
画
の
結
末
は
善
悪
を
チ
ョ
ウ
エ
ツ
し
て
い
た

①

　
花
束
を
ゾ
ウ
テ
イ
す
る

②

　
証
人
が
裁
判
に
シ
ュ
ッ
テ
イ
す
る

③

　
資
金
が
フ
ッ
テ
イ
し
て
し
ま
う

④

　
目
的
地
ま
で
の
ド
ウ
テ
イ
を
確
め
る

⑤

　
タ
ン
テ
イ
に
調
査
を
依
頼
す
る

⑺

24

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
こ
の
「
役
に
立
つ
」
と
い
う
言
葉
に
、
科
学
者
も
社
会
も
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

53

。

①

　
科
学
者
も
社
会
も
、
科
学
技
術
に
よ
る
社
会
の
進
歩
を
期
待
す
る
の
み
で
、
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い

②

　
科
学
者
も
社
会
も
、
社
会
の
要
求
に
応
じ
る
実
用
的
な
科
学
技
術
の
み
に
注
目
し
、
基
礎
研
究
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る

③

　
科
学
者
も
社
会
も
、
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
、
科
学
技
術
の
長
期
的
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る

④

　
科
学
者
も
社
会
も
、
科
学
技
術
の
経
済
効
率
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
人
々
の
感
情
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る

⑤

　
科
学
者
も
社
会
も
、
経
済
成
長
を
支
え
る
科
学
技
術
の
み
を
重
要
だ
と
考
え
、
研
究
の
社
会
的
意
義
を
軽
視
し
て
い
る

問
三

　
傍
線
部
分
⑵
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
考
え
る
科
学
者
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な

も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

54

。

①

　
社
会
の
中
で
、
専
門
家
と
一
般
人
が
交
流
す
る
場
を
設
定
す
る
存
在

②

　
専
門
家
の
研
究
成
果
を
、
社
会
の
尺
度
で
評
価
す
る
存
在

③

　
科
学
技
術
の
実
用
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
研
究
資
金
を
獲
得
す
る
存
在

④

　
難
解
な
専
門
的
内
容
を
、
社
会
に
向
け
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
存
在

⑤

　
認
知
度
の
低
い
科
学
技
術
に
注
目
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
存
在

25

問
四

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

55

。

①

　広
報

②

　学
者

③

　伝
令

④

　交
渉
人

⑤

　教
育
者

問
五

　
傍
線
部
分
⑶
「
専
門
家
へ
の
信
頼
が
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答

番
号
は

56

。

①

　科
学
者
は
、
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
を
一
方
的
に
社
会
に
伝
え
る
の
み
で
、
社
会
貢
献
に
無
関
心
だ
か
ら

②

　科
学
者
の
知
識
は
特
定
の
分
野
に
か
た
よ
っ
て
お
り
、
人
間
と
し
て
の
幅
が
せ
ま
い
か
ら

③

　科
学
者
が
専
門
家
集
団
内
で
情
報
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら

④

　科
学
者
が
、
科
学
を
一
つ
の
文
化
と
し
て
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
な
い
か
ら

⑤

　科
学
者
が
専
門
用
語
を
多
用
し
、
あ
た
か
も
一
般
人
を
見
下
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
社
会
に
与
え
て
い
る
か
ら

26

問
六

　
傍
線
部
分
⑷
「
言
葉
だ
け
が
躍
っ
た
感
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

57

。

①

　美
辞
麗
句
を
も
ち
い
て
相
手
を
賛
美
す
る
様
子

②

　人
々
の
注
目
を
集
め
た
が
、
内
容
が
伴
わ
な
い
様
子

③

　実
現
不
可
能
な
物
事
を
、
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
話
す
様
子

④

　理
想
だ
け
を
語
り
、
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
い
る
様
子

⑤

　相
手
を
説
得
す
る
た
め
に
言
葉
を
尽
く
す
様
子

問
七

　
空
欄
Ｂ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

58

。

①

　普
遍
的

②

　画
一
的

③

　利
他
的

④

　独
善
的

⑤

　自
律
的
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こ
う
し
た
社
会
の
方
向
転
換
が
、
専
門
家
の
力
だ
け
で
な
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
け
れ
ど
も
多
く
の
人
が
、
社
会
の
変
化
の
必
要
性
に
は
眼め

を
つ
ぶ
っ
て
い
る
た
め
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
い
う
自
然
・
再
生
と
は
合
わ
な
い
方
向
へ
と
大
勢
は
動
い
て
い
ま
す
。
て
い
ね
い
な
検
討
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
ま
ず
専
門
家
が
言
葉
を
大
切
に
し
、
誰
に
も
話
が
通
じ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
度
の
専
門
的
内
容
そ
の
も
の
を
理
解
さ
せ
る
と

い
う
よ
り
本
質
を
語
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
専
門
家
が
専
門
の
中
だ
け
に
あ
る
の
で
な
く
、
聞
く
側
の
人
と
人
間
と
し
て
の
共
通
基
盤

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
し
か
も
人
間
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
中
村
桂
子
『
科
学
者
が
人
間
で
あ
る
こ
と
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
改
変
し
た
）

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

51

、

イ

52

。

ア

　
フ
ウ
チ
ョ
ウ

イ

　
ト
ウ
テ
イ

①

　
あ
の
人
は
チ
ョ
ウ
シ
の
良
い
こ
と
ば
か
り
を
言
う

②

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
を
見
極
め
る

③

　
物
事
を
シ
ン
チ
ョ
ウ
に
す
す
め
る

④

　
ダ
ン
チ
ョ
ウ
の
思
い
で
別
れ
を
決
め
た

⑤

　
こ
の
映
画
の
結
末
は
善
悪
を
チ
ョ
ウ
エ
ツ
し
て
い
た

①

　
花
束
を
ゾ
ウ
テ
イ
す
る

②

　
証
人
が
裁
判
に
シ
ュ
ッ
テ
イ
す
る

③

　
資
金
が
フ
ッ
テ
イ
し
て
し
ま
う

④

　
目
的
地
ま
で
の
ド
ウ
テ
イ
を
確
め
る

⑤

　
タ
ン
テ
イ
に
調
査
を
依
頼
す
る

⑺

24

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
こ
の
「
役
に
立
つ
」
と
い
う
言
葉
に
、
科
学
者
も
社
会
も
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

53

。

①

　
科
学
者
も
社
会
も
、
科
学
技
術
に
よ
る
社
会
の
進
歩
を
期
待
す
る
の
み
で
、
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い

②

　
科
学
者
も
社
会
も
、
社
会
の
要
求
に
応
じ
る
実
用
的
な
科
学
技
術
の
み
に
注
目
し
、
基
礎
研
究
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る

③

　
科
学
者
も
社
会
も
、
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
、
科
学
技
術
の
長
期
的
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る

④

　
科
学
者
も
社
会
も
、
科
学
技
術
の
経
済
効
率
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
人
々
の
感
情
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る

⑤

　
科
学
者
も
社
会
も
、
経
済
成
長
を
支
え
る
科
学
技
術
の
み
を
重
要
だ
と
考
え
、
研
究
の
社
会
的
意
義
を
軽
視
し
て
い
る

問
三

　
傍
線
部
分
⑵
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
考
え
る
科
学
者
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な

も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

54

。

①

　
社
会
の
中
で
、
専
門
家
と
一
般
人
が
交
流
す
る
場
を
設
定
す
る
存
在

②

　
専
門
家
の
研
究
成
果
を
、
社
会
の
尺
度
で
評
価
す
る
存
在

③

　
科
学
技
術
の
実
用
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
研
究
資
金
を
獲
得
す
る
存
在

④

　
難
解
な
専
門
的
内
容
を
、
社
会
に
向
け
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
存
在

⑤

　
認
知
度
の
低
い
科
学
技
術
に
注
目
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
存
在

25

問
四

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

55

。

①

　広
報

②

　学
者

③

　伝
令

④

　交
渉
人

⑤

　教
育
者

問
五

　
傍
線
部
分
⑶
「
専
門
家
へ
の
信
頼
が
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答

番
号
は

56

。

①

　科
学
者
は
、
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
を
一
方
的
に
社
会
に
伝
え
る
の
み
で
、
社
会
貢
献
に
無
関
心
だ
か
ら

②

　科
学
者
の
知
識
は
特
定
の
分
野
に
か
た
よ
っ
て
お
り
、
人
間
と
し
て
の
幅
が
せ
ま
い
か
ら

③

　科
学
者
が
専
門
家
集
団
内
で
情
報
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら

④

　科
学
者
が
、
科
学
を
一
つ
の
文
化
と
し
て
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
な
い
か
ら

⑤

　科
学
者
が
専
門
用
語
を
多
用
し
、
あ
た
か
も
一
般
人
を
見
下
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
社
会
に
与
え
て
い
る
か
ら

26

問
六

　
傍
線
部
分
⑷
「
言
葉
だ
け
が
躍
っ
た
感
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

57

。

①

　美
辞
麗
句
を
も
ち
い
て
相
手
を
賛
美
す
る
様
子

②

　人
々
の
注
目
を
集
め
た
が
、
内
容
が
伴
わ
な
い
様
子

③

　実
現
不
可
能
な
物
事
を
、
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
話
す
様
子

④

　理
想
だ
け
を
語
り
、
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
い
る
様
子

⑤

　相
手
を
説
得
す
る
た
め
に
言
葉
を
尽
く
す
様
子

問
七

　
空
欄
Ｂ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

58

。

①

　普
遍
的

②

　画
一
的

③

　利
他
的

④

　独
善
的

⑤

　自
律
的
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こ
う
し
た
社
会
の
方
向
転
換
が
、
専
門
家
の
力
だ
け
で
な
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
け
れ
ど
も
多
く
の
人
が
、
社
会
の
変
化
の
必
要
性
に
は
眼め

を
つ
ぶ
っ
て
い
る
た
め
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
い
う
自
然
・
再
生
と
は
合
わ
な
い
方
向
へ
と
大
勢
は
動
い
て
い
ま
す
。
て
い
ね
い
な
検
討
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
ま
ず
専
門
家
が
言
葉
を
大
切
に
し
、
誰
に
も
話
が
通
じ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
度
の
専
門
的
内
容
そ
の
も
の
を
理
解
さ
せ
る
と

い
う
よ
り
本
質
を
語
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
専
門
家
が
専
門
の
中
だ
け
に
あ
る
の
で
な
く
、
聞
く
側
の
人
と
人
間
と
し
て
の
共
通
基
盤

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
し
か
も
人
間
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
中
村
桂
子
『
科
学
者
が
人
間
で
あ
る
こ
と
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
改
変
し
た
）

問
一

　
傍
線
部
分
ア
、
イ
と
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ア

51

、

イ

52

。

ア

　
フ
ウ
チ
ョ
ウ

イ

　
ト
ウ
テ
イ

①

　
あ
の
人
は
チ
ョ
ウ
シ
の
良
い
こ
と
ば
か
り
を
言
う

②

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
を
見
極
め
る

③

　
物
事
を
シ
ン
チ
ョ
ウ
に
す
す
め
る

④

　
ダ
ン
チ
ョ
ウ
の
思
い
で
別
れ
を
決
め
た

⑤

　
こ
の
映
画
の
結
末
は
善
悪
を
チ
ョ
ウ
エ
ツ
し
て
い
た

①

　
花
束
を
ゾ
ウ
テ
イ
す
る

②

　
証
人
が
裁
判
に
シ
ュ
ッ
テ
イ
す
る

③

　
資
金
が
フ
ッ
テ
イ
し
て
し
ま
う

④

　
目
的
地
ま
で
の
ド
ウ
テ
イ
を
確
め
る

⑤

　
タ
ン
テ
イ
に
調
査
を
依
頼
す
る

⑺

24

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
こ
の
「
役
に
立
つ
」
と
い
う
言
葉
に
、
科
学
者
も
社
会
も
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一

つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

53

。

①

　
科
学
者
も
社
会
も
、
科
学
技
術
に
よ
る
社
会
の
進
歩
を
期
待
す
る
の
み
で
、
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い

②

　
科
学
者
も
社
会
も
、
社
会
の
要
求
に
応
じ
る
実
用
的
な
科
学
技
術
の
み
に
注
目
し
、
基
礎
研
究
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る

③

　
科
学
者
も
社
会
も
、
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
、
科
学
技
術
の
長
期
的
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る

④

　
科
学
者
も
社
会
も
、
科
学
技
術
の
経
済
効
率
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
人
々
の
感
情
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る

⑤

　
科
学
者
も
社
会
も
、
経
済
成
長
を
支
え
る
科
学
技
術
の
み
を
重
要
だ
と
考
え
、
研
究
の
社
会
的
意
義
を
軽
視
し
て
い
る

問
三

　
傍
線
部
分
⑵
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
考
え
る
科
学
者
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な

も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

54

。

①

　
社
会
の
中
で
、
専
門
家
と
一
般
人
が
交
流
す
る
場
を
設
定
す
る
存
在

②

　
専
門
家
の
研
究
成
果
を
、
社
会
の
尺
度
で
評
価
す
る
存
在

③

　
科
学
技
術
の
実
用
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
研
究
資
金
を
獲
得
す
る
存
在

④

　
難
解
な
専
門
的
内
容
を
、
社
会
に
向
け
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
存
在

⑤

　
認
知
度
の
低
い
科
学
技
術
に
注
目
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
存
在
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問
四

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

55

。

①

　広
報

②

　学
者

③

　伝
令

④

　交
渉
人

⑤

　教
育
者

問
五

　
傍
線
部
分
⑶
「
専
門
家
へ
の
信
頼
が
な
く
な
っ
て
い
る
理
由
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答

番
号
は

56

。

①

　科
学
者
は
、
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
を
一
方
的
に
社
会
に
伝
え
る
の
み
で
、
社
会
貢
献
に
無
関
心
だ
か
ら

②

　科
学
者
の
知
識
は
特
定
の
分
野
に
か
た
よ
っ
て
お
り
、
人
間
と
し
て
の
幅
が
せ
ま
い
か
ら

③

　科
学
者
が
専
門
家
集
団
内
で
情
報
を
独
占
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら

④

　科
学
者
が
、
科
学
を
一
つ
の
文
化
と
し
て
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
な
い
か
ら

⑤

　科
学
者
が
専
門
用
語
を
多
用
し
、
あ
た
か
も
一
般
人
を
見
下
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
社
会
に
与
え
て
い
る
か
ら
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問
六

　
傍
線
部
分
⑷
「
言
葉
だ
け
が
躍
っ
た
感
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

57

。

①

　美
辞
麗
句
を
も
ち
い
て
相
手
を
賛
美
す
る
様
子

②

　人
々
の
注
目
を
集
め
た
が
、
内
容
が
伴
わ
な
い
様
子

③

　実
現
不
可
能
な
物
事
を
、
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
話
す
様
子

④

　理
想
だ
け
を
語
り
、
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
い
る
様
子

⑤

　相
手
を
説
得
す
る
た
め
に
言
葉
を
尽
く
す
様
子

問
七

　
空
欄
Ｂ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

58

。

①

　普
遍
的

②

　画
一
的

③

　利
他
的

④

　独
善
的

⑤

　自
律
的
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問
八

　
傍
線
部
分
⑸
「
地
産
地
消
」
と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
が
一
般
的
に
も
つ
意
味
と
類
似
す
る
意
味
を
有
す
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

59

。

①

　
地
方
分
権

②

　
適
材
適
所

③

　
多
極
分
散

④

　
自
給
自
足

⑤

　
共
存
共
栄

問
九

　
傍
線
部
分
⑹
「
経
済
価
値
か
ら
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
生
活
す
べ
て
か
ら
の
評
価
で
事
が
動
く
」
の
例
と
し
て
不
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

60

。

①

　
発
電
効
率
の
向
上
を
最
優
先
し
、
低
コ
ス
ト
で
の
電
力
供
給
に
努
め
る

②

　
新
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す

③

　
森
林
や
海
の
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
発
電
技
術
を
採
用
す
る

④

　
各
家
庭
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
を
推
奨
し
、
自
然
災
害
時
に
備
え
る

⑤

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
立
案
し
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
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問
十

　
傍
線
部
分
⑺
「
人
間
と
し
て
の
共
通
基
盤
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

61

。

①

　
社
会
問
題
を
解
決
す
る
に
は
科
学
技
術
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
、
共
通
の
認
識

②

　
経
済
成
長
を
果
た
す
た
め
に
不
可
欠
な
、
生
活
者
と
し
て
の
感
覚

③

　
自
然
と
人
間
社
会
の
関
係
の
あ
り
方
を
考
え
続
け
よ
う
と
す
る
姿
勢

④

　
科
学
の
本
質
を
理
解
で
き
る
だ
け
の
教
養
お
よ
び
言
語
能
力

⑤

　
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
新
し
い
技
術
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
柔
軟
性
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三
イ

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

今
は
昔
、
柏
原
の
帝み

か
ど

の
御
時
に
、
平
の
宮
造
ら
せ
給
ひ
け
る
間
、
長
岡
の
宮
よ
り
時
々
行
幸
し
て
、
新
し
く
造
ら
る
る
都
を
ご
覧
ず
る
に
、
と
ば
か

り
お
は
し
ま
す
に
、
羅
城
門
の
辺
に
て
御
輿こ

し

を
停と

め
て
、
匠た

く
み

を
召
し
て
仰
せ
ら
れ
け
る
や
う
、「
い
と
よ
く
門
は
建
て
た
り
。
た
だ
し
、
長た

け

な
む
、
い
ま

一
尺
切
る

Ａ

。
風
速
き
所
に
、
ひ
と
つ
屋
に
て
建
て
た
れ
ば
、
風
の
た
め
に
危
ふ
き
な
り
。
風
は
、
長
、
い
ま
少
し
勝
り
劣
る
に
随
ひ
て
、
防
が

る
る
こ
と
な
れ
ば
、
所
の
地
の
体て

い

に
随
ひ
て
、
長
の
程
は
建
つ
る
を
、
こ
の
頃
の
匠
は
、
そ
れ
を
え
知
ら
で
、
屋
を
建
つ
れ
ば
、
こ
の
門
い
ま
一
尺
切
れ
。

さ
ら
ば
良
か
り
な
む
」
と
召
し
て
仰
せ
ら
れ
て
、
内
に
入
ら
せ
給
ひ
て
、
長
岡
の
宮
に
帰
ら
せ
給
ひ
ぬ
。

さ
て
、
造
り
果
て
て
、
都
遷う

つ

り
近
く
な
り
て
、
行
幸
し
て
ご
覧
ず
。
初
め
の
ご
と
く
羅
城
門
の
前
に
御
輿
を
停
め
て
ご
覧
ず
る
に
、
瓦
葺ぶ

き
に
白
土
、

み
な
塗
り
果
て
た
り
。
こ
と
ご
と
く
に
み
な
し
果
て
て
、
金か

な

物も
の

ば
か
り
打
た
ざ
り
け
る
。
匠
召
し
て
仰
せ
ら
る
る
や
う
、「
我
は
初
め
悪
し
く
見
て
、
一

尺
切
れ
と
仰
し
て
け
り
。
一
尺
五
寸
ぞ
切
ら
す
べ
か
り
け
る
。
い
ま
五
寸
切
る
べ
し
。
な
ほ
高
く
見
ゆ
る
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
匠
、
に
は
か
に
臥ふ

し

ま
ろ
び
、
怖を

ぢ
感
じ
て
、
さ
ま
悪
し
く
震
ふ
や
う
に
す
れ
ば
、
あ
や
し
と
お
ぼ
し
め
し
て
、「
い
か
に
す
る
ぞ
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、
匠
の
申
す
や
う
、

「
こ
の
門
の
長
は
、
元
の
門
の
や
う
に
建
て
合
は
せ
候
ふ
を
、
一
尺
切
れ
と
仰
せ
ら
れ
し
が
、
仰
せ
の
ま
ま
に
切
り
て
は
、
無
下
に
低
く
ま
か
り
な
り
な

む
。
遠
く
見
上
ぐ
る
に
、
高
や
か
に
て
候
ふ
こ
そ
、
き
ら
き
ら
し
く
候
へ
。
か
か
る
離
れ
屋
の
、
平ひ

ら

に
見
え
ば
、
見
苦
し
く
候
ひ
ぬ
べ
し
、
と
思
ひ
候
ひ

て
、
五
寸
を
切
り
て
候
ふ
な
り
。
そ
れ
に
、
い
ま
五
寸
と
仰
せ
候
へ
ば
、
初
め
ご
覧
じ
損
な
ひ
た
る
に
は
候
は
ず
」
と
申
す
。
帝
、「
か
し
こ
く
見
て
け

り
。
こ
ぼ
ち
切
ら
ば
、
都
遷
り
の
日
近
く
な
り
て
、
え
合
は
せ
じ
。
さ
ら
ば
、
せ
で
あ
る
ば
か
り
。
た
だ
し
、
風
に
や
、
と
も
す
れ
ば
吹
き
倒
さ
れ
む
」

と
仰
せ
ご
と
あ
り
け
れ
ば
、
匠
の
申
す
や
う
、「
い
み
じ
く
強
く
作
り
て
候
ふ
も
の
な
り
。
長
五
寸
切
り
候
ひ
ぬ
れ
ば
、
さ
ら
に
危
ふ
き
こ
と
候
は
じ
」

と
な
む
申
し
け
り
。

さ
て
都
遷
り
の
後
、
末
の
世
に
至
る
ま
で
、
三
度
ば
か
り
吹
き
倒
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
帝
の
ご
覧
じ
た
る
こ
と
か
な
ひ
に
た
り
。
い
み
じ
う
お
は
し
ま

し
け
り
。
物
の
上
手
と
な
む
申
し
伝
へ
た
る
。

（『
世
継
物
語
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
省
略
し
た
）

（
注
1
）

（
注
2
）

（
注
3
）

（
注
4
）

（
注
5
）

（
注
6
）

⑴

⑵

（
注
7
）

ア

⑶

⑷

イ

ウ

⑸

⑹
⑺

エ
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（
注
1
）

　柏
原
の
帝

　桓
武
天
皇
の
こ
と
。
第
五
十
代
天
皇
。
七
九
四
年
に
長
岡
京
か
ら
平
安
京
に
遷
都
し
た

（
注
2
）

　平
の
宮

　平
安
京

（
注
3
）

　長
岡
の
宮

　長
岡
京
。
七
八
四
年
に
桓
武
天
皇
が
造
営
し
た
都

（
注
4
）

　羅
城
門

　平
安
京
の
正
門
。
朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た

（
注
5
）

　長

　高
さ

（
注
6
）

　一
尺

　約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
注
7
）

　五
寸

　約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
寸
は
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

問
一

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

76

。

①

　ら
む

　
　②

　ら
め

　
　③

　べ
し

　
　④

　べ
き

　
　⑤

　ら
し

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
そ
れ
を
え
知
ら
で
」、
⑵
「
我
は
初
め
悪
し
く
見
て
」
の
解
釈
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
⑴

77

、
⑵

78

。

⑴

　①

　風
害
対
策
を
考
え
て
羅
城
門
を
建
て
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
ず

②

　風
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
立
地
条
件
に
合
わ
せ
て
建
造
物
の
高
さ
を
調
整
す
べ
き
こ
と
を
理
解
で
き
ず

③

　風
害
対
策
の
必
要
な
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
羅
城
門
の
立
地
条
件
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ず

④

　風
害
対
策
の
た
め
に
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
が
、
伝
承
さ
れ
た
教
え
と
は
知
ら
な
い
で

⑤

　立
地
条
件
に
よ
っ
て
建
造
物
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
を
、
故
意
に
知
ら
さ
れ
ず

国
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問
八

　
傍
線
部
分
⑸
「
地
産
地
消
」
と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
が
一
般
的
に
も
つ
意
味
と
類
似
す
る
意
味
を
有
す
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

59

。

①

　
地
方
分
権

②

　
適
材
適
所

③

　
多
極
分
散

④

　
自
給
自
足

⑤

　
共
存
共
栄

問
九

　
傍
線
部
分
⑹
「
経
済
価
値
か
ら
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
生
活
す
べ
て
か
ら
の
評
価
で
事
が
動
く
」
の
例
と
し
て
不
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

60

。

①

　
発
電
効
率
の
向
上
を
最
優
先
し
、
低
コ
ス
ト
で
の
電
力
供
給
に
努
め
る

②

　
新
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す

③

　
森
林
や
海
の
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
発
電
技
術
を
採
用
す
る

④

　
各
家
庭
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
を
推
奨
し
、
自
然
災
害
時
に
備
え
る

⑤

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
立
案
し
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る

28

問
十

　
傍
線
部
分
⑺
「
人
間
と
し
て
の
共
通
基
盤
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

61

。

①

　
社
会
問
題
を
解
決
す
る
に
は
科
学
技
術
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
、
共
通
の
認
識

②

　
経
済
成
長
を
果
た
す
た
め
に
不
可
欠
な
、
生
活
者
と
し
て
の
感
覚

③

　
自
然
と
人
間
社
会
の
関
係
の
あ
り
方
を
考
え
続
け
よ
う
と
す
る
姿
勢

④

　
科
学
の
本
質
を
理
解
で
き
る
だ
け
の
教
養
お
よ
び
言
語
能
力

⑤

　
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
新
し
い
技
術
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
柔
軟
性

30

三
イ

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

今
は
昔
、
柏
原
の
帝み

か
ど

の
御
時
に
、
平
の
宮
造
ら
せ
給
ひ
け
る
間
、
長
岡
の
宮
よ
り
時
々
行
幸
し
て
、
新
し
く
造
ら
る
る
都
を
ご
覧
ず
る
に
、
と
ば
か

り
お
は
し
ま
す
に
、
羅
城
門
の
辺
に
て
御
輿こ

し

を
停と

め
て
、
匠た

く
み

を
召
し
て
仰
せ
ら
れ
け
る
や
う
、「
い
と
よ
く
門
は
建
て
た
り
。
た
だ
し
、
長た

け

な
む
、
い
ま

一
尺
切
る

Ａ

。
風
速
き
所
に
、
ひ
と
つ
屋
に
て
建
て
た
れ
ば
、
風
の
た
め
に
危
ふ
き
な
り
。
風
は
、
長
、
い
ま
少
し
勝
り
劣
る
に
随
ひ
て
、
防
が

る
る
こ
と
な
れ
ば
、
所
の
地
の
体て

い

に
随
ひ
て
、
長
の
程
は
建
つ
る
を
、
こ
の
頃
の
匠
は
、
そ
れ
を
え
知
ら
で
、
屋
を
建
つ
れ
ば
、
こ
の
門
い
ま
一
尺
切
れ
。

さ
ら
ば
良
か
り
な
む
」
と
召
し
て
仰
せ
ら
れ
て
、
内
に
入
ら
せ
給
ひ
て
、
長
岡
の
宮
に
帰
ら
せ
給
ひ
ぬ
。

さ
て
、
造
り
果
て
て
、
都
遷う

つ

り
近
く
な
り
て
、
行
幸
し
て
ご
覧
ず
。
初
め
の
ご
と
く
羅
城
門
の
前
に
御
輿
を
停
め
て
ご
覧
ず
る
に
、
瓦
葺ぶ

き
に
白
土
、

み
な
塗
り
果
て
た
り
。
こ
と
ご
と
く
に
み
な
し
果
て
て
、
金か

な

物も
の

ば
か
り
打
た
ざ
り
け
る
。
匠
召
し
て
仰
せ
ら
る
る
や
う
、「
我
は
初
め
悪
し
く
見
て
、
一

尺
切
れ
と
仰
し
て
け
り
。
一
尺
五
寸
ぞ
切
ら
す
べ
か
り
け
る
。
い
ま
五
寸
切
る
べ
し
。
な
ほ
高
く
見
ゆ
る
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
匠
、
に
は
か
に
臥ふ

し

ま
ろ
び
、
怖を

ぢ
感
じ
て
、
さ
ま
悪
し
く
震
ふ
や
う
に
す
れ
ば
、
あ
や
し
と
お
ぼ
し
め
し
て
、「
い
か
に
す
る
ぞ
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、
匠
の
申
す
や
う
、

「
こ
の
門
の
長
は
、
元
の
門
の
や
う
に
建
て
合
は
せ
候
ふ
を
、
一
尺
切
れ
と
仰
せ
ら
れ
し
が
、
仰
せ
の
ま
ま
に
切
り
て
は
、
無
下
に
低
く
ま
か
り
な
り
な

む
。
遠
く
見
上
ぐ
る
に
、
高
や
か
に
て
候
ふ
こ
そ
、
き
ら
き
ら
し
く
候
へ
。
か
か
る
離
れ
屋
の
、
平ひ

ら

に
見
え
ば
、
見
苦
し
く
候
ひ
ぬ
べ
し
、
と
思
ひ
候
ひ

て
、
五
寸
を
切
り
て
候
ふ
な
り
。
そ
れ
に
、
い
ま
五
寸
と
仰
せ
候
へ
ば
、
初
め
ご
覧
じ
損
な
ひ
た
る
に
は
候
は
ず
」
と
申
す
。
帝
、「
か
し
こ
く
見
て
け

り
。
こ
ぼ
ち
切
ら
ば
、
都
遷
り
の
日
近
く
な
り
て
、
え
合
は
せ
じ
。
さ
ら
ば
、
せ
で
あ
る
ば
か
り
。
た
だ
し
、
風
に
や
、
と
も
す
れ
ば
吹
き
倒
さ
れ
む
」

と
仰
せ
ご
と
あ
り
け
れ
ば
、
匠
の
申
す
や
う
、「
い
み
じ
く
強
く
作
り
て
候
ふ
も
の
な
り
。
長
五
寸
切
り
候
ひ
ぬ
れ
ば
、
さ
ら
に
危
ふ
き
こ
と
候
は
じ
」

と
な
む
申
し
け
り
。

さ
て
都
遷
り
の
後
、
末
の
世
に
至
る
ま
で
、
三
度
ば
か
り
吹
き
倒
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
帝
の
ご
覧
じ
た
る
こ
と
か
な
ひ
に
た
り
。
い
み
じ
う
お
は
し
ま

し
け
り
。
物
の
上
手
と
な
む
申
し
伝
へ
た
る
。

（『
世
継
物
語
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
省
略
し
た
）

（
注
1
）

（
注
2
）

（
注
3
）

（
注
4
）

（
注
5
）

（
注
6
）

⑴

⑵

（
注
7
）

ア

⑶

⑷

イ

ウ

⑸

⑹
⑺

エ
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（
注
1
）

　柏
原
の
帝

　桓
武
天
皇
の
こ
と
。
第
五
十
代
天
皇
。
七
九
四
年
に
長
岡
京
か
ら
平
安
京
に
遷
都
し
た

（
注
2
）

　平
の
宮

　平
安
京

（
注
3
）

　長
岡
の
宮

　長
岡
京
。
七
八
四
年
に
桓
武
天
皇
が
造
営
し
た
都

（
注
4
）

　羅
城
門

　平
安
京
の
正
門
。
朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た

（
注
5
）

　長

　高
さ

（
注
6
）

　一
尺

　約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
注
7
）

　五
寸

　約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
寸
は
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

問
一

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

76

。

①

　ら
む

　
　②

　ら
め

　
　③

　べ
し

　
　④

　べ
き

　
　⑤

　ら
し

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
そ
れ
を
え
知
ら
で
」、
⑵
「
我
は
初
め
悪
し
く
見
て
」
の
解
釈
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
⑴

77

、
⑵

78

。

⑴

　①

　風
害
対
策
を
考
え
て
羅
城
門
を
建
て
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
ず

②

　風
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
立
地
条
件
に
合
わ
せ
て
建
造
物
の
高
さ
を
調
整
す
べ
き
こ
と
を
理
解
で
き
ず

③

　風
害
対
策
の
必
要
な
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
羅
城
門
の
立
地
条
件
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ず

④

　風
害
対
策
の
た
め
に
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
が
、
伝
承
さ
れ
た
教
え
と
は
知
ら
な
い
で

⑤

　立
地
条
件
に
よ
っ
て
建
造
物
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
を
、
故
意
に
知
ら
さ
れ
ず

国

語

63国　語
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問
八

　
傍
線
部
分
⑸
「
地
産
地
消
」
と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
が
一
般
的
に
も
つ
意
味
と
類
似
す
る
意
味
を
有
す
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

59

。

①

　
地
方
分
権

②

　
適
材
適
所

③

　
多
極
分
散

④

　
自
給
自
足

⑤

　
共
存
共
栄

問
九

　
傍
線
部
分
⑹
「
経
済
価
値
か
ら
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
生
活
す
べ
て
か
ら
の
評
価
で
事
が
動
く
」
の
例
と
し
て
不
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

60

。

①

　
発
電
効
率
の
向
上
を
最
優
先
し
、
低
コ
ス
ト
で
の
電
力
供
給
に
努
め
る

②

　
新
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す

③

　
森
林
や
海
の
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
発
電
技
術
を
採
用
す
る

④

　
各
家
庭
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
を
推
奨
し
、
自
然
災
害
時
に
備
え
る

⑤

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
立
案
し
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る

28

問
十

　
傍
線
部
分
⑺
「
人
間
と
し
て
の
共
通
基
盤
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

61

。

①

　
社
会
問
題
を
解
決
す
る
に
は
科
学
技
術
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
、
共
通
の
認
識

②

　
経
済
成
長
を
果
た
す
た
め
に
不
可
欠
な
、
生
活
者
と
し
て
の
感
覚

③

　
自
然
と
人
間
社
会
の
関
係
の
あ
り
方
を
考
え
続
け
よ
う
と
す
る
姿
勢

④

　
科
学
の
本
質
を
理
解
で
き
る
だ
け
の
教
養
お
よ
び
言
語
能
力

⑤

　
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
新
し
い
技
術
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
柔
軟
性

30

三
イ

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

今
は
昔
、
柏
原
の
帝み

か
ど

の
御
時
に
、
平
の
宮
造
ら
せ
給
ひ
け
る
間
、
長
岡
の
宮
よ
り
時
々
行
幸
し
て
、
新
し
く
造
ら
る
る
都
を
ご
覧
ず
る
に
、
と
ば
か

り
お
は
し
ま
す
に
、
羅
城
門
の
辺
に
て
御
輿こ

し

を
停と

め
て
、
匠た

く
み

を
召
し
て
仰
せ
ら
れ
け
る
や
う
、「
い
と
よ
く
門
は
建
て
た
り
。
た
だ
し
、
長た

け

な
む
、
い
ま

一
尺
切
る

Ａ

。
風
速
き
所
に
、
ひ
と
つ
屋
に
て
建
て
た
れ
ば
、
風
の
た
め
に
危
ふ
き
な
り
。
風
は
、
長
、
い
ま
少
し
勝
り
劣
る
に
随
ひ
て
、
防
が

る
る
こ
と
な
れ
ば
、
所
の
地
の
体て

い

に
随
ひ
て
、
長
の
程
は
建
つ
る
を
、
こ
の
頃
の
匠
は
、
そ
れ
を
え
知
ら
で
、
屋
を
建
つ
れ
ば
、
こ
の
門
い
ま
一
尺
切
れ
。

さ
ら
ば
良
か
り
な
む
」
と
召
し
て
仰
せ
ら
れ
て
、
内
に
入
ら
せ
給
ひ
て
、
長
岡
の
宮
に
帰
ら
せ
給
ひ
ぬ
。

さ
て
、
造
り
果
て
て
、
都
遷う

つ

り
近
く
な
り
て
、
行
幸
し
て
ご
覧
ず
。
初
め
の
ご
と
く
羅
城
門
の
前
に
御
輿
を
停
め
て
ご
覧
ず
る
に
、
瓦
葺ぶ

き
に
白
土
、

み
な
塗
り
果
て
た
り
。
こ
と
ご
と
く
に
み
な
し
果
て
て
、
金か

な

物も
の

ば
か
り
打
た
ざ
り
け
る
。
匠
召
し
て
仰
せ
ら
る
る
や
う
、「
我
は
初
め
悪
し
く
見
て
、
一

尺
切
れ
と
仰
し
て
け
り
。
一
尺
五
寸
ぞ
切
ら
す
べ
か
り
け
る
。
い
ま
五
寸
切
る
べ
し
。
な
ほ
高
く
見
ゆ
る
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
匠
、
に
は
か
に
臥ふ

し

ま
ろ
び
、
怖を

ぢ
感
じ
て
、
さ
ま
悪
し
く
震
ふ
や
う
に
す
れ
ば
、
あ
や
し
と
お
ぼ
し
め
し
て
、「
い
か
に
す
る
ぞ
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、
匠
の
申
す
や
う
、

「
こ
の
門
の
長
は
、
元
の
門
の
や
う
に
建
て
合
は
せ
候
ふ
を
、
一
尺
切
れ
と
仰
せ
ら
れ
し
が
、
仰
せ
の
ま
ま
に
切
り
て
は
、
無
下
に
低
く
ま
か
り
な
り
な

む
。
遠
く
見
上
ぐ
る
に
、
高
や
か
に
て
候
ふ
こ
そ
、
き
ら
き
ら
し
く
候
へ
。
か
か
る
離
れ
屋
の
、
平ひ

ら

に
見
え
ば
、
見
苦
し
く
候
ひ
ぬ
べ
し
、
と
思
ひ
候
ひ

て
、
五
寸
を
切
り
て
候
ふ
な
り
。
そ
れ
に
、
い
ま
五
寸
と
仰
せ
候
へ
ば
、
初
め
ご
覧
じ
損
な
ひ
た
る
に
は
候
は
ず
」
と
申
す
。
帝
、「
か
し
こ
く
見
て
け

り
。
こ
ぼ
ち
切
ら
ば
、
都
遷
り
の
日
近
く
な
り
て
、
え
合
は
せ
じ
。
さ
ら
ば
、
せ
で
あ
る
ば
か
り
。
た
だ
し
、
風
に
や
、
と
も
す
れ
ば
吹
き
倒
さ
れ
む
」

と
仰
せ
ご
と
あ
り
け
れ
ば
、
匠
の
申
す
や
う
、「
い
み
じ
く
強
く
作
り
て
候
ふ
も
の
な
り
。
長
五
寸
切
り
候
ひ
ぬ
れ
ば
、
さ
ら
に
危
ふ
き
こ
と
候
は
じ
」

と
な
む
申
し
け
り
。

さ
て
都
遷
り
の
後
、
末
の
世
に
至
る
ま
で
、
三
度
ば
か
り
吹
き
倒
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
帝
の
ご
覧
じ
た
る
こ
と
か
な
ひ
に
た
り
。
い
み
じ
う
お
は
し
ま

し
け
り
。
物
の
上
手
と
な
む
申
し
伝
へ
た
る
。

（『
世
継
物
語
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
省
略
し
た
）

（
注
1
）

（
注
2
）

（
注
3
）

（
注
4
）

（
注
5
）

（
注
6
）

⑴

⑵

（
注
7
）

ア

⑶

⑷

イ

ウ

⑸

⑹
⑺

エ
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（
注
1
）

　柏
原
の
帝

　桓
武
天
皇
の
こ
と
。
第
五
十
代
天
皇
。
七
九
四
年
に
長
岡
京
か
ら
平
安
京
に
遷
都
し
た

（
注
2
）

　平
の
宮

　平
安
京

（
注
3
）

　長
岡
の
宮

　長
岡
京
。
七
八
四
年
に
桓
武
天
皇
が
造
営
し
た
都

（
注
4
）

　羅
城
門

　平
安
京
の
正
門
。
朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た

（
注
5
）

　長

　高
さ

（
注
6
）

　一
尺

　約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
注
7
）

　五
寸

　約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
寸
は
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

問
一

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

76

。

①

　ら
む

　
　②

　ら
め

　
　③

　べ
し

　
　④

　べ
き

　
　⑤

　ら
し

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
そ
れ
を
え
知
ら
で
」、
⑵
「
我
は
初
め
悪
し
く
見
て
」
の
解
釈
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
⑴

77

、
⑵

78

。

⑴

　①

　風
害
対
策
を
考
え
て
羅
城
門
を
建
て
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
ず

②

　風
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
立
地
条
件
に
合
わ
せ
て
建
造
物
の
高
さ
を
調
整
す
べ
き
こ
と
を
理
解
で
き
ず

③

　風
害
対
策
の
必
要
な
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
羅
城
門
の
立
地
条
件
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ず

④

　風
害
対
策
の
た
め
に
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
が
、
伝
承
さ
れ
た
教
え
と
は
知
ら
な
い
で

⑤

　立
地
条
件
に
よ
っ
て
建
造
物
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
を
、
故
意
に
知
ら
さ
れ
ず

国
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問
八

　
傍
線
部
分
⑸
「
地
産
地
消
」
と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
が
一
般
的
に
も
つ
意
味
と
類
似
す
る
意
味
を
有
す
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

59

。

①

　
地
方
分
権

②

　
適
材
適
所

③

　
多
極
分
散

④

　
自
給
自
足

⑤

　
共
存
共
栄

問
九

　
傍
線
部
分
⑹
「
経
済
価
値
か
ら
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
生
活
す
べ
て
か
ら
の
評
価
で
事
が
動
く
」
の
例
と
し
て
不
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

60

。

①

　
発
電
効
率
の
向
上
を
最
優
先
し
、
低
コ
ス
ト
で
の
電
力
供
給
に
努
め
る

②

　
新
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す

③

　
森
林
や
海
の
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
発
電
技
術
を
採
用
す
る

④

　
各
家
庭
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
を
推
奨
し
、
自
然
災
害
時
に
備
え
る

⑤

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
立
案
し
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
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問
十

　
傍
線
部
分
⑺
「
人
間
と
し
て
の
共
通
基
盤
」
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

61

。

①

　
社
会
問
題
を
解
決
す
る
に
は
科
学
技
術
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
、
共
通
の
認
識

②

　
経
済
成
長
を
果
た
す
た
め
に
不
可
欠
な
、
生
活
者
と
し
て
の
感
覚

③

　
自
然
と
人
間
社
会
の
関
係
の
あ
り
方
を
考
え
続
け
よ
う
と
す
る
姿
勢

④

　
科
学
の
本
質
を
理
解
で
き
る
だ
け
の
教
養
お
よ
び
言
語
能
力

⑤

　
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
新
し
い
技
術
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
柔
軟
性
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三
イ

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

今
は
昔
、
柏
原
の
帝み

か
ど

の
御
時
に
、
平
の
宮
造
ら
せ
給
ひ
け
る
間
、
長
岡
の
宮
よ
り
時
々
行
幸
し
て
、
新
し
く
造
ら
る
る
都
を
ご
覧
ず
る
に
、
と
ば
か

り
お
は
し
ま
す
に
、
羅
城
門
の
辺
に
て
御
輿こ

し

を
停と

め
て
、
匠た

く
み

を
召
し
て
仰
せ
ら
れ
け
る
や
う
、「
い
と
よ
く
門
は
建
て
た
り
。
た
だ
し
、
長た

け

な
む
、
い
ま

一
尺
切
る

Ａ

。
風
速
き
所
に
、
ひ
と
つ
屋
に
て
建
て
た
れ
ば
、
風
の
た
め
に
危
ふ
き
な
り
。
風
は
、
長
、
い
ま
少
し
勝
り
劣
る
に
随
ひ
て
、
防
が

る
る
こ
と
な
れ
ば
、
所
の
地
の
体て

い

に
随
ひ
て
、
長
の
程
は
建
つ
る
を
、
こ
の
頃
の
匠
は
、
そ
れ
を
え
知
ら
で
、
屋
を
建
つ
れ
ば
、
こ
の
門
い
ま
一
尺
切
れ
。

さ
ら
ば
良
か
り
な
む
」
と
召
し
て
仰
せ
ら
れ
て
、
内
に
入
ら
せ
給
ひ
て
、
長
岡
の
宮
に
帰
ら
せ
給
ひ
ぬ
。

さ
て
、
造
り
果
て
て
、
都
遷う

つ

り
近
く
な
り
て
、
行
幸
し
て
ご
覧
ず
。
初
め
の
ご
と
く
羅
城
門
の
前
に
御
輿
を
停
め
て
ご
覧
ず
る
に
、
瓦
葺ぶ

き
に
白
土
、

み
な
塗
り
果
て
た
り
。
こ
と
ご
と
く
に
み
な
し
果
て
て
、
金か

な

物も
の

ば
か
り
打
た
ざ
り
け
る
。
匠
召
し
て
仰
せ
ら
る
る
や
う
、「
我
は
初
め
悪
し
く
見
て
、
一

尺
切
れ
と
仰
し
て
け
り
。
一
尺
五
寸
ぞ
切
ら
す
べ
か
り
け
る
。
い
ま
五
寸
切
る
べ
し
。
な
ほ
高
く
見
ゆ
る
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
匠
、
に
は
か
に
臥ふ

し

ま
ろ
び
、
怖を

ぢ
感
じ
て
、
さ
ま
悪
し
く
震
ふ
や
う
に
す
れ
ば
、
あ
や
し
と
お
ぼ
し
め
し
て
、「
い
か
に
す
る
ぞ
」
と
問
は
せ
給
へ
ば
、
匠
の
申
す
や
う
、

「
こ
の
門
の
長
は
、
元
の
門
の
や
う
に
建
て
合
は
せ
候
ふ
を
、
一
尺
切
れ
と
仰
せ
ら
れ
し
が
、
仰
せ
の
ま
ま
に
切
り
て
は
、
無
下
に
低
く
ま
か
り
な
り
な

む
。
遠
く
見
上
ぐ
る
に
、
高
や
か
に
て
候
ふ
こ
そ
、
き
ら
き
ら
し
く
候
へ
。
か
か
る
離
れ
屋
の
、
平ひ

ら

に
見
え
ば
、
見
苦
し
く
候
ひ
ぬ
べ
し
、
と
思
ひ
候
ひ

て
、
五
寸
を
切
り
て
候
ふ
な
り
。
そ
れ
に
、
い
ま
五
寸
と
仰
せ
候
へ
ば
、
初
め
ご
覧
じ
損
な
ひ
た
る
に
は
候
は
ず
」
と
申
す
。
帝
、「
か
し
こ
く
見
て
け

り
。
こ
ぼ
ち
切
ら
ば
、
都
遷
り
の
日
近
く
な
り
て
、
え
合
は
せ
じ
。
さ
ら
ば
、
せ
で
あ
る
ば
か
り
。
た
だ
し
、
風
に
や
、
と
も
す
れ
ば
吹
き
倒
さ
れ
む
」

と
仰
せ
ご
と
あ
り
け
れ
ば
、
匠
の
申
す
や
う
、「
い
み
じ
く
強
く
作
り
て
候
ふ
も
の
な
り
。
長
五
寸
切
り
候
ひ
ぬ
れ
ば
、
さ
ら
に
危
ふ
き
こ
と
候
は
じ
」

と
な
む
申
し
け
り
。

さ
て
都
遷
り
の
後
、
末
の
世
に
至
る
ま
で
、
三
度
ば
か
り
吹
き
倒
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
帝
の
ご
覧
じ
た
る
こ
と
か
な
ひ
に
た
り
。
い
み
じ
う
お
は
し
ま

し
け
り
。
物
の
上
手
と
な
む
申
し
伝
へ
た
る
。

（『
世
継
物
語
』
問
題
作
成
上
、
一
部
を
省
略
し
た
）

（
注
1
）

（
注
2
）

（
注
3
）

（
注
4
）

（
注
5
）

（
注
6
）

⑴

⑵

（
注
7
）

ア

⑶

⑷

イ

ウ

⑸

⑹
⑺

エ
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（
注
1
）

　柏
原
の
帝

　桓
武
天
皇
の
こ
と
。
第
五
十
代
天
皇
。
七
九
四
年
に
長
岡
京
か
ら
平
安
京
に
遷
都
し
た

（
注
2
）

　平
の
宮

　平
安
京

（
注
3
）

　長
岡
の
宮

　長
岡
京
。
七
八
四
年
に
桓
武
天
皇
が
造
営
し
た
都

（
注
4
）

　羅
城
門

　平
安
京
の
正
門
。
朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
た

（
注
5
）

　長

　高
さ

（
注
6
）

　一
尺

　約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
注
7
）

　五
寸

　約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
寸
は
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

問
一

　
空
欄
Ａ
に
入
る
語
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

76

。

①

　ら
む

　
　②

　ら
め

　
　③

　べ
し

　
　④

　べ
き

　
　⑤

　ら
し

問
二

　
傍
線
部
分
⑴
「
そ
れ
を
え
知
ら
で
」、
⑵
「
我
は
初
め
悪
し
く
見
て
」
の
解
釈
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
⑴

77

、
⑵

78

。

⑴

　①

　風
害
対
策
を
考
え
て
羅
城
門
を
建
て
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
示
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
ず

②

　風
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
立
地
条
件
に
合
わ
せ
て
建
造
物
の
高
さ
を
調
整
す
べ
き
こ
と
を
理
解
で
き
ず

③

　風
害
対
策
の
必
要
な
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
羅
城
門
の
立
地
条
件
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ず

④

　風
害
対
策
の
た
め
に
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
が
、
伝
承
さ
れ
た
教
え
と
は
知
ら
な
い
で

⑤

　立
地
条
件
に
よ
っ
て
建
造
物
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と
を
、
故
意
に
知
ら
さ
れ
ず

国
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⑵

　
①

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
羅
城
門
の
高
さ
を
見
誤
っ
て

②

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
匠
の
腕
前
が
よ
く
な
い
と
思
っ
て

③

　
わ
た
し
は
、
初
め
か
ら
羅
城
門
が
完
成
で
き
な
い
と
思
っ
て

④

　
わ
た
し
が
、
初
め
て
羅
城
門
を
見
た
と
き
悪
い
予
感
が
し
て

⑤

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
金
物
の
強
度
を
見
誤
っ
て

問
三

　
二
重
傍
線
部
分
ア
「
切
ら
す
」、
イ
「
お
ぼ
し
め
し
」、
ウ
「
切
り
」、
エ
「
申
し
伝
へ
」
の
動
作
主
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
番
号
を
複
数
回
解
答
し
て
も
よ
い
。
解
答
番
号
は
ア

79

、
イ

80

、
ウ

81

、

エ

82

。

①

　
桓
武
天
皇

　
　

②

　
匠

　
　

③

　
昔
の
匠

　
　

④

　
世
の
中
の
人
々

　
　

⑤

　
語
り
手

問
四

　
匠
が
、
傍
線
部
分
⑶
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

83

。

①

　
勅
命
に
従
っ
て
、
羅
城
門
を
立
派
に
建
造
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と
高
く
す
べ
き
だ
と
桓
武
天
皇
に
言
わ
れ
た
た
め

②

　
勅
命
に
そ
の
ま
ま
従
わ
ず
、
自
身
の
判
断
で
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
高
い
と
桓
武
天
皇
に
言
わ
れ
た
た
め

③

　
勅
命
に
従
っ
て
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
整
が
不
十
分
で
あ
る
と
桓
武
天
皇
に
叱
責
さ
れ
た
た
め

④

　
勅
命
に
従
わ
ず
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
な
い
ま
ま
瓦
葺
き
に
し
た
こ
と
を
、
桓
武
天
皇
に
責
め
ら
れ
た
た
め

⑤

　
勅
命
に
そ
の
ま
ま
従
わ
ず
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
て
、
風
害
を
防
ご
う
と
し
た
こ
と
を
桓
武
天
皇
に
見
破
ら
れ
た
た
め
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問
五

　
傍
線
部
分
⑷
「
さ
ま
悪
し
く
」、
⑸
「
き
ら
き
ら
し
く
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は
⑷

84

、
⑸

85

。

⑷

　
①

　
ふ
て
ぶ
て
し
く

　
　

②

　
機
嫌
が
悪
そ
う
に

　
　

③

　
悪
寒
が
し
て

　
　

④

　
悪
意
を
持
っ
て

　
　

⑤

　
見
苦
し
く

⑸

　
①

　
清
ら
か
で

　
　

②

　
威
厳
が
あ
り
立
派
で

　
　

③

　
夕
日
を
反
射
し
て
光
り
輝
い
て

　
　

④

　
野
心
作
に
見
え
て

　
　

⑤

　
安
全
で

問
六

　
傍
線
部
分
⑹
「
か
し
こ
く
見
て
け
り
」
は
、
桓
武
天
皇
の
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

86

。

①

　
見
栄
え
が
悪
く
な
る
と
言
う
匠
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
羅
城
門
の
高
さ
を
一
尺
低
く
さ
せ
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
安
堵ど

し
た

気
持
ち

②

　
匠
が
羅
城
門
の
見
栄
え
よ
り
も
安
全
を
重
視
し
て
高
さ
を
一
尺
五
寸
低
く
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
害
を
防
い
だ
こ
と
を
褒
め
称た

た

え
る
気
持
ち

③

　
匠
が
羅
城
門
の
高
さ
を
一
尺
切
る
よ
う
提
言
し
た
の
に
対
し
て
、
さ
ら
に
五
寸
低
く
さ
せ
た
自
身
の
判
断
の
正
し
さ
を
確
信
す
る
気
持
ち

④

　
経
験
豊
富
で
、
腕
の
よ
い
匠
を
見
い
だ
し
て
、
羅
城
門
を
立
派
に
造
ら
せ
た
こ
と
を
自
慢
す
る
気
持
ち

⑤

　
羅
城
門
を
初
め
て
見
た
と
き
に
、
高
さ
を
一
尺
低
く
す
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
誇
る
気
持
ち
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問
七

　
傍
線
部
分
⑺
「
い
み
じ
う
お
は
し
ま
し
け
り
」
は
、
誰
に
対
す
る
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
示
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

87

。

①

　
羅
城
門
の
建
築
を
担
当
し
た
匠
が
、
桓
武
天
皇
の
圧
迫
に
屈
せ
ず
、
後
代
に
残
る
素
晴
ら
し
い
門
を
造
っ
た
と
い
う
こ
と

②

　
羅
城
門
の
建
築
を
担
当
し
た
匠
が
、
桓
武
天
皇
の
指
示
に
従
わ
ず
、
後
代
に
倒
壊
を
招
い
た
ひ
ど
い
工
匠
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

③

　
桓
武
天
皇
が
、
匠
の
意
見
を
聞
か
ず
、
羅
城
門
の
建
築
を
変
更
さ
せ
て
、
倒
壊
を
招
い
た
ひ
ど
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

④

　
桓
武
天
皇
が
、
建
築
を
一
つ
の
例
に
取
っ
て
も
、
匠
よ
り
も
優
れ
た
知
見
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

⑤

　
平
安
時
代
の
天
皇
は
、
桓
武
天
皇
に
限
ら
ず
、
何
事
に
も
優
れ
た
知
見
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

問
八

　
『
世
継
物
語
』
は
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
説
話
集
で
あ
る
。
最
も
近
い
時
代
に
成
立
し
た
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

88

。

①

　
万
葉
集

　
　

②

　
南
総
里
見
八
犬
伝

　
　

③

　
古
事
記

　
　

④

　
方
丈
記

　
　

⑤

　
伊
勢
物
語

36

三
ウ

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
（
設
問
の
関
係
上
、
訓
点
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
）。

温

　人

　□
　周
。
周
、
不

　納い
レ

　客ヲ。
問ヒ
テ

　之ニ

　曰ク、
　客

　耶
。
対こ
た
ヘ
テ

　曰ク、
主

　人ナ
リ
ト。

問フ
モ

　其ノ

　巷

　人ニ、
而

　

不

　知

　也
、
吏

　因リ
テ

　囚フ

　之ヲ。
君

　使

　人

　問

　之

　曰
、
子ハ

　非ザ
ル

　周

　人ニ

　也
、
而ル

ニ

　自

　謂

　非 

客

　何

　也
。

　対

　曰
、
臣

　少わ
か
カ
リ
シ
ト
キ

　
　也

　誦セ
リ

　詩ヲ、
曰ク、
普ふ

　天て
ん

　之

　下も
と

、
　莫

　非

　王

　土
、
率そ
つ

　土と

　

之

　浜ひ
ん

、
莫

　非

　王

　臣
。

　今

　君

　天

　子ナ
レ
バ、

則チ

　我ハ

　天

　子

　之

　臣

　也
、

　豈

　有

　為

　人

　之 

臣
、
而

　又

　為

　之

　客

　哉
、
故ニ

　曰フ
ト

　主

　人

　也ト。
　君

　使

　出

　之
。

（『
韓
非
子
』）

（
注
1
）

　温

　か
つ
て
周
に
属
し
た
こ
と
も
あ
る
、
周
に
近
い
地
方
の
町

（
注
2
）

　周

　武
王
が
殷い
ん

を
ほ
ろ
ぼ
し
て
建
て
た
王
朝
。『
韓
非
子
』
が
書
か
れ
た
春
秋
戦
国
時
代
に
は
す
で
に
衰
え
て
い
た

（
注
3
）

　客

　旅
行
者

（
注
4
）

　主
人

　そ
の
土
地
の
者

（
注
5
）

　巷
人

　民
間
人

（
注
6
）

　詩

　『
詩
経
』

（
注
7
）

　普
天
之
下

　あ
ま
ね
く
こ
の
天
下

（
注
8
）

　率
土
之
浜

　大
地
の
果
て

（
注
1
）

⑴

（
注
2
）

レ

レ
（
注
3
）

レ

⑵

（
注
4
）

二

（
注
5
）

一

⑶

レ

⑷

二

一

⑸

⑹

レ
（
注
6
）

（
注
7
）

⑺

（
注
8
）

⑻

二

一
⑼
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⑵

　
①

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
羅
城
門
の
高
さ
を
見
誤
っ
て

②

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
匠
の
腕
前
が
よ
く
な
い
と
思
っ
て

③

　
わ
た
し
は
、
初
め
か
ら
羅
城
門
が
完
成
で
き
な
い
と
思
っ
て

④

　
わ
た
し
が
、
初
め
て
羅
城
門
を
見
た
と
き
悪
い
予
感
が
し
て

⑤

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
金
物
の
強
度
を
見
誤
っ
て

問
三

　
二
重
傍
線
部
分
ア
「
切
ら
す
」、
イ
「
お
ぼ
し
め
し
」、
ウ
「
切
り
」、
エ
「
申
し
伝
へ
」
の
動
作
主
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
番
号
を
複
数
回
解
答
し
て
も
よ
い
。
解
答
番
号
は
ア

79

、
イ

80

、
ウ

81

、

エ

82

。

①

　
桓
武
天
皇

　
　

②

　
匠

　
　

③

　
昔
の
匠

　
　

④

　
世
の
中
の
人
々

　
　

⑤

　
語
り
手

問
四

　
匠
が
、
傍
線
部
分
⑶
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

83

。

①

　
勅
命
に
従
っ
て
、
羅
城
門
を
立
派
に
建
造
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と
高
く
す
べ
き
だ
と
桓
武
天
皇
に
言
わ
れ
た
た
め

②

　
勅
命
に
そ
の
ま
ま
従
わ
ず
、
自
身
の
判
断
で
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
高
い
と
桓
武
天
皇
に
言
わ
れ
た
た
め

③

　
勅
命
に
従
っ
て
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
整
が
不
十
分
で
あ
る
と
桓
武
天
皇
に
叱
責
さ
れ
た
た
め

④

　
勅
命
に
従
わ
ず
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
な
い
ま
ま
瓦
葺
き
に
し
た
こ
と
を
、
桓
武
天
皇
に
責
め
ら
れ
た
た
め

⑤

　
勅
命
に
そ
の
ま
ま
従
わ
ず
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
て
、
風
害
を
防
ご
う
と
し
た
こ
と
を
桓
武
天
皇
に
見
破
ら
れ
た
た
め

33

問
五

　
傍
線
部
分
⑷
「
さ
ま
悪
し
く
」、
⑸
「
き
ら
き
ら
し
く
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は
⑷

84

、
⑸

85

。

⑷

　
①

　
ふ
て
ぶ
て
し
く

　
　

②

　
機
嫌
が
悪
そ
う
に

　
　

③

　
悪
寒
が
し
て

　
　

④

　
悪
意
を
持
っ
て

　
　

⑤

　
見
苦
し
く

⑸

　
①

　
清
ら
か
で

　
　

②

　
威
厳
が
あ
り
立
派
で

　
　

③

　
夕
日
を
反
射
し
て
光
り
輝
い
て

　
　

④

　
野
心
作
に
見
え
て

　
　

⑤

　
安
全
で

問
六

　
傍
線
部
分
⑹
「
か
し
こ
く
見
て
け
り
」
は
、
桓
武
天
皇
の
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

86

。

①

　
見
栄
え
が
悪
く
な
る
と
言
う
匠
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
羅
城
門
の
高
さ
を
一
尺
低
く
さ
せ
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
安
堵ど

し
た

気
持
ち

②

　
匠
が
羅
城
門
の
見
栄
え
よ
り
も
安
全
を
重
視
し
て
高
さ
を
一
尺
五
寸
低
く
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
害
を
防
い
だ
こ
と
を
褒
め
称た

た

え
る
気
持
ち

③

　
匠
が
羅
城
門
の
高
さ
を
一
尺
切
る
よ
う
提
言
し
た
の
に
対
し
て
、
さ
ら
に
五
寸
低
く
さ
せ
た
自
身
の
判
断
の
正
し
さ
を
確
信
す
る
気
持
ち

④

　
経
験
豊
富
で
、
腕
の
よ
い
匠
を
見
い
だ
し
て
、
羅
城
門
を
立
派
に
造
ら
せ
た
こ
と
を
自
慢
す
る
気
持
ち

⑤

　
羅
城
門
を
初
め
て
見
た
と
き
に
、
高
さ
を
一
尺
低
く
す
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
誇
る
気
持
ち

34

問
七

　
傍
線
部
分
⑺
「
い
み
じ
う
お
は
し
ま
し
け
り
」
は
、
誰
に
対
す
る
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
示
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

87

。

①

　
羅
城
門
の
建
築
を
担
当
し
た
匠
が
、
桓
武
天
皇
の
圧
迫
に
屈
せ
ず
、
後
代
に
残
る
素
晴
ら
し
い
門
を
造
っ
た
と
い
う
こ
と

②

　
羅
城
門
の
建
築
を
担
当
し
た
匠
が
、
桓
武
天
皇
の
指
示
に
従
わ
ず
、
後
代
に
倒
壊
を
招
い
た
ひ
ど
い
工
匠
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

③

　
桓
武
天
皇
が
、
匠
の
意
見
を
聞
か
ず
、
羅
城
門
の
建
築
を
変
更
さ
せ
て
、
倒
壊
を
招
い
た
ひ
ど
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

④

　
桓
武
天
皇
が
、
建
築
を
一
つ
の
例
に
取
っ
て
も
、
匠
よ
り
も
優
れ
た
知
見
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

⑤

　
平
安
時
代
の
天
皇
は
、
桓
武
天
皇
に
限
ら
ず
、
何
事
に
も
優
れ
た
知
見
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

問
八

　
『
世
継
物
語
』
は
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
説
話
集
で
あ
る
。
最
も
近
い
時
代
に
成
立
し
た
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

88

。

①

　
万
葉
集

　
　

②

　
南
総
里
見
八
犬
伝

　
　

③

　
古
事
記

　
　

④

　
方
丈
記

　
　

⑤

　
伊
勢
物
語

36

三
ウ

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
（
設
問
の
関
係
上
、
訓
点
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
）。

温

　人

　□
　周
。
周
、
不

　納い
レ

　客ヲ。
問ヒ
テ

　之ニ

　曰ク、
　客

　耶
。
対こ
た
ヘ
テ

　曰ク、
主

　人ナ
リ
ト。

問フ
モ

　其ノ

　巷

　人ニ、
而

　

不

　知

　也
、
吏

　因リ
テ

　囚フ

　之ヲ。
君

　使

　人

　問

　之

　曰
、
子ハ

　非ザ
ル

　周

　人ニ

　也
、
而ル

ニ

　自

　謂

　非 

客

　何

　也
。

　対

　曰
、
臣

　少わ
か
カ
リ
シ
ト
キ

　
　也

　誦セ
リ

　詩ヲ、
曰ク、
普ふ

　天て
ん

　之

　下も
と

、
　莫

　非

　王

　土
、
率そ

つ

　土と

　

之

　浜ひ
ん

、
莫

　非

　王

　臣
。

　今

　君

　天

　子ナ
レ
バ、

則チ

　我ハ

　天

　子

　之

　臣

　也
、

　豈

　有

　為

　人

　之 

臣
、
而

　又

　為

　之

　客

　哉
、
故ニ

　曰フ
ト

　主

　人

　也ト。
　君

　使

　出

　之
。

（『
韓
非
子
』）

（
注
1
）

　温

　か
つ
て
周
に
属
し
た
こ
と
も
あ
る
、
周
に
近
い
地
方
の
町

（
注
2
）

　周

　武
王
が
殷い
ん

を
ほ
ろ
ぼ
し
て
建
て
た
王
朝
。『
韓
非
子
』
が
書
か
れ
た
春
秋
戦
国
時
代
に
は
す
で
に
衰
え
て
い
た

（
注
3
）

　客

　旅
行
者

（
注
4
）

　主
人

　そ
の
土
地
の
者

（
注
5
）

　巷
人

　民
間
人

（
注
6
）

　詩

　『
詩
経
』

（
注
7
）

　普
天
之
下

　あ
ま
ね
く
こ
の
天
下

（
注
8
）

　率
土
之
浜

　大
地
の
果
て

（
注
1
）

⑴

（
注
2
）

レ

レ
（
注
3
）

レ

⑵

（
注
4
）

二

（
注
5
）

一

⑶

レ

⑷

二

一

⑸

⑹

レ
（
注
6
）

（
注
7
）

⑺

（
注
8
）

⑻

二

一
⑼
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⑵

　
①

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
羅
城
門
の
高
さ
を
見
誤
っ
て

②

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
匠
の
腕
前
が
よ
く
な
い
と
思
っ
て

③

　
わ
た
し
は
、
初
め
か
ら
羅
城
門
が
完
成
で
き
な
い
と
思
っ
て

④

　
わ
た
し
が
、
初
め
て
羅
城
門
を
見
た
と
き
悪
い
予
感
が
し
て

⑤

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
金
物
の
強
度
を
見
誤
っ
て

問
三

　
二
重
傍
線
部
分
ア
「
切
ら
す
」、
イ
「
お
ぼ
し
め
し
」、
ウ
「
切
り
」、
エ
「
申
し
伝
へ
」
の
動
作
主
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
番
号
を
複
数
回
解
答
し
て
も
よ
い
。
解
答
番
号
は
ア

79

、
イ

80

、
ウ

81

、

エ

82

。

①

　
桓
武
天
皇

　
　

②

　
匠

　
　

③

　
昔
の
匠

　
　

④

　
世
の
中
の
人
々

　
　

⑤

　
語
り
手

問
四

　
匠
が
、
傍
線
部
分
⑶
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

83

。

①

　
勅
命
に
従
っ
て
、
羅
城
門
を
立
派
に
建
造
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と
高
く
す
べ
き
だ
と
桓
武
天
皇
に
言
わ
れ
た
た
め

②

　
勅
命
に
そ
の
ま
ま
従
わ
ず
、
自
身
の
判
断
で
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
高
い
と
桓
武
天
皇
に
言
わ
れ
た
た
め

③

　
勅
命
に
従
っ
て
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
整
が
不
十
分
で
あ
る
と
桓
武
天
皇
に
叱
責
さ
れ
た
た
め

④

　
勅
命
に
従
わ
ず
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
な
い
ま
ま
瓦
葺
き
に
し
た
こ
と
を
、
桓
武
天
皇
に
責
め
ら
れ
た
た
め

⑤

　
勅
命
に
そ
の
ま
ま
従
わ
ず
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
て
、
風
害
を
防
ご
う
と
し
た
こ
と
を
桓
武
天
皇
に
見
破
ら
れ
た
た
め

33

問
五

　
傍
線
部
分
⑷
「
さ
ま
悪
し
く
」、
⑸
「
き
ら
き
ら
し
く
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は
⑷

84

、
⑸

85

。

⑷

　
①

　
ふ
て
ぶ
て
し
く

　
　

②

　
機
嫌
が
悪
そ
う
に

　
　

③

　
悪
寒
が
し
て

　
　

④

　
悪
意
を
持
っ
て

　
　

⑤

　
見
苦
し
く

⑸

　
①

　
清
ら
か
で

　
　

②

　
威
厳
が
あ
り
立
派
で

　
　

③

　
夕
日
を
反
射
し
て
光
り
輝
い
て

　
　

④

　
野
心
作
に
見
え
て

　
　

⑤

　
安
全
で

問
六

　
傍
線
部
分
⑹
「
か
し
こ
く
見
て
け
り
」
は
、
桓
武
天
皇
の
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

86

。

①

　
見
栄
え
が
悪
く
な
る
と
言
う
匠
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
羅
城
門
の
高
さ
を
一
尺
低
く
さ
せ
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
安
堵ど

し
た

気
持
ち

②

　
匠
が
羅
城
門
の
見
栄
え
よ
り
も
安
全
を
重
視
し
て
高
さ
を
一
尺
五
寸
低
く
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
害
を
防
い
だ
こ
と
を
褒
め
称た

た

え
る
気
持
ち

③

　
匠
が
羅
城
門
の
高
さ
を
一
尺
切
る
よ
う
提
言
し
た
の
に
対
し
て
、
さ
ら
に
五
寸
低
く
さ
せ
た
自
身
の
判
断
の
正
し
さ
を
確
信
す
る
気
持
ち

④

　
経
験
豊
富
で
、
腕
の
よ
い
匠
を
見
い
だ
し
て
、
羅
城
門
を
立
派
に
造
ら
せ
た
こ
と
を
自
慢
す
る
気
持
ち

⑤

　
羅
城
門
を
初
め
て
見
た
と
き
に
、
高
さ
を
一
尺
低
く
す
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
誇
る
気
持
ち

34

問
七

　
傍
線
部
分
⑺
「
い
み
じ
う
お
は
し
ま
し
け
り
」
は
、
誰
に
対
す
る
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
示
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

87

。

①

　
羅
城
門
の
建
築
を
担
当
し
た
匠
が
、
桓
武
天
皇
の
圧
迫
に
屈
せ
ず
、
後
代
に
残
る
素
晴
ら
し
い
門
を
造
っ
た
と
い
う
こ
と

②

　
羅
城
門
の
建
築
を
担
当
し
た
匠
が
、
桓
武
天
皇
の
指
示
に
従
わ
ず
、
後
代
に
倒
壊
を
招
い
た
ひ
ど
い
工
匠
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

③

　
桓
武
天
皇
が
、
匠
の
意
見
を
聞
か
ず
、
羅
城
門
の
建
築
を
変
更
さ
せ
て
、
倒
壊
を
招
い
た
ひ
ど
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

④

　
桓
武
天
皇
が
、
建
築
を
一
つ
の
例
に
取
っ
て
も
、
匠
よ
り
も
優
れ
た
知
見
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

⑤

　
平
安
時
代
の
天
皇
は
、
桓
武
天
皇
に
限
ら
ず
、
何
事
に
も
優
れ
た
知
見
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

問
八

　
『
世
継
物
語
』
は
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
説
話
集
で
あ
る
。
最
も
近
い
時
代
に
成
立
し
た
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

88

。

①

　
万
葉
集

　
　

②

　
南
総
里
見
八
犬
伝

　
　

③

　
古
事
記

　
　

④

　
方
丈
記

　
　

⑤

　
伊
勢
物
語

36

三
ウ

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
（
設
問
の
関
係
上
、
訓
点
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
）。

温

　人

　□
　周
。
周
、
不

　納い
レ

　客ヲ。
問ヒ
テ

　之ニ

　曰ク、
　客

　耶
。
対こ
た
ヘ
テ

　曰ク、
主

　人ナ
リ
ト。

問フ
モ

　其ノ

　巷

　人ニ、
而

　

不

　知

　也
、
吏

　因リ
テ

　囚フ

　之ヲ。
君

　使

　人

　問

　之

　曰
、
子ハ

　非ザ
ル

　周

　人ニ

　也
、
而ル

ニ

　自

　謂

　非 

客

　何

　也
。

　対

　曰
、
臣

　少わ
か
カ
リ
シ
ト
キ

　
　也

　誦セ
リ

　詩ヲ、
曰ク、
普ふ

　天て
ん

　之

　下も
と

、
　莫

　非

　王

　土
、
率そ
つ

　土と

　

之

　浜ひ
ん

、
莫

　非

　王

　臣
。

　今

　君

　天

　子ナ
レ
バ、

則チ

　我ハ

　天

　子

　之

　臣

　也
、

　豈

　有

　為

　人

　之 

臣
、
而

　又

　為

　之

　客

　哉
、
故ニ

　曰フ
ト

　主

　人

　也ト。
　君

　使

　出

　之
。

（『
韓
非
子
』）

（
注
1
）

　温

　か
つ
て
周
に
属
し
た
こ
と
も
あ
る
、
周
に
近
い
地
方
の
町

（
注
2
）

　周

　武
王
が
殷い
ん

を
ほ
ろ
ぼ
し
て
建
て
た
王
朝
。『
韓
非
子
』
が
書
か
れ
た
春
秋
戦
国
時
代
に
は
す
で
に
衰
え
て
い
た

（
注
3
）

　客

　旅
行
者

（
注
4
）

　主
人

　そ
の
土
地
の
者

（
注
5
）

　巷
人

　民
間
人

（
注
6
）

　詩

　『
詩
経
』

（
注
7
）

　普
天
之
下

　あ
ま
ね
く
こ
の
天
下

（
注
8
）

　率
土
之
浜

　大
地
の
果
て

（
注
1
）

⑴

（
注
2
）

レ

レ
（
注
3
）

レ

⑵

（
注
4
）

二

（
注
5
）

一

⑶

レ

⑷

二

一

⑸

⑹

レ
（
注
6
）

（
注
7
）

⑺

（
注
8
）

⑻

二

一
⑼
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⑵

　
①

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
羅
城
門
の
高
さ
を
見
誤
っ
て

②

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
匠
の
腕
前
が
よ
く
な
い
と
思
っ
て

③

　
わ
た
し
は
、
初
め
か
ら
羅
城
門
が
完
成
で
き
な
い
と
思
っ
て

④

　
わ
た
し
が
、
初
め
て
羅
城
門
を
見
た
と
き
悪
い
予
感
が
し
て

⑤

　
わ
た
し
は
、
初
め
、
金
物
の
強
度
を
見
誤
っ
て

問
三

　
二
重
傍
線
部
分
ア
「
切
ら
す
」、
イ
「
お
ぼ
し
め
し
」、
ウ
「
切
り
」、
エ
「
申
し
伝
へ
」
の
動
作
主
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
番
号
を
複
数
回
解
答
し
て
も
よ
い
。
解
答
番
号
は
ア

79

、
イ

80

、
ウ

81

、

エ

82

。

①

　
桓
武
天
皇

　
　

②

　
匠

　
　

③

　
昔
の
匠

　
　

④

　
世
の
中
の
人
々

　
　

⑤

　
語
り
手

問
四

　
匠
が
、
傍
線
部
分
⑶
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

83

。

①

　
勅
命
に
従
っ
て
、
羅
城
門
を
立
派
に
建
造
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と
高
く
す
べ
き
だ
と
桓
武
天
皇
に
言
わ
れ
た
た
め

②

　
勅
命
に
そ
の
ま
ま
従
わ
ず
、
自
身
の
判
断
で
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
高
い
と
桓
武
天
皇
に
言
わ
れ
た
た
め

③

　
勅
命
に
従
っ
て
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
整
が
不
十
分
で
あ
る
と
桓
武
天
皇
に
叱
責
さ
れ
た
た
め

④

　
勅
命
に
従
わ
ず
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
な
い
ま
ま
瓦
葺
き
に
し
た
こ
と
を
、
桓
武
天
皇
に
責
め
ら
れ
た
た
め

⑤

　
勅
命
に
そ
の
ま
ま
従
わ
ず
、
羅
城
門
の
高
さ
を
調
整
し
て
、
風
害
を
防
ご
う
と
し
た
こ
と
を
桓
武
天
皇
に
見
破
ら
れ
た
た
め

33

問
五

　
傍
線
部
分
⑷
「
さ
ま
悪
し
く
」、
⑸
「
き
ら
き
ら
し
く
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は
⑷

84

、
⑸

85

。

⑷

　
①

　
ふ
て
ぶ
て
し
く

　
　

②

　
機
嫌
が
悪
そ
う
に

　
　

③

　
悪
寒
が
し
て

　
　

④

　
悪
意
を
持
っ
て

　
　

⑤

　
見
苦
し
く

⑸

　
①

　
清
ら
か
で

　
　

②

　
威
厳
が
あ
り
立
派
で

　
　

③

　
夕
日
を
反
射
し
て
光
り
輝
い
て

　
　

④

　
野
心
作
に
見
え
て

　
　

⑤

　
安
全
で

問
六

　
傍
線
部
分
⑹
「
か
し
こ
く
見
て
け
り
」
は
、
桓
武
天
皇
の
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

86

。

①

　
見
栄
え
が
悪
く
な
る
と
言
う
匠
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
羅
城
門
の
高
さ
を
一
尺
低
く
さ
せ
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
安
堵ど

し
た

気
持
ち

②

　
匠
が
羅
城
門
の
見
栄
え
よ
り
も
安
全
を
重
視
し
て
高
さ
を
一
尺
五
寸
低
く
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
害
を
防
い
だ
こ
と
を
褒
め
称た

た

え
る
気
持
ち

③

　
匠
が
羅
城
門
の
高
さ
を
一
尺
切
る
よ
う
提
言
し
た
の
に
対
し
て
、
さ
ら
に
五
寸
低
く
さ
せ
た
自
身
の
判
断
の
正
し
さ
を
確
信
す
る
気
持
ち

④

　
経
験
豊
富
で
、
腕
の
よ
い
匠
を
見
い
だ
し
て
、
羅
城
門
を
立
派
に
造
ら
せ
た
こ
と
を
自
慢
す
る
気
持
ち

⑤

　
羅
城
門
を
初
め
て
見
た
と
き
に
、
高
さ
を
一
尺
低
く
す
る
べ
き
だ
と
判
断
し
た
こ
と
が
、
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
誇
る
気
持
ち

34

問
七

　
傍
線
部
分
⑺
「
い
み
じ
う
お
は
し
ま
し
け
り
」
は
、
誰
に
対
す
る
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
示
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

87

。

①

　
羅
城
門
の
建
築
を
担
当
し
た
匠
が
、
桓
武
天
皇
の
圧
迫
に
屈
せ
ず
、
後
代
に
残
る
素
晴
ら
し
い
門
を
造
っ
た
と
い
う
こ
と

②

　
羅
城
門
の
建
築
を
担
当
し
た
匠
が
、
桓
武
天
皇
の
指
示
に
従
わ
ず
、
後
代
に
倒
壊
を
招
い
た
ひ
ど
い
工
匠
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

③

　
桓
武
天
皇
が
、
匠
の
意
見
を
聞
か
ず
、
羅
城
門
の
建
築
を
変
更
さ
せ
て
、
倒
壊
を
招
い
た
ひ
ど
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

④

　
桓
武
天
皇
が
、
建
築
を
一
つ
の
例
に
取
っ
て
も
、
匠
よ
り
も
優
れ
た
知
見
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

⑤

　
平
安
時
代
の
天
皇
は
、
桓
武
天
皇
に
限
ら
ず
、
何
事
に
も
優
れ
た
知
見
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

問
八

　
『
世
継
物
語
』
は
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
説
話
集
で
あ
る
。
最
も
近
い
時
代
に
成
立
し
た
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号

は

88

。

①

　
万
葉
集

　
　

②

　
南
総
里
見
八
犬
伝

　
　

③

　
古
事
記

　
　

④

　
方
丈
記

　
　

⑤

　
伊
勢
物
語

36

三
ウ

　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
（
設
問
の
関
係
上
、
訓
点
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
）。

温

　人

　□
　周
。
周
、
不

　納い
レ

　客ヲ。
問ヒ
テ

　之ニ

　曰ク、
　客

　耶
。
対こ
た
ヘ
テ

　曰ク、
主

　人ナ
リ
ト。

問フ
モ

　其ノ

　巷

　人ニ、
而

　

不

　知

　也
、
吏

　因リ
テ

　囚フ

　之ヲ。
君

　使

　人

　問

　之

　曰
、
子ハ

　非ザ
ル

　周

　人ニ

　也
、
而ル

ニ

　自

　謂

　非 

客

　何

　也
。

　対

　曰
、
臣

　少わ
か
カ
リ
シ
ト
キ

　
　也

　誦セ
リ

　詩ヲ、
曰ク、
普ふ

　天て
ん

　之

　下も
と

、
　莫

　非

　王

　土
、
率そ

つ

　土と

　

之

　浜ひ
ん

、
莫

　非

　王

　臣
。

　今

　君

　天

　子ナ
レ
バ、

則チ

　我ハ

　天

　子

　之

　臣

　也
、

　豈

　有

　為

　人

　之 

臣
、
而

　又

　為

　之

　客

　哉
、
故ニ

　曰フ
ト

　主

　人

　也ト。
　君

　使

　出

　之
。

（『
韓
非
子
』）

（
注
1
）

　温

　か
つ
て
周
に
属
し
た
こ
と
も
あ
る
、
周
に
近
い
地
方
の
町

（
注
2
）

　周

　武
王
が
殷い
ん

を
ほ
ろ
ぼ
し
て
建
て
た
王
朝
。『
韓
非
子
』
が
書
か
れ
た
春
秋
戦
国
時
代
に
は
す
で
に
衰
え
て
い
た

（
注
3
）

　客

　旅
行
者

（
注
4
）

　主
人

　そ
の
土
地
の
者

（
注
5
）

　巷
人

　民
間
人

（
注
6
）

　詩

　『
詩
経
』

（
注
7
）

　普
天
之
下

　あ
ま
ね
く
こ
の
天
下

（
注
8
）

　率
土
之
浜

　大
地
の
果
て

（
注
1
）

⑴

（
注
2
）

レ

レ
（
注
3
）

レ

⑵

（
注
4
）

二

（
注
5
）

一

⑶

レ

⑷

二

一

⑸

⑹

レ
（
注
6
）

（
注
7
）

⑺

（
注
8
）

⑻

二

一
⑼
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問
一

　
空
欄
⑴
に
入
る
漢
字
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

101

。

①

　
帰

　
　

②

　
於

　
　

③

　
之

　
　

④

　
知

　
　

⑤

　
伐

問
二

　
傍
線
部
分
⑵
「
客
耶
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

102

。

①

　
他
国
か
ら
来
た
者
な
の
か

②

　
な
ん
と
他
国
か
ら
来
た
者
で
は
な
い
か

③

　
他
国
か
ら
来
た
者
で
あ
る
は
ず
が
な
い

④

　
他
国
に
行
っ
て
い
た
者
な
の
か

⑤

　
な
ん
と
他
国
に
行
っ
て
い
た
者
で
は
な
い
か

問
三

　
傍
線
部
分
⑶
「
不
知
」、
⑹
「
対
曰
」
の
動
作
主
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ

番
号
を
複
数
回
解
答
し
て
も
よ
い
。
解
答
番
号
は
⑶

103

、
⑹

104

。

①

　
温
人

　
　

②

　
客

　
　

③

　
巷
人

　
　

④

　
吏

　
　

⑤

　
君

問
四

　
傍
線
部
分
⑷
「
使
人
問
之
曰
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

105

。

①

　
人
を
し
て
之
に
問
は
ん
と
し
て
曰
く

②

　
人
を
し
て
之
に
問
は
し
め
て
曰
く

③

　
人
を
使
ひ
て
之
に
問
は
ん
と
し
て
曰
く

④

　
人
を
使
ひ
て
之
に
問
ふ
て
曰
く

⑤

　
使
人
の
之
を
問
ふ
て
曰
く

38

問
五

　
傍
線
部
分
⑸
「
自
謂
非
客
何
也
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

106

。

①

　
客
に
非
ず
と
謂
へ
ば
何
と
な
ら
ん
や

②

　
客
に
非
ず
と
謂
ふ
と
い
へ
ど
も
何
ぞ
や

③

　
自お

の

づ
か
ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や

④

　 自み
づ
か

ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
と
な
ら
ん
や

⑤

　
自
ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や

問
六

　
傍
線
部
分
⑺
「
莫
非
王
土
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

107

。

①

　
莫
た
れ
ば
王
土
に
非
ず
し
て

②

　
莫
た
れ
ど
も
王
土
に
非
ず
し
て

③

　
王
土
に
非
ざ
る
莫
か
れ

④

　
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
く

⑤

　
王
土
に
莫
き
に
非
ず

39

問
七

　
傍
線
部
分
⑻
「
豈
有
為
人
之
臣
、
而
又
為
之
客
哉
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

108

。

①

　
ど
う
し
て
天
子
様
の
臣
下
と
し
て
、
旅
人
の
た
め
に
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

②

　
ど
う
し
た
ら
天
子
様
の
臣
下
と
し
て
、
旅
人
を
も
て
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

③

　
ど
う
し
た
ら
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
旅
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

④

　
ど
う
し
て
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
旅
人
と
な
り
ま
し
ょ
う
か

⑤

　
何
と
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
他
国
に
旅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は

問
八

　
傍
線
部
分
⑼
「
君
使
出
之
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

109

。

①

　
周
の
君
は
温
に
使
者
を
出
し
た

②

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
に
使
者
を
出
し
た

③

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
温
に
向
け
て
出
国
さ
せ
た

④

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
出
仕
さ
せ
た

⑤

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
釈
放
さ
せ
た

40

問
九

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

110

。

①

　
世
界
が
天
子
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
温
に
住
む
者
も
周
の
臣
民
で
あ
る

②

　
い
く
ら
周
王
朝
が
衰
え
た
と
い
っ
て
も
、
旅
人
を
も
て
な
す
く
ら
い
の
こ
と
は
す
べ
き
だ

③

　
衰
え
た
周
王
朝
に
代
わ
り
、
温
の
人
た
ち
は
世
界
の
支
配
者
に
な
ろ
う
と
し
た

④

　
衰
え
た
周
王
朝
に
代
わ
り
、
温
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
で
国
を
治
め
よ
う
と
し
た

⑤

　
子
ど
も
が
周
の
臣
民
で
な
い
な
ら
ば
、
親
も
周
の
臣
民
で
は
な
い
の
で
あ
る

国

語

61国　語



37

問
一

　
空
欄
⑴
に
入
る
漢
字
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

101

。

①

　
帰

　
　

②

　
於

　
　

③

　
之

　
　

④

　
知

　
　

⑤

　
伐

問
二

　
傍
線
部
分
⑵
「
客
耶
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

102

。

①

　
他
国
か
ら
来
た
者
な
の
か

②

　
な
ん
と
他
国
か
ら
来
た
者
で
は
な
い
か

③

　
他
国
か
ら
来
た
者
で
あ
る
は
ず
が
な
い

④

　
他
国
に
行
っ
て
い
た
者
な
の
か

⑤

　
な
ん
と
他
国
に
行
っ
て
い
た
者
で
は
な
い
か

問
三

　
傍
線
部
分
⑶
「
不
知
」、
⑹
「
対
曰
」
の
動
作
主
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ

番
号
を
複
数
回
解
答
し
て
も
よ
い
。
解
答
番
号
は
⑶

103

、
⑹

104

。

①

　
温
人

　
　

②

　
客

　
　

③

　
巷
人

　
　

④

　
吏

　
　

⑤

　
君

問
四

　
傍
線
部
分
⑷
「
使
人
問
之
曰
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

105

。

①

　
人
を
し
て
之
に
問
は
ん
と
し
て
曰
く

②

　
人
を
し
て
之
に
問
は
し
め
て
曰
く

③

　
人
を
使
ひ
て
之
に
問
は
ん
と
し
て
曰
く

④

　
人
を
使
ひ
て
之
に
問
ふ
て
曰
く

⑤

　
使
人
の
之
を
問
ふ
て
曰
く

38

問
五

　
傍
線
部
分
⑸
「
自
謂
非
客
何
也
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

106

。

①

　
客
に
非
ず
と
謂
へ
ば
何
と
な
ら
ん
や

②

　
客
に
非
ず
と
謂
ふ
と
い
へ
ど
も
何
ぞ
や

③

　
自お

の

づ
か
ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や

④

　 自み
づ
か

ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
と
な
ら
ん
や

⑤

　
自
ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や

問
六

　
傍
線
部
分
⑺
「
莫
非
王
土
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

107

。

①

　
莫
た
れ
ば
王
土
に
非
ず
し
て

②

　
莫
た
れ
ど
も
王
土
に
非
ず
し
て

③

　
王
土
に
非
ざ
る
莫
か
れ

④

　
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
く

⑤

　
王
土
に
莫
き
に
非
ず

39

問
七

　
傍
線
部
分
⑻
「
豈
有
為
人
之
臣
、
而
又
為
之
客
哉
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

108

。

①

　
ど
う
し
て
天
子
様
の
臣
下
と
し
て
、
旅
人
の
た
め
に
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

②

　
ど
う
し
た
ら
天
子
様
の
臣
下
と
し
て
、
旅
人
を
も
て
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

③

　
ど
う
し
た
ら
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
旅
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

④

　
ど
う
し
て
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
旅
人
と
な
り
ま
し
ょ
う
か

⑤

　
何
と
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
他
国
に
旅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は

問
八

　
傍
線
部
分
⑼
「
君
使
出
之
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

109

。

①

　
周
の
君
は
温
に
使
者
を
出
し
た

②

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
に
使
者
を
出
し
た

③

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
温
に
向
け
て
出
国
さ
せ
た

④

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
出
仕
さ
せ
た

⑤

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
釈
放
さ
せ
た

40

問
九

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

110

。

①

　
世
界
が
天
子
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
温
に
住
む
者
も
周
の
臣
民
で
あ
る

②

　
い
く
ら
周
王
朝
が
衰
え
た
と
い
っ
て
も
、
旅
人
を
も
て
な
す
く
ら
い
の
こ
と
は
す
べ
き
だ

③

　
衰
え
た
周
王
朝
に
代
わ
り
、
温
の
人
た
ち
は
世
界
の
支
配
者
に
な
ろ
う
と
し
た

④

　
衰
え
た
周
王
朝
に
代
わ
り
、
温
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
で
国
を
治
め
よ
う
と
し
た

⑤

　
子
ど
も
が
周
の
臣
民
で
な
い
な
ら
ば
、
親
も
周
の
臣
民
で
は
な
い
の
で
あ
る

国

語

61国　語
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問
一

　
空
欄
⑴
に
入
る
漢
字
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

101

。

①

　
帰

　
　

②

　
於

　
　

③

　
之

　
　

④

　
知

　
　

⑤

　
伐

問
二

　
傍
線
部
分
⑵
「
客
耶
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

102

。

①

　
他
国
か
ら
来
た
者
な
の
か

②

　
な
ん
と
他
国
か
ら
来
た
者
で
は
な
い
か

③

　
他
国
か
ら
来
た
者
で
あ
る
は
ず
が
な
い

④

　
他
国
に
行
っ
て
い
た
者
な
の
か

⑤

　
な
ん
と
他
国
に
行
っ
て
い
た
者
で
は
な
い
か

問
三

　
傍
線
部
分
⑶
「
不
知
」、
⑹
「
対
曰
」
の
動
作
主
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ

番
号
を
複
数
回
解
答
し
て
も
よ
い
。
解
答
番
号
は
⑶

103

、
⑹

104

。

①

　
温
人

　
　

②

　
客

　
　

③

　
巷
人

　
　

④

　
吏

　
　

⑤

　
君

問
四

　
傍
線
部
分
⑷
「
使
人
問
之
曰
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

105

。

①

　
人
を
し
て
之
に
問
は
ん
と
し
て
曰
く

②

　
人
を
し
て
之
に
問
は
し
め
て
曰
く

③

　
人
を
使
ひ
て
之
に
問
は
ん
と
し
て
曰
く

④

　
人
を
使
ひ
て
之
に
問
ふ
て
曰
く

⑤

　
使
人
の
之
を
問
ふ
て
曰
く

38

問
五

　
傍
線
部
分
⑸
「
自
謂
非
客
何
也
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

106

。

①

　
客
に
非
ず
と
謂
へ
ば
何
と
な
ら
ん
や

②

　
客
に
非
ず
と
謂
ふ
と
い
へ
ど
も
何
ぞ
や

③

　
自お

の

づ
か
ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や

④

　 自み
づ
か

ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
と
な
ら
ん
や

⑤

　
自
ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や

問
六

　
傍
線
部
分
⑺
「
莫
非
王
土
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

107

。

①

　
莫
た
れ
ば
王
土
に
非
ず
し
て

②

　
莫
た
れ
ど
も
王
土
に
非
ず
し
て

③

　
王
土
に
非
ざ
る
莫
か
れ

④

　
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
く

⑤

　
王
土
に
莫
き
に
非
ず

39

問
七

　
傍
線
部
分
⑻
「
豈
有
為
人
之
臣
、
而
又
為
之
客
哉
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

108

。

①

　
ど
う
し
て
天
子
様
の
臣
下
と
し
て
、
旅
人
の
た
め
に
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

②

　
ど
う
し
た
ら
天
子
様
の
臣
下
と
し
て
、
旅
人
を
も
て
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

③

　
ど
う
し
た
ら
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
旅
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

④

　
ど
う
し
て
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
旅
人
と
な
り
ま
し
ょ
う
か

⑤

　
何
と
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
他
国
に
旅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は

問
八

　
傍
線
部
分
⑼
「
君
使
出
之
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

109

。

①

　
周
の
君
は
温
に
使
者
を
出
し
た

②

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
に
使
者
を
出
し
た

③

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
温
に
向
け
て
出
国
さ
せ
た

④

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
出
仕
さ
せ
た

⑤

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
釈
放
さ
せ
た

40

問
九

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

110

。

①

　
世
界
が
天
子
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
温
に
住
む
者
も
周
の
臣
民
で
あ
る

②

　
い
く
ら
周
王
朝
が
衰
え
た
と
い
っ
て
も
、
旅
人
を
も
て
な
す
く
ら
い
の
こ
と
は
す
べ
き
だ

③

　
衰
え
た
周
王
朝
に
代
わ
り
、
温
の
人
た
ち
は
世
界
の
支
配
者
に
な
ろ
う
と
し
た

④

　
衰
え
た
周
王
朝
に
代
わ
り
、
温
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
で
国
を
治
め
よ
う
と
し
た

⑤

　
子
ど
も
が
周
の
臣
民
で
な
い
な
ら
ば
、
親
も
周
の
臣
民
で
は
な
い
の
で
あ
る

国

語

61国　語



37

問
一

　
空
欄
⑴
に
入
る
漢
字
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

101

。

①

　
帰

　
　

②

　
於

　
　

③

　
之

　
　

④

　
知

　
　

⑤

　
伐

問
二

　
傍
線
部
分
⑵
「
客
耶
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

102

。

①

　
他
国
か
ら
来
た
者
な
の
か

②

　
な
ん
と
他
国
か
ら
来
た
者
で
は
な
い
か

③

　
他
国
か
ら
来
た
者
で
あ
る
は
ず
が
な
い

④

　
他
国
に
行
っ
て
い
た
者
な
の
か

⑤

　
な
ん
と
他
国
に
行
っ
て
い
た
者
で
は
な
い
か

問
三

　
傍
線
部
分
⑶
「
不
知
」、
⑹
「
対
曰
」
の
動
作
主
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ

番
号
を
複
数
回
解
答
し
て
も
よ
い
。
解
答
番
号
は
⑶

103

、
⑹

104

。

①

　
温
人

　
　

②

　
客

　
　

③

　
巷
人

　
　

④

　
吏

　
　

⑤

　
君

問
四

　
傍
線
部
分
⑷
「
使
人
問
之
曰
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

105

。

①

　
人
を
し
て
之
に
問
は
ん
と
し
て
曰
く

②

　
人
を
し
て
之
に
問
は
し
め
て
曰
く

③

　
人
を
使
ひ
て
之
に
問
は
ん
と
し
て
曰
く

④

　
人
を
使
ひ
て
之
に
問
ふ
て
曰
く

⑤

　
使
人
の
之
を
問
ふ
て
曰
く

38

問
五

　
傍
線
部
分
⑸
「
自
謂
非
客
何
也
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

106

。

①

　
客
に
非
ず
と
謂
へ
ば
何
と
な
ら
ん
や

②

　
客
に
非
ず
と
謂
ふ
と
い
へ
ど
も
何
ぞ
や

③

　
自お

の

づ
か
ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や

④

　 自み
づ
か

ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
と
な
ら
ん
や

⑤

　
自
ら
客
に
非
ず
と
謂
ふ
は
何
ぞ
や

問
六

　
傍
線
部
分
⑺
「
莫
非
王
土
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

107

。

①

　
莫
た
れ
ば
王
土
に
非
ず
し
て

②

　
莫
た
れ
ど
も
王
土
に
非
ず
し
て

③

　
王
土
に
非
ざ
る
莫
か
れ

④

　
王
土
に
非
ざ
る
は
莫
く

⑤

　
王
土
に
莫
き
に
非
ず

39

問
七

　
傍
線
部
分
⑻
「
豈
有
為
人
之
臣
、
而
又
為
之
客
哉
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

108

。

①

　
ど
う
し
て
天
子
様
の
臣
下
と
し
て
、
旅
人
の
た
め
に
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

②

　
ど
う
し
た
ら
天
子
様
の
臣
下
と
し
て
、
旅
人
を
も
て
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

③

　
ど
う
し
た
ら
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
旅
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か

④

　
ど
う
し
て
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
旅
人
と
な
り
ま
し
ょ
う
か

⑤

　
何
と
天
子
様
の
臣
下
で
あ
り
な
が
ら
、
他
国
に
旅
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は

問
八

　
傍
線
部
分
⑼
「
君
使
出
之
」
の
意
味
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

109

。

①

　
周
の
君
は
温
に
使
者
を
出
し
た

②

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
に
使
者
を
出
し
た

③

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
温
に
向
け
て
出
国
さ
せ
た

④

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
出
仕
さ
せ
た

⑤

　
周
の
君
は
そ
の
温
人
を
釈
放
さ
せ
た

40

問
九

　
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は

110

。

①

　
世
界
が
天
子
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
温
に
住
む
者
も
周
の
臣
民
で
あ
る

②

　
い
く
ら
周
王
朝
が
衰
え
た
と
い
っ
て
も
、
旅
人
を
も
て
な
す
く
ら
い
の
こ
と
は
す
べ
き
だ

③

　
衰
え
た
周
王
朝
に
代
わ
り
、
温
の
人
た
ち
は
世
界
の
支
配
者
に
な
ろ
う
と
し
た

④

　
衰
え
た
周
王
朝
に
代
わ
り
、
温
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
で
国
を
治
め
よ
う
と
し
た

⑤

　
子
ど
も
が
周
の
臣
民
で
な
い
な
ら
ば
、
親
も
周
の
臣
民
で
は
な
い
の
で
あ
る

国

語
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